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　　　一、どーしろとゆーのだいきなりこの事態……









　それは、月並みなセリフではじまった。

「へっへっへっ……命が惜おしけりゃとっとと出すもん出すんだな」

　ひらきなおりがまだ足りないのか、覆ふく面めんかぶった野や盗とうの一人が、目の前で、ロング・ソードをちらつかせる。

　……はーっ……

　同時にため息つく三人。

「……なっ……何なんだっ!?　そのリアクションはっ!?」

「……あきちゃった、ってことよ」

　覆面男の問いかけに、あたしはなげやりな調子で答える。

「……ったく……人通りの少ない裏うら街かい道どうだと思ったら、あんたらみたいな野盗がそれこそあとからあとからぽこぽこぽこぽこわいて出て！

　大きな街道で盗とう賊ぞくやるほどの根こん性じようないんだったら、おとなしくどっかで死んだふりでもしてりゃあいいのよっ！

　……あんたらで、この街道に入ってから──は、忘れたけど、今日でもう二組めの盗賊団よっ！」

「……へっ……おいおい、まさか『先のご同業に全部取られて、置いてく金も何もない』なんて、ヘタな言い訳わけするつもりじゃあねぇだろうな？」

「あんたたちをいちいちぶち倒すのも、いいかげんめんどーくさくなってきた、って言ってんのよ」

「なっ──」

　あたしのことばに、思わず絶ぜつ句くする男。

「……めんどくさい、って……ちゃっかりかけ合いの相手してるじゃねーか……」

　横手からぽそりとツッコミ入れたのは、あたしの旅の連つれのひとり、ガウリイである。

　長身・金ブロ髪ンドのハンサム・ボーイで、剣の腕なら超一流。ただし頭はクラゲ並み。

「……うっさいわねっ！　これがダイゴミってぇもんなのよっ！」

　あたしも小声でつぶやきかえす。

　盗賊いぢめ──

　ああ……なんて甘かん美びなひ・び・き[image: ]

　デカいつらして出てきた盗賊連中を、圧倒的な力でねじ伏ふせ、叩たたきつぶす。

　ねぐらを襲おそえば宝もがっぽり。悪人倒して収入増。まさに世のため己おのがため。我ながら、なかなかオツなシュミである。

　むろん、悪人に人権なんぞカケラもないから、文句の出ようはずもない。

　──と、一応ことわっとくがこのシュミは、戦士にして魔ま道どう士したるこのあたし、リナ＝インバースの実力あってはじめて可能なこと。並の戦士や魔道士が、こんなことしようもんなら、それこそ十日もたたないうちに、まず間ま違ちがいなくあの世行き。

　くれぐれも、よい子はマネしちゃいけないよ。

　ともあれ盗とう賊ぞくいぢめの中で、何がいちばん楽しいといって、一にぶん取ったお宝の品定め、そして二にこのかけ合いである。

　たいがいは、同じようなセリフしか言わないが、地方によってビミョーに特徴があったり、ごくまれに気の利きいたことを抜かす奴やつがいたりと、これでなかなかおもしろい。

　こちらが同じリアクションしても、いろいろと違う反はん応のうが返ってきたりして。

　……まあ……末まつ路ろはみんないっしょだけど……

　さてさて、この連中は、一体どんな反応するやら……

「とにもかくにも。あんたたちにあげるもんなんて、たとえ銅貨の一枚だって持っちゃいないわ」

「なっ……なんだとぉぉっ！　ひとが下した手てに出りゃあいい気になりやがって！」

　いつ下手に出た？　いつ。

「えぇいっ！　こうなりゃ力ずくだっ！」

「やれやれ……」

　つぶやいて、あたしはばさり、とマントをはね上げ、ガウリイは、その手を剣の柄つかに伸ばし──

「……おい……」

　覆ふく面めん男おとこのうちひとりが、かなり間まの抜けた声を出す。

「……そいつぁ一体何やってんだ？」

「へ？」

　男が目で指した方をふり向くと、そこにはもう一人の旅の連つれ、アメリアの姿。

「見たまんまよ」

　へーぜんとして答えるあたし。

「……木に……登ってるように見えるんだが……」

「そのとーりよ」

「……で……？」

「すぐにわかるって。こっちはこっちで話進めましょ」

「……まあ……そう言うのなら……と、とにかく、こうなったら力ずくでも出すもん出してもらうぜっ！」

　と──その時。

「そこまでよっ！　悪人どもっ！」

　朗ろう々ろうとひびくアメリアの声！

「なにぃっ！」

「どこだっ！」

　あわててあたりを見回す盗とう賊ぞくたち。

　……基本に忠実とゆーか、つきあいのいい連中である。

「あそこだっ！」

　中の一人が、やがてある一点を指さす。

　むろんそこには、よじ登った木の枝に、すっくと立ったアメリアの姿。

　そしてはじまる彼女の口こう上じよう！

「生きとし生けるものあるところ、光と闇やみとが生まれるごとく、悪あるところ正義あり！　心の闇にその身をゆだね、道を見失った者たちよっ！」

　と、ここでびしぃっ！　と盗賊たちを指さして、

「天にかわってのわたしの裁さばき、百万言を弄ろうしたところで、もはや逃のがれえぬ運さ命だめと思いなさいっ！」

　──むつかしいことを言ってはいるが、要は『あたしが正義だ。あやまっても許さん』とゆーことである。

「いくわよっ！　とうっ！」

　かけ声一発、枝からとび降り、下のしげみに着地する！




　ぼぎっ。




　……今……なんかスゴい音がしたよーな気が……

「おーい。だいじょーぶかー？」

「心配にはおよびませんっ！」

　ガウリイのよびかける声に、しげみの中から立ち上が……

「ってちょっとアメリア！　あんた、首が変な方にかたむいてるわよっ!?」

「だいじょうぶっ！　このくらいで、わたしの心はくじけないからっ！」

　言って元気に手を振ふる彼女。

　……いや……あたしが言ってるのは心の問題じゃなくてね……

「……なんか……かかわりあいにならなかったほーがよかったよーな気が……」

　別の覆ふく面めん男おとこがつぶやく。

　なかなかうがった意見だが、今となってはもはや手て遅おくれ。

「覚かく悟ごしなさいっ！　悪の手先たちっー」

　言って呪じゆ文もんを唱となえるアメリア。

　かくて──

　戦いの火ぶたは切って落とされた。




　そして──

　戦いの幕まくはあっさりと降りた。

　ミもフタもない話だが、あたしとアメリアが攻撃呪文の一発ずつもぶっ放せば、こんな程度の連中なんぞ敵ではない。

「……あのー……」

　キメポーズを取るあたしとアメリアの後ろで、もーしわけなさそーにつぶやくガウリイ。

「……そーするとこの場合、オレの出番ってぇやつは……？」

「そんなものはない」

　あっさりはっきり言い切るあたし。

　とりあえず今は、ガウリイにかまっているヒマはない。そこいらで、ぴくぴくしている野や盗とうたちをおどし上げ、おたからのありかをしゃべらせる、という一大イベントが残っている。

「さて──と……」

　手近にころがる一人のえり首くびつかみ上げ、ずた袋に穴を開けただけの覆面をはぎ取る。

　その下から現われたのは──まあ、おせじにもハンサムとは言えないが、悪あく党とう面づらとはほど遠い、わりと平凡な男の顔。どこから見てもただの通行人その一である。

「ほらほらっ！　起きなさいってばっ！」

　かっくんかっくん首を何度かゆさぶると、男はやがて、うっすらとその目を開ける。

「……う……む……？……ぅどわわわっ!?」

　逃げようと必ひつ死しにもがいているが、さっきの呪文のダメージが、まだ十分に残っているらしく、単にうごめくだけである。

「……ま、待てっ！　待ってくれっ！　命だけはっ！」

「んっふっふっふっふ……命が惜おしけりゃためこんだお宝出すことね」

　連中のほざいたセリフを返してやる。

「……そっ……そんな理り不ふ尽じんなっ！　あんたらそれでも人間かっ!?」

　どっから出てきたセリフだ？　それは。

　……まあ、そーいうセリフが平気で吐はける人間だからこそ、悪人なんぞやってるんだろーけど……

「あんたなんかに文句言われるすじあいはないっ！　と・に・か・くっ！　とっとと本ほん拠きよ地ち白状しちゃいなさいっ！」

「──それくらいにしてくれない？　悪いけど」

　声は、別のところから聞こえた。

「誰だれっ!?」

　あたしのかわりに、言ってアメリアはふり向く。

　そこには──木立の陰かげに、ひっそり佇たたずむひとりの女性。

「マ……マゼンダ様！」

　あたしにえり首つかまれた男が、うめくような声を上げる。

　としのころは二は十た歳ち前後。ゆったりとした白い服と、透ぬけるような白い肌はだ。そして、あざやかなまでな紅あかさを見せる、つややかな長い髪かみと唇くちびる。

『絶世の』がつくほどの美人ではあるが、受ける印象はまるで、雪山で食べるシャーベット。
















「その子たちには言っておいたのよ……あまり勝手なことはするな、って。──聞いてはくれなかったようだけれど、ね」

「……そっ、それはっ……ベイの奴やつが……」

「あなたに話してるわけじゃないわ」

　言いかけた男のことばを、マゼンダはあっさりと制し、

「不出来な連中だけど、こう見えても私の仲間なの。なんとか見逃してもらえない？」

「そうと言われて、『はい』と答えると思うの？」

「いいえ」

　あたしの問いに、あっさりと首を横に振ふる。

「だから──こういうのはどうかしら？　私がこれから、つたない芸を披ひ露ろうする。それがお気に召めしたなら、その子たちを放してもらう──」

　言ってしずかに一歩踏ふみ出す。

　そのとたん──

　ざっ！

　アメリアが、大きく後ろに跳とびさがり、ガウリイは剣の柄つかに手をかける。

　かくいうあたしも、思わず男をほうり出し、呪じゆ文もんを唱となえはじめている。

　──一体こいつ……？

　思った瞬しゆん間かん。

　ざわっ。

　木々のこずえが激しく鳴った。

　いきなり舞い散る大量の木の葉が、三人の視界を覆おおい隠かくした。

「くぅっ!?」

　気け配はいを感じ、あたしは宙をふり仰ぐ。

　そこに──マゼンダはいた。

　紅い唇くちびるが笑みの形に小さくゆがみ、その右の手が小さくかすむ。

　つぶてか！

　彼女が役げた小さな何かは、あたしではなく、あたしのまわりを狙ねらっていた。

　──結けつ界かい術じゆつ!?

　すぐさまあたしは身をひるがえし、ま横に跳ぶ。しかし──

　ばぢっ！

「──っ！」

　弱い電気に打たれたような、軽いしびれが体を走り抜ける。

　が、それもごく一いつ瞬しゆんのこと。何の芸かはしらないが、ともあれこっちはこっちでやるべきことをやるのみっ！

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　唱え終った呪文を彼女に向かって解とき放──

　──えっ!?

　一瞬、頭の中がまっしろになる。

「どうやらあなたがリーダー格みたいだったから、とりあえず──ね」

　マゼンダは、からかうような口くち調ようで言いながら、ふたたび舞い狂う木の葉の向こうに姿を隠かくす。

「ちょうど退たい屈くつしていたから、遊び相手にしてあげるわ。私を倒せばそヽれヽはなおるから。

　その気があるならマインの村までいらっしゃい……」

　そう言い終わるなり──

　ふたたびざぁっ、と音を立て、あたりの木の葉は地に落ちる。

　あとはただ、ぼーぜんと佇たたずむあたしとアメリア、そしてガウリイを残すのみ。

　一体何をどうやったのか、倒れていた男たちもまた消えている。

　──いやいや、そんなことよりも……

　あああああっ！　われながらドーヨーしてるのがわかるっ！……まさか……

「……消えた……」

　ぽつりとアメリアがつぶやく。

「だいじょうぶか!?　リナ!?」

　剣をおさめ、あたしの方に近よるガウリイ。

　その彼が、一いつ瞬しゆん何かに足を取られる。

「……何だ……？　こりゃ……」

　言いながら彼は、地面に突き立ったそれをしみじみとながめる。

　糸のように細く長い、一本の赤い針はり。

　ガウリイは、いともむぞうさにそれをひょいっ、と指でつまむと、地面からひっこ抜いた。

　そのとたん。

　今まで針のようだったそれは、くたり、としなびて、ただの一本の糸のようになる。

「髪かみの毛ね。たぶん、今のマゼンダとかっていうひとの」

　アメリアが言う。

　あらためてあたりを見回すと、同じものがあと四本、あたしのまわりにつっ立っている。

　ガウリイが抜いた一本をふくめ、ちょうどあたしを中心に置いた、五ご紡ぼう星せいの形に。

　──しまった──

　マゼンダが、ロコツな動作で放ったつぶてはフェイントだったのだ。

　あれをよけ切り、あたしの心に一瞬生まれた油ゆ断だん。

　そのスキを突いて彼女は、自らの髪の毛を使った本物の結けつ界かいを──

　いやいや、そんなことよりも、先に確認しなくちゃなんないことが──

「どうした？　リナ」

　たずねるガウリイには答えず、あたしは呪じゆ文もんを唱となえはじめる。そして──

「明ライりテイよング！」

　…………

「……ち……ちょっと！　リナっ！」

　まともに顔色を変えるアメリア。

「……なんだなんだなんだ？」

　まだ事態を理解していないガウリイ。

　ぎぎぎきぃっ、とあたしは顔だけガウリイの方に向け、頭のなかまっ白なままで事実を告げた。

「……あたし……呪文……使えなくなっちゃった……」




　あああああああああああああああああああああああああああああああああああ。

　あたしの頭の中は今、ただこの文字で埋うめつくされていた。

　小さな村の小さなメシ屋。

　あのあとここに立ち寄って、とりあえず、食事でもしながら話をしようということになったのだが、あたしとしては、ただただ混こん乱らんするばかり。食事も定食二人前すらのどを通らなかったりする。

「……しかし……ほんとに術が使えなくなっちまったのか？」

「ま、どうやらそうみたいよ」

　ドーヨーしまくっているあたしにかわって、ガウリイの問いに答えるアメリア。

「使えなくなっちゃったものは仕方ないね。けどそーすると、今後どうするか、ってことが問題だと思うの」

「まあ、確かに……呪文も使えんリナなんぞ……」

「ただの害虫よね」

　ぴくっ。

「いや、そこまでは言わんが、役には立たんが態度はデカいという……」

　ぴぴくっ！

「けど、そのかわり胸は小さいよ」

「ついでに言うと色気も……」

「どやかましぃぃぃぃぃっ！」

　思わず絶ぜつ叫きようするあたし。

「ひとが落ち込んでるのをいいことにっ、言いたいほーだい言ってくれるわねっ！」

「…だって……なあ……」

　ガウリイは、ぽりぽりと頭をかきながら、アメリアと顔を見合わせる。

「怒っちゃだめよ、リナ。ガウリイさんだってあたしだって、あなたをすこしでも元気づけようと思って、あんなこと言ってたんですから」

「……ほんと？」

　ジト目でふたりを見つめるあたしに、アメリアは、ぱたぱたと手を振ふりながら、

「う[image: ]そ[image: ]」

「あ・ん・た・ら・はぁぁぁぁぁっ！」

「まっ！　待てリナっ！　アメリアの首しめてもなにも解決せんぞっ！……それよりもっ！　なんとか術を使えるようにするテはないのかっ!?」

「……あのマゼンダとかってぇのを倒せばなんとかなる……って、当人がそう言ってたけど……」

　あたしはアメリアの首から手をほどき、ふたたびおとなしく席に着く。

「それなら話は早いじゃない」

　首をこきこきやりながら言うアメリア。

「言われた通りに、あのひと倒せばすむんでしょ？　相手はどーせ悪人のともだち。悪人のともだちはみな悪人。えんりょすることないわよ」

　……まあ……マゼンダがすくなくとも善人に見えなかったことだけはたしかだけど……

「ところで、相手の居場所はわかってるのか？」

　たずねるガウリイに、あたしはため息ひとつつき、

「あのマゼンダってのが言ってたでしょーが。マインの村にいる、って。……まあ、あなたのことだから、聞いてなかったとは思ってたけど……」

「オレだってちゃんと聞いてたぞ。単におぼえてないだけで」

　はいはい。わかったからいばらないでね。

「とにかく、行くしかありませんね。いずれにしても通り道だし」

　アメリアのことばに、あたしとガウリイは同時にひとつ、うなずいた。




「ぬぁんですってぇぇぇぇぇっ!?」

　アメリアの上げた大声に、一いつ瞬しゆん店じゅうが静まりかえる。

　セイルーンからカルマートを抜け、ディルス王国へと続く、古くさびれた裏うら街かい道どう。

　マインの村の、ふたつ手前のとある村。

　とりあえず、ここまで来たのはいいのだが、おそらくは、マインの村こそマゼンダたちの本ほん拠きよ地ちだろう。何の予備知識もなしに、ただただのこのこ乗り込こんで、楽勝できるとは思えない。

　今日はとりあえずこの村に泊とまり、前情報を仕入れようと、一いつ軒けんしかない食堂で、マインのことを聞いていたのだが……

　店にいた、商人ふうのおっちゃんが、ぽそりつぶやいたのだった。『あそこには行かんほうがいい……』と。

　そこでアメリアが話を聞きに行き──いきなり声を上げたのだ。

「ちょっ！　ちょっと待てっ！　そんな大声を……」

　あわててあたりを見回しながら、小さな声で言うおっちゃん。

「大声も小声もありませんっ！　すぐそばの村で、そんな悪事が行なわれていることを知りつつも、お上かみに届とどけることすらせずに、知らぬぞんぜぬを決めこむなんてっ！　あなたには正義を愛する心はないのっ」

「せ……正義を愛する心も何もっ！　だからウワサだって言ってるだろーがっ！　う・わ・さっ！　証しよ拠うこもなしに単なる噂うわさで役人たちにンなこと言ってみろ！　痛い目見るのはこっちだぜ！」

　しごくもっともな意見だが、理り屈くつで納なつ得とくさせられるほど、アメリアはまっとうな人間ではない。

「いーえっ！　わたしにはわかるのよっ！」

　言いながら、だむっ！　と片足イスの上に載のっけると、右手をぐいっ、とにぎりしめ、

「巨大な悪が、陰いん謀ぼうがっ！　どこかで渦うずを巻いているのがっ！」

「……また何かはじまったな」

　トリの丸焼きをつつきつつ、さめた口くち調ようで言うガウリイ。

「けどアメリアのあのリアクション、どーやらそのマインの村ってぇのも、あんましマトモなとこじゃあなさそーねぇ……」

「ま、そーだろーな」

「そーね。そもそもあのマゼンダみたいなのが、わざわざ『来い』なんて言うようなところだし……」

「いや、そーいう意味じゃなくてな……」

「ならどーいう意味なのよ？」

「いやぁ……だってさ……」

　ガウリイは、頭のうしろをぽりぽり搔かきながら、

「いままでおまえさんがかかわってきた事件といい人間といい、まともなもんってなかったろ」

「よけーなお世話よっ！」

　などと話しているうちに、やがてアメリアが戻もどってくる。

「どうだった？」

　たずねるあたしに、珍しく、彼女は深しん刻こくな顔で、

「今はちょっと……部屋に戻ってから話すね」

　言ってもくもくと、食事のつづきをはじめたのだった。




「さて──と。それじゃあアメリア、説明はじめて」

　食事のそのあと。

　アメリア、あたし、ガウリイと、三つつづきで部屋を取り、そのまん中に集まって、さっそくはじめたミーティング。

　ここならば、少々声を出したところで、誰だれかに聞きとがめられるおそれも少ない。

「……これは、あくまでも噂うわさ、だっていうことなんですけど……」

　アメリアにしては珍しく歯切れが悪い。

「マインの村っていうのは……ある組織の拠きよ点てんみたいになっている、って話なの」

「あの女のひきいる盗とう賊ぞく団だんの、だろ？」

　単純きわまる意見を言うガウリイ。

　単にそれだけの話なら、アメリアが動揺するわけがない。

　彼女は首を横に振ふり、

「ある宗教団体です……たぶんあのマゼンダっていうひとや野や盗とうたちも、そのメンバーでしょう」

「……宗教団体……？」

　まゆをひそめてつぶやくあたしに、彼女は小さくうなずくと、

「はい……食堂にいたひとの話では……シャブラニグドゥ崇すう拝はいの……」

「しっ！　しゃぶらにぐどぅ崇拝!?」

　思わずあたしは声を上げた。

　赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥ。

　この世界すべての闇やみを支配すると言われる魔ま族ぞくの王。そして──

「しーっ！　声が大きいですっ！」

「あ、ああっ、ごめん。……けどアメリア、ほんとーにほんとーなの、それって？」

「さあ……あくまで噂うわさ、なんてさっきのひとは言ってたけど……単なる噂で、『シャブラニグドゥ崇拝』なんてところまで話が出るものなのか……？」

　うーん…………

「……それで？」

「それだけ」

　あっさりとした口くち調ようで言う彼女。

「あのひとが知っていたのは、マインはシャブラニグドゥ崇拝の拠きよ点てんになっているらしいこと、裏ではいろいろといかがわしいこともやっているらしい、っていう噂がある、ってことだけ。それ以上のことは知らないし、知りたいとも思わなかった、って言ってたわ」

「……うーん……」

　またまたなんか、ややこしい話になりそうである。

「……なあ……リナ……」

　それまで沈黙を続けていたガウリイが尋たずねる。

「……さっきから気になってるんだけどよ……」

「何よ？」

「その、『しゃぶにぐらどう』って何だ？」

　……をい。

「シャブラニグドゥ、ですよ。ガウリイさん」

　アメリアに訂てい正せいされて、彼は頭のうしろをぽりぽり搔かきながら、

「いやぁ、どっかで聞いたよーな気のする名前なんだが……どーも文字数の多い名前ってぇのは覚えにくくって……」

「あんたねぇぇぇぇっ、ガウリイっ！」

「な……なんだよ、リナ、何かもんくでもありそーな……」

「あるわよっ！　まさかあんた、ほんっきでシャブラニグドゥおぼえてない、なんていうつもりじゃないでしょーねっ!?」

「いやあ……だって……」

「『だって』じゃなぁぁぁいっ！　魔ま王おうよ魔王！　赤ル眼ビのー魔ア王イっ！」

　──しばしの間まを置き、ぽんっ、と手を打つガウリイくん。

「おーおー。そーだそーだ。覚えてる覚えてる」

　うそつき。

「けど、シャブラニグドゥ崇すう拝はい、ったって、一体どんなことやってるんだ？　まさかほんものの魔王をゲストに呼んで座談会開くわけでもないだろーし……」

「そういうのがある、って聞いたことだけはあります」

　アメリアは言う。

「なんでも、魔王を信仰することによって物欲を満たそうっていうシロモノで、イケニエから実力行使まで、なんでもありの邪じや教きようだ、って話」

「……ふむ……確かにそれならつじつまは合うわね。

　ふだんはただの村人その一。教団の資金かせぎか何かのために、覆ふく面めんかぶって盗とう賊ぞく団だんのまねごとをする……

　けど、もしそうだとすれば、その組織そのものが今度の相手ってことね」

「のぞむところですっ！」

　アメリアは、ぐくうっ、とにぎりこぶしをかため、

「闇やみにその身と心をゆだね、道理を忘れた邪教の輩やからなど、何百、何千集まろうとも、恐るることはありませんっ！　正義の文字がある限り、勝利は必ずわたしたちにこそおとずれますっ！」

「しかし……リナが術を使えない、ってぇのはイタいわな」

「あ──そのことなんだけど」

　言ってあたしは呪じゆ文もんを唱となえ、

「明ライりテイよング！」

　かざしたてのひらの先が、一いつ瞬しゆんかすかにほんのりと光り──

　すぐにふいっ、とかき消える。

「──今の──」

　つぶやくアメリアにあたしはうなずき、

「ほんっとにごくごくすこしずつだけど、魔ま法ほう封ふうじの封ふう印いんが、弱くなってるみたいなの。

　──とは言ってもまだ『明ライテりイング』でさえこの程度。攻撃魔法なんて、そよ風さえも起こせないしね」

「けどそれって──ほうっといてもいつかはもと通りになる、ってことじゃないのか？」

　聞くガウリイに、あたしはため息ひとつつき、

「……あのねぇ……ンなゆーちょーなこと言うけど、一体全快するまで何年待たなきゃなんないのよっ!?　それにほんとうにこのままほうっといて全快するとは限らないし……」

「……なんだ……なら結局は術が使えないのも同じなんだろ」

　……いや……まあ……そーだけど……

「……と……ともあれまずは下調べよ。となりの村かどっかをアジトにして、マインのあたりを徹てつ底てい的てきに調べて噂うわさのうらづけよ。……やー、たいへんねー。ガウリイ」

「……そこでなんでオレの名が出てくるんだ？」

「ばっかねぇ。あたしたちの顔はまず、相手に知られていると思ってまちがいないわ。

　となれば調査はもっぱら夜」

「……で？」

「夜ふかしは美容の大敵なのよ」

　あたしのことばに、横でアメリアがうなずいてたりする。

「……おい……」

「と、ゆーわけで、探たん査さが係かりはガウリイくんに決・定！」

「ちょっと待てぇぇぇぇっ！　毎晩オレがひとりで山ン中歩いて探しまわるわけかっ!?」

「ほほぉう。ガウリイにしちゃあ察しがいいじゃない」

「『ほほぉう』じゃないっ！　毎晩連打でそんなことしたら、十日もせずに死ぬぞ、ふつーはっ！　一方的に決めるなっ！」

　なおも食いさがるガウリイに、あたしはぽりぽり頭を搔かきつつ、

「……しかたないわねぇ……わかったわよ。そこまで言うならきちんと決めましょ。

　それなら文句ないでしょ？」

「……まあ、それなら、な」

　あたしのことばにうなずくガウリイ。

　ふっ。かかった。

「じゃあ多数決！　あたしのさっきの意見に賛成のひと手を上げてっ！」

　迷わず手を上げるあたしとアメリア。

「はい決定。がんばってね[image: ]」

「お前らぁぁぁぁぁっ！」

「なによ今さら。さっき、ちゃんとした決めかたならかまわない、って言ったじゃない」

「いや、だから……」

「……ガウリイさん……」

　アメリアは、残念そーな顔をして、彼の肩かたをぽんぽんっ、と叩たたき、

「気の毒どくだけどあきらめてください……これが民主主義です」

　単なる数の暴ぼう力りよくだってば。

　ツッコミを入れたくなるのを、涙をのんで耐たえ忍しのぶ。

　と。その時！

「ふ……ふふっ……ふはははははっ！」

　絶望に打ちひしがれていたはずのガウリイが、やおら高笑いを上げる。

「甘あまいっ！　甘いぞリナ！　お前さんの計画には、ひとつ、致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがあるっ！」

「なっ……なんですって!?」

「オレひとりを出したとしても、何が怪あやしくて何が怪しくないのかもわからんとゆーのに、それで満足な調査ができるとでも思ったかっ！」

「しっ！　しまったぁぁぁぁぁっ！　じ……自分の特性を自覚するとはっ！　おそるべしガウリイ！　こんなんでもちゃんと成長してたのねっ！」

「あのなぁっ！　ひとの頭をだれかの胸みたいに言わんでくれっ！」

「……あっ……」

　あたしが反論しようとした、まさにその時。




　だむっ！




　部屋の扉とびらが音を立てて開く。

「……お客さんがた……お願いですから、もうすこし静かにしてもらえませんかね……」　苦情を言いに来た宿の主人に、三人は、ヒクツにあやまったのだった。




　調査に出る順番は、結局のところ、ジャンケンで決めたことだけを述べておく。




　闇やみにゆらめく無数のたいまつ。

　かがり火の照らすホールに集つどう、数百人の覆ふく面めん姿すがた。

「……思ってたより大だい規き模ぼね……」

　小声でぽつりとつぶやくあたし。

　マインから少しはなれた山の中。森の木立に囲まれて、遺い跡せきはひっそりと佇たたずんでいた。

　時の流れのなすがまま、今は朽くち果ててはいるが、昔は闘とう技ぎじ場ようだったのだろう。円い建物の中心に向かって、すりばち状に客席がしつらえてある。

　もっともそれも、すでに半なかば以上が崩くずれ去り、覆面姿の連中が座っているのも、もっぱら下のほうの席である。

　あたしたち三人がいるのは上のほう、闘技場のいちばん外がわである。崩れかたのいちばんひどいあたりで、浮レビテ遊ーシヨンでも使わないかぎり、ここまで登ることは不可能。そのせいか、このあたりには連中の監かん視しもいない。

　闇やみとがれきの陰かげとに隠かくされ、むこうからこちらを発見することは、まず無理だろう。

　アメリアがこの遺跡を発見したのがきのうの夜。そこで今日はあらためて、三人でやって来たのだが、そこでこの現場に出っくわした、というわけである。

「……それほど大規模にも見えねぇけどなぁ……」

　あたしのとなりでつぶやくガウリイ。

「単純に人数だけ考えたらね。けど、これだけへんぴな場所で、これだけの人間が集まるっていうのは、人口比で考えたらかなりのもんよ」

「……それにしても……許せませんねっ！」

　ガウリイのむこうでつぶやくアメリア。

「邪じや教きようを信じるものたちがこんなにいるなんて……この地に正義の文字はないのっ!?」

　などとやっているうちに、やがて、集会場に変化が起こった。

　わき起こる、覆面姿たちの歓かん声せい。

「──誰だれか出てきたぞっ！」

　見ればわかることを言うガウリイ。

　闘とう技ぎじ場ようの──たぶん闘士の入場口だろう。現われたのは五人の人物。

　真っ赤な色のマントにローブ。刃を赤く塗ぬった儀ぎ礼れい用の長剣を持っている。うちひとりだけが素す顔がおをさらし、残る四人はすべて、マントと同じ色の覆ふく面めんをつけていた。
















　──さすがに彼らのつけている覆面は、そこいらの信者たちのモノとは違い、ちゃんとしたつくりになってはいるが。

　素顔の男が闘技場の中央に歩み出ると、残る四人は五、六歩ほどの距離を置き、男の四方──かっきり東西南北の位置にひとりずつ立つ。

「……なるほど……五人の腹ふく心しんですね……」

　にがにがしい口くち調ようでつぶやくアメリア。

　あ。なるほど。

「なんだ？　そりゃ」

　なぜかあたしに尋ねるガウリイ。

「赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニングドゥが産み出した、五匹の高位魔ま族ぞくのことよ」

　事実か伝説かは知んないけど。

　あたしは心の中でつけ加えた。

「ええ……あの五人はそれぞれ、魔カオ竜スドラ王ゴン、海デイー王プシー、覇ダイ王ナスト、獣グレーター王・ビースト。

　そして──まん中の男が冥ヘルマ王スターに。それぞれ対応しているはずです」

　やたら親切な解説をするアメリア。

　精ア神ス世トラ界ルを自由に操あやつり、五匹のうち最強の力を有する冥ヘルマ王スターフィブリゾ──

　しかしそーすると、あのまん中の男が教祖様なのだろーか？

　どちらかと言うと貧ひん相そうな、たとえて言うなら食うに困った三流悪あく役やく魔ま道どう士しのようなつらがまえ。むろんそこにはカリスマ性などカケラもない。

「諸君！」

　その男がやおら声を上げた。

　意外によく通る、なかなかシブい声である。

「実は今日、よい知らせがあった。

　クロツ様が、もうすぐお戻もどりになられる！」

　どぉぉっ、と歓喜のどよめきが場内を満たす。

　……どうやら雰ふん囲い気きから察するに、そのクロツとか言うのが、この教団のボスらしい。

　となればあそこにいる男は、単なる代理とゆーわけか。

「しかもっ！　目的のものをみごとに手に入れられた、というしらせだ！」

　男の口くち調ように熱がこもり、どよめきがさらに大きくなる。

「これでもう我々に敵はいない！　赤スイのーフ竜イ神ードなどを信じる偽ぎ善ぜん者しやどもに知らしめてやるのだっ！　真の力が、人々の望むものが、われらの方にこそあることをっ！」

　おいおいおいっ！

　あたしは思わず、ちらりと視線をアメリアに向ける。

　──よかった。不ふ機き嫌げんな顔でぶーたれてはいるが、キレてはいないよーである。

　男の演説はなおも続いている。

「存在の本質は矛むじ盾ゆん、すなわち悪。そのことを認めようとせず──」

　と。その時。

　とーとつに、すっくと立ち上がるアメリア。

　……をい……？

「爆バー煙スト・舞ロンドっ！」

　彼女のまわりに生まれた十数発の光球が、いっせいに、集会場に降りそそぐ。




　ドドドドドゴゥワッ！




「どぇろわぁぁぁぁっ！」

「めひぃぃぃぃぃぃっ！」

　まき起こる火の手と悲ひ鳴めい。

「わひぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　思わず頭をかかえるあたし。

　しまったぁぁっ！　さっきのアメリア、ひとりでぶーたれてたんじゃなくて、問答無用で攻撃呪じゆ文もん唱となえてたのかっ！

　キレるならキレると、ひとこと断わってほしいもんである！

　ともあれ今のあの呪文、火フアイ炎アー・球ボールをいくつも同時に打ち出すようなもんだと思ってもらえればいいが、威いり力よくのほどはかなり低い。直ちよく撃げきを食らったところで、まあ悪くて全身ヤケドだろう。

　見た目はハデだが威力のない呪文。

　これはあきらかに、アメリアの、彼らに対する宣せん戦せん布ふ告こくである。

「あっ……あそこだっ！」

「誰かいるぞっ！　見はりは何してたっ!?」

　連中が、こちらに気づいたその瞬しゆん間かん──

「明ライりテイよング！」

　アメリアが、自らの頭上に照明ぶちかます。

「聞くがいい！　闇やみをあがめるものたちよ！」

　朗々と、詠うたうように言い放つアメリア。

「いくら欺ぎ瞞まんを並べたところで、まことの真理はただひとつ！　たとえほんのひとすじでも、心に光あるならば、自みずからの選んだ道が正しいか、今一度、考え、そして選びなさい！　自分自身のその意志でっ！」
















　なかなかりっぱなセリフだが、そんな説得が通用するような相手なら、はじめっから、こんなあやしげなもんには入らないってば。

「始末しろっ！」

　ほらね。

　例の貧ひん相そう男おとこのかけ声一発、わらわらと、こちらに向かってくる『信者』たち。

　ほうっておいても、歩きじゃあここまで来れないのだが、ここでだまって眺ながめていてもしかたない。

「アメリア、ガウリイ、ここはいったん退たい却きやくよっ！」

「なぜですっ!?　ここは一気に勝負をかけて……」

「足場はこっちが不利なのよっ！」

　アメリアのことばをあたしはさえぎって言う。

「もし相手のうち、攻撃魔ま法ほうを使える誰かが、こっちの足場を狙ねらってきたらどーすんのっ!?　あなたが別の術を唱となえてるスキにっ！」

「……けっ……けどっ……悪人に背を見せるなんて……」

「いったんは屈くつ辱じよくに耐たえ、身を引いて、やがて反撃、大逆転！　それがセーギのミカタの王道ってもんよっ！」

「なるほどっ！　それもそうですねっ！」

　答えてさっそく呪じゆ文もんを唱えはじめるアメリア。

　……コントロールしやすいキャラクターではある。

「浮レビテ遊ーシヨン！」

　アメリアの術が三人を宙に持ちあげる。

「魔ま道どうだとっ！」

「おのれぇっ！　逃がすなっ！　外だっ！」

　口々に騒さわぐ覆ふく面めんたち。

「急げっ！　アメリア！」

「わかってるけどっ！」

　無意味にアセらせるガウリイ。

　この浮レビテ遊ーシヨンというやつ、運うん搬ぱん能力はかなりのもんだが、いかんせんスピードが遅い。

　なめくじ──とまではいかないが、全速移動で、大人がふつーに歩くより、少々速い程度である。

　三人がなんとか着地した時には、かなり後ろにではあるが、すでに追手の姿が見える。

「森の中へっ！」

　言うなり、うむをいわさず駆かけ出すアメリア。おとなしくついて行くあたしとガウリイ。

『いたぞっ！』だの『あそこだっ！』だのと、平凡なセリフを吐きながら追撃してくる覆面たち。

　……まあ、この状じよう況きようで、斬ざん新しんなセリフを言ったからといって、どーなるものでもないのだが……

　アメリアは道をはずれ、木々の間を抜けて走る。

「二人とも、手をっ！」

　言って彼女のさしのべる手を、あたしとガウリイはにぎりしめる。

　すぐに呪文を唱えるアメリア。

　──たしかこの呪文!?

「黒ダー霧ク・ミ炎スト！」

　呪文とともに、あたり一帯は文字通り闇におおわれる。

　この術の中では視界はまったくのゼロ。中から外も見えないが、外から中もまたしかり。

　かつて、あたしをつけ狙ねらっていた、ある暗アサ殺ツ者シンの得意とする術だったのだが……

「いつ覚えたの!?　アメリア！」

「けっこう使えそーな術だったんで、こっそり練習してたんです」

「くくぅっ。泣かせてくれるわねぇっ。おとっつぁん！　ガウリイ、あんたもちったぁ見習いなさいよ。この姿勢っ！」

「……だからなぁ……」

「あっちだ！　声が聞こえたぞっ！」

　なにやら言いかけたガウリイをさえぎって聞こえる追手たちの声。

　あわてて口をつぐむあたしたち。

「こっちだ！　確かに今、こっちの方で声がぁぁぁっ!?」

「どうしたぁぁぁっ!?　なんだぁっ!?　この、あからさまに怪しい黒いモノはっ!?」

　……たしかに黒ダー霧ク・ミ炎ストの魔まじ術ゆつ、視界を完全にさえぎるが、外がわから、たいまつの炎か何かで照らして見れば、黒い巨大なわだかまりのようにしか見えない。はっきし言って十分怪しい。

「中は──っ！　だめだっ！　真っ暗で何も見えねぇっ！　こりゃあ何かの魔術だぜ！」

「えぇぃっ！　誰だれかっ！　マゼンダ様をお呼びしろっ！」

「確か神しん殿でんの方に──」

　かくて。

　おとりに放った黒ダー霧ク・ミ炎ストに追手がじゃれているうちに、あたしたちは、まんまとその場を逃のがれたのだった。




「──おいリナ、一体どこまで逃げるつもりなんだ？」

　ガウリイがそう尋ねたのは、マインから二つ目の村を通りすぎたころのことだった。

「……そぉですよぉぉっ……もうそろそろお昼ですよぉ……どっかでひとやすみしましょうよぉぉ……」

　疲れた声で、つぶやくように言うアメリア。目の下に、すでにくまができている。

　あれからずっと歩き通しだった。

「……そぉね……とりあえず……次の村で休みましょ……」

　かくいうあたしも、だいぶ疲れていたりする。へーきな顔で歩いているのは、ガウリイくらいなもんである。

　とりあえず、敵との距離を、なるべくかせいでおかなければならない。

　もちろん、森で野のじ宿ゆく、というのがいちばん足がつきにくいのだが、『野宿はやだ』という、あたしとアメリアの意見で、その案はあっさり否定された。

「それはそうとリナ、とりあえず逃げて来たのはいいとして、何か考えてるんですか？　反撃の作戦……？」

「……いっそのこと、あのままいきおいで連中ぶち倒しちまった方がよかったんじゃねーのか？　一気にかたもついただろうし」

　やたら単純な意見を述べるガウリイに、アメリアも深々とうなずいている。

　どーやらアメリア、寝不足が頭の方に来ているよーである。

「……あんな集会所のひとつ、つぶしたところでどーなるもんでもないでしょ。教祖さまとやらもるすだ、って話だったし」

「あそこが本ほん拠きよじゃないのか!?」

「……あのねぇ……ガウリイ……どこの世界に、あんなくそ目立つ悪の本拠地があるのよっ！　いくら森に隠かくされてるとは言っても、ちょいと山に分け入れば、すぐに見つかるような場所よ。──それに、追手のひとりが言ってたでしょ。『マゼンダは神殿の方にいる』って」

「……言ってたっけ？」

「言ってたのっ！　アメリアがしかけた時、マゼンダは姿を現わさなかった。つまり彼女はあの場所にはいなかったのよ。となれば考えられるのは、あの集会所以外に、『神殿』と呼ばれている場所がある。つまり──」

「そこが本拠地、ってわけか」

「そういうこと。で、とりあえず、今後の作戦なんだけど、まずはマゼンダを倒して、あたしの魔まり力よくを回復させる、これが第一歩でしょうね。──ちゃんと聞いてる？　ガウリイ？」

「──あ。いや──」

　……やっぱし聞いてなかったな……

「──あのねぇ、ガウリイ……」

「待てよ。アメリアが──」

「アメリアが？」

　言われてあたしは彼女の方を──あれ？

　いつのまに足を止めたのか、アメリアは、かなり後ろの方でぼーっとつっ立っている。

　ガウリイは、つかつかつかっ、と彼女の方に歩み寄り、

「──心配ない。立ったまま寝てるだけだ」

　おいおい。

「……よっぽど眠かったみたいだな……このまましばらくそっとしといてやろう」

「あのねぇぇっ！　こんなところでそっとしといてどーすんのよっ！　……ったく……アメリア！　アメリアったらっ！」

　あたしが数度肩かたをゆさぶると、なんとか彼女は目を開ける。

「……あ……リナさん……」

「徹てつ夜やには弱いよーね。アメリア」

「……ええ……どーもその……なんて言うか……すぴー……」

　だからな……

「……しかたないわね……こーなったらガウリイ、あなたが彼女背負って……」

「ぐー。ぐー。」

「だぁぁぁっ！　寝たふりしてるんじゃないわよっ！　……ったく……それどころじゃあないっていうのに……」

「──確かに。それどころじゃないな」

　いきなり真顔に戻もどって言うガウリイ。

　すでに右手で剣を抜き放っている。

　一いつ瞬しゆん遅れて、あたしもようやくその気け配はいを察知する。

　──どうやら、自分で思ってたよりも疲れているようである。

「──敵？」

　気配を察し、アメリアもなんとか目を覚ます。

　ざわり。

　あたりの木々がざわめいた。

「──リナ、よく聞け」

　小さな声で言うガウリイ。

「アメリアといっしょに逃げろ。この場はオレが引きつける」

「ちょっ！　ちょっと！　ガウリイ！　何よ！　とーとつにっ！」

「……どうやら、並の相手じゃあなさそうだ……お前さんは術が使えんし、アメリアもそんな状態だ。オレひとりなら、なんとか切り抜けるくらいのことはできるが……」

「へぇぇ。なかなかいい読みしてるじゃないか」

　声は、木々の間から聞こえた。

　ややかん高い、男の声。

　視線を向けても、そこには何の姿もない。

「悪人は悪人らしく、とっとと出て来なさいっ！」

　アメリアのことばを、しかし『声』はあっさり無む視しすると、

「僕たちが留る守すの間とは言え、ケンカを売ってくるなんて、なかなか見上げたもんじゃない。──けど、残念だったね。きみたちが、集会を台なしにしてくれた、あのあとすぐに帰ってきたんだよ。僕たちがね。

　──まあ、どっちにしても、きみたちが死ぬのに変わりはないけどね。くふふふっ」

「ギルファ。無む駄だ口ぐちが多い」

　もうひとつの声は、姿をもって現われた。

　それは、一匹の獣じゆう人じんだった。

　印象は、トカゲ人に似てはいるが、細かいところはだいぶ違う。背中にかなり大きなこぶがあるところから見て、おそらくは、黒くろ渦うず蛇へびと人との合成だろう。

　身長は、ガウリイよりも頭ひとつ分は高く、片手に抜き身のグレート・ソードをぶら下げている。

「ぐふふふふっ。無ぶ愛あい想そうなこと言うなよ。ヴェドゥル。僕はね、これから自分が殺す人間がどんな奴やつなのか、知っておきたいだけなんだ」

「無意味だな。追い、殺す。それが与えられた命令だ。それさえ全まつとうすればいい」

　言いながら、ゆっくりと歩み出るヴェドゥル。

　と──

　やおら剣を鞘さやにおさめるガウリイ。ふところから針はりを取り出して──

　いきなり使うか!?　光の剣！

　光の剣──

　かつて魔ま道どう都市の名をほしいままにしたサイラーグを、破は壊かいしつくした魔まじ獣ゆう、ザナッファー。

　それを滅ほろぼしたと言われるのが、この伝説の武器である。

　持つ者の、意志の力を刃やいばと成して、魔族ですらも両断する。

　とてもそんなふうには見えないが、このガウリイこそが、光の剣の継けい承しよう者しやだったりするのだが……

　いきなりこんなモノをひっこ抜くところを見ると、どうやらこの二人組、あまりシャレにならない相手のようである。

「気をつけろ！　リナ！　アメリア！」

　ヴェドゥルから視線をはずすことなく言うガウリイ。

「三人目がいるぞ！　油ゆ断だんするな」

　……えっ！

「へぇぇ。すごいや。聞いたかい？　ヴェドゥル。こいつ、グロウヅが隠かくれてるのに気づいちゃったよ」

　あくまでかるいギルファの口くち調よう。その声が聞こえてくるのは、ヴェドゥルのいる場所である。

　しかし昼の陽ひにさらされて、立っているのはヴェドゥルひとり。

　──まさか腹ふく話わじ術ゆつでもあるまいし、ならばギルファは一体どこに？

　じわり、と、ヴェドゥルの全身に力がみなぎる。

　その瞬しゆん間かん。

「炎フレのア・ア矢ロー！」

　いつの間に呪じゆ文もんを唱となえていたのやら、いきなりアメリアがしかける。

　ドドドゴゥッ！

　まともに不意をつかれたらしく、うち何発かがヴェドゥルの体を直ちよく撃げきする！

　だがしかし！　命中したはずのその瞬しゆん間かん、ガウリイに向かってヴェドゥルが疾はしる！

「光よ！」

　ガウリイが吠ほえる！

　居合いに抜いた光の剣は、グレート・ソードもろともに、ヴェドゥルの体を両断する。

　──はずだった。

「ちっ!?」

　しかし小さく声を上げ、後ろに退ひいたのはガウリイの方。

　アイアン・サーペントのウロコでできた胸ブレス甲ト・プ冑レートが、ざっくり大きく裂さけている。

「へぇぇぇ！　見ろよヴェドゥル！　光の剣だよ！　腕の方はどうか知らないけど、得え物ものだけなら、きみの剣とじゃあ話にならないねぇ。なにしろ僕の『影』まで斬きっちゃうようなシロモノだ！」

　場ちがいに陽気なギルファの声がひびく。

　そう──

　ガウリイが、光の剣を抜いたその瞬間、地に落ちたヴェドゥルの影から伸びた、数本の黒い刃がガウリイを襲おそったのだ。

　彼が身を退きながら、光の剣で影の剣をなぎ払ったその瞬間、ヴェドゥルのグレート・ソードが甲かつ冑ちゆうを浅くとらえたのだ。

「……けど、どうやらあっちも計算外だったみたいだね……悪いけどね、その程度の呪文なら、ヴェドゥルには効きかないよ。そういう体にできてるんだ」

　こいつ……レッサー・デーモン並みの耐たい魔ま能力があるのか!?

　──実を言うと、以前にあたしは一度だけ、同じような耐魔能力を持つ獣人と相まみえたことがあったのだが……

「黙だまれ」

　ギルファのおしゃべりをたしなめる獣人。

「おいおい。そりゃあないよヴェドゥル。僕が今、『影』を使ってなきゃ、すくなくとも今ごろ、きみの剣は使い物にならなくなってたはずだよ。……剣だけですんだかどうかも怪しいもんだ」

　ギルファ──影シヤド使ウマいスターか!?

「となれば、恩を着せられるすじあいはない」

「……そりゃあまあそうだけど……」

　わけのわからん会話をしつつ、ふたたびじわり、とガウリイとの間ま合あいをつめるヴェドゥル。

　……しかし、いくら影シヤド使ウマいスターとは言っても、他人の影を通して話をする、なんてことがはたして可能かどうか──

「影ですっ！　ガウリイさんっ！」

「わかったっ！」

　アメリアのことばに応こたえて疾はしるガウリイ。

　ガウリイの『光の剣』が、大地に落ちたヴェドゥルの影を貫つらぬいた！

　違うっ！

　上から切りかかるヴェドゥルの剣を、返す刀で受けるガウリイ。光の剣がいともあっさりと、ヴェドゥルのグレート・ソードを切り飛ばす！

　だがその瞬しゆん間かん。

　獣じゆう人じんの左の拳こぶしが、ガウリイの腹をまともに捕とらえた！

「がぁっ！」

「ガウリイっ！」

　ま後ろにふっ飛ばされるガウリイを追い、迫せまるヴェドゥル。しかしガウリイはすぐさま体勢を立て直し、ふたたび光の剣を構かまえる。

　こんどはヴェドゥルの方が大きく退さがる。もはや彼の剣は使いものにはならない。

「……やれやれ……不注意だよ、ヴェドゥル。こうなったら、グロウヅの力も貸してもらうしかないねぇ……」

「──仕方あるまい──」

　ギルファのことばに、苦い口くち調ようでうなずく獣人。

「違った!?」

　思わず声を上げるアメリア。

　おそらく彼女は、ヴェドゥルの影こそギルファの本体だとでも思ったのだろうが……

「リナ！　アメリア！　逃げろっ！　オレひとりならなんとでもなるっ！」

　口の端からひとすじの血を流しながら、叫ぶかのように言うガウリイ。

「でもっ！」

「唇くちびるを切っただけだっ！　いいから行けっ！」

「──わかったわ……」

　あたしはなんとか声をしぼり出す。

「リナさんっ!?」

「……あたしたちがいても意味ないのよっ！　あれじゃあ呪じゆ文もんの援護もできないし、あたしは……あたしは単なる足手まといにしかならないっ！」

　──そうなのだ。

　呪文を封ふうじられた今のあたしにできることと言えば、せいぜいが、足手まといにならないことくらい……

「……リナさん……」

「ガウリイ！　行くわっ！」

「ああ！　元気でなっ！　また会おうぜ！　アメリア！　リナを頼たのんだぞっ！」

　言ってガウリイは、ヴェドゥルに向かって不ふ敵てきな笑みを浮かべる。

「……さあ……続きをやろうや……ついでだから呼べよ。三人目も、な」

「──いいだろう！　来い！　グロウヅ！」

　ヴェドゥルの声とともに、何かが森の中から飛び出してくる！

　──あたしとアメリアが目にしたのは、そこまでだった……




「──リナさん……」

「…………」

　あたしとアメリアの二人は、木立の中を進んでいた。

　あのあとしばらくは街かい道どうを進み、途とち中ゆうで森の中へと分け入ったのだ。

　……ガウリイひとりをあとに残して……

「──リナさん？」

「……あ……ああ、ごめん、ちょっと混こん乱らんしちゃって……」

　声を殺して答えるあたし。

「……ともかく……どうしたらいいか考えなくちゃ……」

　とにもかくにもあのマゼンダとかを倒して、あたしの呪文を復活させなきゃ、話にならないわけなのだが……

　呪文抜きのあたしに倒せる相手とは思えないし、アメリアが戦ったとしても、あたしの二の舞になるおそれが大きい。

　対マゼンダの戦力になりそうなのは、ガウリイくらいしかいないのだが……

「……とにかく……とにかく、しばらく身を隠かくして、ころあいを見てガウリイを探しましょ。彼はきっとだいじょうぶ。合流するのがまず第一よ」

「──悪いが、そんなに時間はやれんなぁ」

　聞き覚えのある声は、前の方から聞こえてきた。




「──くっ……！」

　あたしは唇くちびるをかみしめた。

　赤いローブと同じ色のマント。

　あんましぱっとしない顔だが、実力まではわからない。

　昨日の夜、集会所で演説をぶちかましていたあの男。

「……こう見えてもこのバルグモン、組織のナンバー２でな……留る守すを預かっている間に、あんなことがあっては面めん目もくが立たん……ここはどうしても、お前らを倒して名誉回復、といきたいところなのさ」

　そ……組織のナンバー２って……

　どーやら宗教団体としての自覚はカケラもないよーである。

「残念だけど……そのご要望にはこたえられないわね……」

　腰のショート・ソードを抜き放って言うあたし。

　こう見えても、あたしは剣も並よりは使える。町のごろつき程度の相手なら、四、五人までなら剣だけで倒すくらいの自信もあるし。

　──あくまで楽観希望だが、もしもこいつの戦闘力が、並の魔ま道どう士し程度なら、やりかたしだいで、あたしの剣技でもなんとか倒せるだろうが……

　えぇいっ！　とにかくなんとかするっきゃないっ！

「──アメリア！　援護お願い！」

　言い捨てて、男に向かって駆かけ出すあたし。後ろで聞こえる彼女の呪じゆ文もん。

　──なるほど。そーいう作戦ね。

「ふっ！　来るがいいっ！」

　言って呪文を唱となえはじめるバルグモン。

　そして後ろで、アメリアが呪文をとき放つ。

「かくごっ！」

　などと声を上げつつ、あたしはバルグモンの手前でいきなり横に跳とぶ！

　その瞬しゆん間かん。

　あたりが白光に包まれる！

「ぐっ！」

　まともに目を灼やかれ、思わず声を上げるバルグモン。

　彼の位置からは見えないように、アメリアは、あたしの背に向けて、光量最大、持続時間ゼロの『明ライテりイング』を放ったのだ。あたしはそれを察し、彼の手前で横に逃げた、というわけである。

　むろん明ライテりイングが炸さく裂れつした瞬間、あたしは両目をかたく閉じている。

　──よしっ！

　光が消えたその瞬間、バルグモン目がけてダッシュをかける！

　とった！

　われながら、ベストに近いタイミングで繰くり出したはずのショート・ソードは、しかしあえなく空くうを切る。

「──なっ!?」

　視覚を奪うばわれたはずのバルグモンが、いともあっさりと身をかわしたのだ。

　あわててあたしは追つい撃げきに移る。

　まるで見えてでもいるかのように、あたしから間合いを取りつつ、呪文を唱えるバルグモン。

　──あるいは、目をやられたと見せかけているだけか。

　しかしそれなら、こちらの不意を突いて攻撃してきてもいいようなもんだが……

「リナさんっ！」

　アメリアの声が聞こえたその瞬間、頭上に走り抜ける殺さつ気き！

「くっ！」

　ま横に跳とんだその瞬しゆん間かん、あたしの頭のすぐ右を、銀の光が流れて落ちる。

　逃げるのが、あと一瞬でも遅れたら、頭がスイカになるところだった。

「もう一人いた!?」

　あわててあたしは問ま合あいを取る。

「ちっ。殺やりそこねたか」

　抜き身のロング・ソードを片手に立っていたのはひとりの獣じゆう人じん。

　狼ワー人ウ間ルフに似てはいるが、細部の特徴がかなり違う。おそらくは、いろいろな種類が混まじっているのだろう。

「──フェルティスか。余計なことを」

　またもや呪文を中断し、強がりを言うバルグモン。

「目のほうはだいじょうぶですかい？」

「──ああ。やっとぼんやり見えてきたよ」

　言いながら、獣人は、すこしずつあたしとの間合いを詰め、逆にバルグモンは後ろに退さがる。

「えぇぇいっ！　アメリアっ！　こーなったらミもフタも手かげんもなしよっ！」

「わかりましたっ！」

　あたしのことばに答えて彼女、ふたたび呪文を唱えはじめる。

　こーなったら、一発大おお技わざ勝負である！

　しかしその時、こんどはいきなりバルグモンが、アメリア目がけてダッシュする！

　やはり、目をやられたのは見せかけか!?

「アメリア！」

　フォローに行こうにも、獣人に牽けん制せいされて動きがとれない。

　こーなった以上アメリアには、根こん性じようでがんばってもらうしかない。

　唱えかけていた呪文を中断し、ファイティング・ポーズを取るアメリア。

「だいじょうぶです！　リナさんっ！　悪人のひとりやふたりっ！　正義の力を思い知らせてやりますっ！　ごふっ！」

　バルグモンのひざげりをみぞおちに食らい、いきなり失神する彼女。

　──こ……根性なしぃぃぃっ！　あほぉぉぉぉっ！

「動くなっ！」

　彼女を後ろからかかえこみ、声を上げるバルグモン。

　……どーしろと言うのだ……？　この状じよう況きよう……

「甘いわね」

　とりあえずハッタリをかましてみる。

「あたしが今、あんたたちの言うなりになったとしても、結局ふたりとも殺されるだけ……それがわかってておとなしく、あたしが言うこと聞くと思う？」

　あたしのことばにバルグモンは、ねちり、とした笑みを浮かべ、

「──まあ待て。なら選せん択たく肢しをひとつ増やしてやろう。その前にまず尋ねるが、マゼンダが術を封ふうじた魔ま道どう士しというのはお前だな」

「……そうよ……」

　構えた剣を下ろさぬままで答えるあたし。

「ならもう一つ。この女がお前のことを『リナ』と呼んでいたようだが、お前、あヽのヽリナ＝インバースか？」

「……たぶん、そのリナ＝インバースよ……」

　なげやりな口くち調ようで答えるあたし。

　自慢している場合じゃないけど、こう見えても、あたしのネーム・バリューはけっこう高い。これもひとえに、日ごろの行ないのたまものである。

　剣士にして天才魔道士！　悪をくじいて弱きを助ける美少女戦士！　これが話題にならないはずはないっ！

　ああっ！　結局自じ慢まんしちゃったっ！

「……ふん……ならば、だ。

　こいつの命も助けよう。マゼンダに言って、術の封ふう印いんも解といてやる。

　そのかわりに──だ。

　我々に力を貸せ」

　あ。やっぱしそう来たか。

「……うーん……」

　──こんな連中に協力するなど死んでもいやだが、かと言って、アメリアを見殺しにするわけにもいかない。

　しかしいくらなんでも、彼女といっしょにここでなかよく犬死にする、っていうのも無意味だし……

　……しかたないか……

　あたしは息をひとつつき、口をひらいたまさにその時。

「……あー。やっとおいつきました。ずいぶん探したんですよ。フェルティスさん」

　やたらのーてんきな声は、あたしのま後ろから聞こえた。

「……てっ！　てめぇっ！　このくそ坊主っ！　こんなところまで追っかけて来やがったかっ!?」

　あたしがふり向くより早く、フェルティスの上げた声には、憎ぞう悪おの色が混まじっていた。








　　　二、人生は　出会いと別れ　くりかえし









　あたしがふり向くその先に、立っていたのはひとりの神プリ官ースト。

　としのころなら二十歳前後。黒い髪かみをした、中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの男である。

　わりとありがちな黒の法ほう衣いに、どこにでも売っていそうな錫しやく杖じよう。まずまずハンサムと言っていいが、これといった特徴のない顔には、場ちがいな笑みが浮いている。

「何者だ？」

　バルグモンがそう尋たずねたところからすると、連中の味方ではなさそうだが……？

「なぁに……ちょいとわけありでしてね……こいつはいっぺん切りきざんでやりたかったんですよ……」

　言いながら、瞳ひとみに殺さつ気きをみなぎらせ、ゆるりと進み出るフェルティス。

　なにがどーなっているのかは知らないが、巻き込こまれるのはおもしろくない。とりあえず、後ろにさがり、場をあける。

「やめときましょーよ。フェルティスさぁん……僕、別にあなたを殺しにきたわけじゃあないんですし……」

「きさまはそうでも、おれはきさまを殺したくてしかたないのさ……言っとくがな、くそ坊主！　おれには生はんかな呪じゆ文もんは通用しねぇぞ！」

「いやぁ……そこまで言われてはしかたありませんねぇ……では……」

　にこやかな顔を崩くずさぬままに、呪文を唱えはじめる神プリ官ースト。

　……へっ？　この呪文……？

「させるかよぉっ！」

　おたけびを上げ、疾はしるフェルティス。

　あっという間に距離をつめ、神プリ官ーストめがけてロング・ソードをふり下ろす！




　ごがっ！




　やたらド派は手でな音とともに、ふっ飛んだのは獣じゆう人じんの方。

「──なっ!?」

　思わず声を上げるあたし。

　獣人をはじき飛ばしたのはほかでもない、ただの呪力結けつ界かいだった。

　呪文の詠えい唱しよう中に発する、術者を保護するための、いわば一種の魔まり力よく障しよう壁へきである。たいてい、強力な攻撃呪文ほど、術者をガードする力も高くなるのだが、それにしてみても、最強の攻撃力を持つと言われる竜ドラグ破・ス斬レイブのものでさえ、三流魔ま道どう士しの唱となえた火フアイ炎アー・球ボールになんとか耐え、切りつけてきた一流戦士の動きをかなり遅くする、といった程度のシロモノでしかない。

　切りかかって来た相手をはじき飛ばすような呪力結界を産み出す呪文など、今まであたしが目にしたかぎりでは存在しない。

　しかし神プリ官ーストの唱えているそれは、現に獣人をはじき飛ばした。そしてこの呪文、詠唱の内容からすると──まさか──

　あわててフェルティスから距離を取るあたし。

「……なっ……何だ!?　今のは!?」

　なんとか身を起こす獣人を、神プリ官ーストの人さし指がまっすぐに指す。

　そして──力ある言葉が解とき放たれた！

「暴ブラ爆スト・呪ボム！」

　ぎぅんっ！

　空間が、きしんだ悲ひ鳴めいを上げると同時に、神プリ官ーストのまわりに、数十個の光球が生まれた。

　それらは神プリ官ーストの指し示すがまま、一点目ざして空くうを裂さく！

　同時だった。

　あたしが大地に身を伏ふせたのと、暴ブラ爆スト・呪ボムの光球が、獣じゆう人じんに降りそそいだのは。




　ヴンッ！




　大だい音おん響きようと衝しよ撃うげ波きは、つづいて熱気が吹きすぎる。耳をふさいでいなければ、鼓こ膜まくをやられているところである。

「…………つっ……」

　ややあって、あたしはようやく身を起こす。

　すでにフェルティスの姿はなく、彼のいたあたりの地面が、オレンジ色に煮しや沸ふつしているだけである。

　逃げたわけではない。おそらく一いつ瞬しゆんにして燃えつきてしまったのだろう。

　……しっかし……なんつー火力だ……

　──と、待てよ……

　あたしはあわててあたりに視線をめぐらせる。

　確かに今しがたまで、あたりにいたはずの、バルグモンとアメリアの姿がない！

　今の攻撃のまきぞえになった、というわけでもなさそうだ。直撃でなかった以上、それならば、そのあたりに転ころがっていてもいいはずである。

「ありゃりゃ……もう一人には逃げられちゃいましたよ……」

　のほほーんとした声にふりむくと、頭をぽりぽり搔かきながら、困った顔でぽつんと佇たたずむあの神プリ官ースト。

「……ま、いいか……」

　あっけらかんとつぶやくと、視線をあたしの方に向け、

「あー、もしもし、そこのかた。つかぬことをお伺いしますけど、今の連中の住所、ごぞんじじゃありませんか？」

　殺さつ気きもないし、スキだらけ。それがかえってブキミである。

「……あんた……」

　まっ正面から神プリ官ーストを見すえたままであたしは言った。

「さてはレイ＝マグナスでしょっ！」

　神プリ官ーストはまともにひっくりこけた。




「……ど……どこをどうつついたら、そーいうりくつがわき出てくるんですか!?」

　錫しやく杖じようをついて身を起こす彼。

「んっふっふ。簡単なことよ。あたしの知ってる限り、暴ブラ爆スト・呪ボムを使うことのできた人間はただひとり。すなわちレイ＝マグナス！」

「あのですねぇ……レイ＝マグナスっていったら、千年前の魔ま道どう士しですよっ！」

「何言ってんのよ！　たかが千年や二千年！　根こん性じよう入れればなんとか生きられるっ！」

「一体どんな根性ですかっ!?　とにかく、僕にはゼロスっていう、ちゃんとした名前があるんですから」

「……ふぅん……で、何者なわけ？」

　あたしの問いにしゃぁしゃぁと、

「謎なぞの神プリ官ーストです」

　……なるほど……自分で言うところが確かに謎ではある。

「それで……今の連中とは？」

「敵です」

　あっさり答える彼のことばに、しかしあたしは黙だまったまま。

「……信じてくれないんですか？」

「敵の敵だからって、味方だとは限らないわ」

「──ま、確かにそりゃそうですね」

「それに何より。あたしは昔っから、神プリ官ーストと、ですます口くち調ようで話す奴やつは、信用しなことにしてんの」

「なるほど……よほどヒネクレた人生送ってこられたんですね」

　やかましい。

「……まあ、冗じよう談だんはとにかくとして、要はその護アミユ符レツト──じゃない、呪タリ符スマンね」

「──何のことです？」

　あさっての方をながめてとぼけるゼロス。

「その呪タリ符スマンよ。首から下げたのとベルトのバックルについているの、そして両手首のブレスレツトに埋うめ込こまれているやつ──その四つを使って、魔キヤ力パ容シテ量イ増ぞう幅ふくしてんでしょ」

「……おや……見破られちゃいましたね」

　今度はいともあっさり認める。

　魔キヤ力パ容シテ量イの増幅──過去・現在を問わず、さまざまな魔ま道どう士したちがその研究に没ぼつ頭とうしてはいるのだが、実用化された、などという話はついぞ聞いたことがない。

　あたしも研究してみたことはあるのだが、単に呪じゆ文もんと動作だけでは実現させるのはまず無理だろう、ということがわかっただけのことだった。

　それを、ごく簡単な呪文と動作だけで、いともやすやすとやってしまったのだ。この男は。

「暴ブラ爆スト・呪ボムを唱える前にあなたがやった動作と、短い呪文の詠えい唱しよう。あの呪文、内容からするとどう考えても『魔力の拡大』……

　けど、あんな簡単なシロモノで魔キヤ力パ容シテ量イ増幅ができるなら、世の研究者たちは苦労しないわ。

　となれば当然、呪文や動作とは別の要因があるはず──」

「それがこの呪タリ符スマンだと思ったわけですね」

「そーゆーこと。……でもそれ、一体何なの？　ふつーの宝石じゃあないだろーし……」

　あたしの問いに、彼は頭を搔かきながら、

「いやー、実は僕もよく知らないんです。なにしろいただきもんですから」

　……こいつもどーやら、何も考えてないらしい。

　何も考えてないと言えば、ぶじだろうか……ガウリイ……

「なんでも、魔デモ血ンブラ玉ツドとかいう石で、それぞれが、赤ル眼ビのー魔ア王イ、闇ダをー撤ク・くスもタのー、蒼カオ穹テイのツク王ブルー、白デス・霧フオツグの四体──この世界の魔王と、他の世界の魔王三体を表わしているとか……」

「異世界の魔王!?」

　思わずあたしは問い返す。

「……あ……あんた……そんないきなり……ほんとなの？　それ」

「さぁ……ひとからそう聞いただけですから……」

「……って誰だれから？」

「もちろん──ひ・み・つ」

　言いながら、人さし指を振ってみせる。

　……男がそーゆーポーズをしないでほしいもんである……

「……何はともあれ、ふつーのモノとは違うみたいだけど……ををっ！　そーよっ！　それ、あたしに売ってくんない!?」

「なっ！　なんでそーなるんですかっ!?」

　あたしのグッドな思いつきに、思わず声を上げるゼロス。

「あたしが欲しいからに決まってるじゃない。思いきって五百五十出しましょうっ！

　ををっ！　すごぉぉいっ！　我ながらなんて太ふとっ腹ぱら！　こんなにお金があったら、細レイ剣ピアだって買えちゃうわよっ！」

　しかしあたしのことばにゼロくん、にやりと小さな笑みを浮かべ、

「五百五十万ヽなら」

「よし買った！」

「……はい……？」

　さすがに今度は顔色を変える。

「五百五十万で買う、って言ったのよ」

　言いながら、あたしは背中のザックを下ろし、中からごそごそ取り出したのは、魔マ法ジツのク道アイ具テムの数々。

「──えっと。クラウレの根がひと束にメルティアの薬がふたつ。ラーディリンの指輪とレムタイトの原石……ムスタールの粉が五袋……ええぃっ！　おまけよっ！　クルファの丸がん薬やくみっつもつけちゃうっ！　これだけあれば、ちょっと大きな町へ行って捨て値でさばいても、カルく五百五十万は越えるわ。これで取引き成立ね」

「……いや……えっと……あの……」

「自分で値段つけといて、今さら『売るのはいやだ』なんてことは言わないわよね。もちろん」

　あたしはひたとゼロスの瞳ひとみを見すえたままで、きっぱりはっきり言いつのる。

「……でも……その……」

　何やらもごもご言ってはいるが、とりあうつもりはむろんない。

「言ヽわヽなヽいヽわヽよヽねヽ」

　…………

「……はい……」

　素直で結けつ構こう。

「……まあ……こーなった以上、これはお渡ししますけどね……」

　あきらめ切った表情で、四つの呪タリ符スマンをとり外し、しぶしぶながらあたしに手渡す。

「……とにかく、この四つを胸の前で正十字になるようにして、増ぞう幅ふくの呪じゆ文もんを唱となえてから、使いたい呪文を詠えい唱しようすればそれでよし、です。で、増幅の呪文ですけど……」

「あ。それはいい。さっき聞いた時にちゃんと覚えたから」

「──へぇ……」

　感嘆の声を上げるゼロスくん。

「たいしたもんですね。短い呪文とはいえ、一回聞いただけで覚えちゃうなんて」

「まーね。あたしも前にこーゆーの、ちょっと研究してみたことあるから」

　言いながら呪タリ符スマンを身につける。

　……あんまし似合わないかもしんない……

「研究──って、ひょっとしてあなた、魔ま道どう士しなんですか？」

「……あたしのこのかっこ見て、それ以外の何に見える？」

「ただの変な人に見えます」

「あのねぇっ！」

「──あ。でもそうすると、さっきの戦いで、なんで術をお使いにならなかったんです？」
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　……イタいところを突いてくる……

　ほんとのことを話してもいいものなのかどうか、あたしは一いつ瞬しゆん迷ったが、隠かくし立てなどしたところで、術が使えない、という事実が変わるわけでもない。

「……封ふうじられたのよ……術を……」

「へぇぇ。そんなことのできるひとがいるんですか」

「ええ。連中の仲なか間まで、マゼンダっていう……」

「えぇぇぇぇぇぇぇぇえっ!?」

　いきなり大きな声を上げる彼。

「マゼンダさんが連中の仲間っ!?」

「ちょっ!?　ちょっと待ってよっ！」

　今度はあたしが声を上げる。

「マ……マゼンダさん、って、あんたあいつの知り合いなの!?」

　思わず身構えるあたしに、ゼロスは頭を搔かきながら、

「まあ一応……ただし今は、敵として、ですけどね」

「ふぅん……なかなか話がこみいってるみたいね……」

「──そうですね。こんなところで立ち話というのもなんですし、とりあえず、どこか近くの村にでも行きません？」

「そうね──おなかもすいてきたことだし」

　言ってあたしは、こっくりうなずいたのだった。




「……なるほどぉ……それはなかなかたいへんですねー……」

　ホット・ミルクをすすりつつ、ちっともたいへんそうじゃない口くち調ようでゼロスはあいづちをうつ。

　近くの村のちいさなメシ屋。

　かなり遅めの昼食をとりながら、あたしはこれまでのいきさつを、彼に説明したのだった。

　時間がはずれているせいか、あたしたちのほかにはほとんど客もいない。

「けど、今ふと思ったりしたんですけど、呪じゆ文もんが封ふうじられているなら、僕の呪タリ符スマンを買ったところで無意昧なんじゃないですか？」

「そうでもないわよ。一日一回術を唱となえて調子を見てるんだけど、どーも封ふう印いんが弱くなってきてるみたいなの。ほんのちょっとずつ、だけどね。

　封じられたその日は、『明ライテりイング』を唱えたってなーんも起きなかったんだけど、きのう唱えてみたら、なんとかローソクくらいの明るさになったわ。

　……ま、それもすぐ消えちゃったし、攻撃呪文なんてそれこそ唱えるだけムダってもんでしょうけど……

　この呪タリ符スマンがあればなんとか、初級の攻撃呪文くらいは扱あつかえるんじゃないかなー、って」

「なるほど……しかし、術の封印がゆるんで来ているとゆーのは……マゼンダさんの術が甘かったか、でなければ、あなたの魔キヤ力パ容シテ量イがケタ外れに大きいのか……」

「いずれにしろ、だましだましやりながら、まずはなんとかガウリイと合流しないと……」

　あたしは空になった皿に目を落したままでつぶやく。

「……まあ、ガウリイの方は、彼のことだから、なんとかやってると思うんだけど……それより心配なのはアメリアの方ね」

「大だい丈じよう夫ぶなんじゃないですか」

「……どーゆー根こん拠きよでそーゆーのーてんきなセリフが吐はけるのよ？」

「そりゃあまあ……ですねぇ……」

　彼はホット・ミルクをひとくちこくんっ、と飲みくだし、

「えぇっと……さっきの状じよう況きようなら、敵はそのアメリアさんを、その場で殺すこともできたはずですよね。ナイフか何かでひと突きすればすんだことなんですから。

　それをわざわざ、荷物になるのを承知の上で連つれていったということは、何かに利用する、というつもりがあったからでしょう？」

「──つまり、あたしたちをおびき寄せるエサね」

「そういうことです」

　こっくりうなずくゼロスくん。あたしはため息をつきながら、

「……あのねぇ……それくらいはあたしだって読んでるわよ。あたしの心配してるのは、つまり……何とゆーか……命があったからって無ぶ事じだとは限らない、ってことよ」

　ようやく運ばれてきた食後の香茶をすすりながらあたしは言う。

「それもだいじょーぶなんじゃないですか」

　またもやカルく彼は言う。

「敵にマゼンダさんがいらっしゃる以上、そのアメリアさんの術を封ふうじることもできますから、喉のどをつぶす、などという手段は取らないでしょう。

　それに、敵にしてみれば、アメリアさんを盾たてにして、あなたたちを倒したあとは、もちろん彼女を殺してしまうつもりでしょうが……

　どうせ殺すなら、儀ぎ式しきにでも使ったほうが合理的じゃあありませんか」

「──儀式!?」

　香茶を持った手を止めて、あたしは思わず問い返す。

「そうです。敵も一応宗教集団ですから。

　宗教に凝こったひとって、なぜか儀式とかが大好きなんですよね。

　ましてや敵は、魔ま王おう信仰などというシロモノ。

　となれば儀式として考えられるのは……」

「生いけ贄にえ!?」

　思わず声を上げるあたし。

「そういうことです。

　生け贄は、なるべく清く美しいものというのがセオリーです。ならば彼らは、アメリアさんに無意味な迫はく害がいをしたりはしないでしょう。……しっかし……」

　ゼロスくん、やや複ふく雑ざつな苦笑を浮かべ、

「あの連中、人間があがめたてまつったからって言って、魔ま族ぞくがよろこんで、何かしてくれるとでも思ってるんでしょうかねぇ……本気で」

「ま、他た力りき本ほん願がんで自分勝手に生きよう、ってぇ奴やつは多いから」

　ため息まじりにあたしは言う。

「神サマの方についたら、どうしたって『自分勝手』の方が実現できないから、なら魔王の方の力を借りよう、ってなもんじゃないの？」

「……ま、そんなところですか……」

　醒さめた表情で言うゼロス。

「──あ。けどさ。敵が、人ひと質じちとして使い終わったあとは生いけ贄にえにしよう、ってとこまで思いつかなかったら？」

「それはないでしょう。なにしろクロツさんは、徹てつ底ていした合理主義者ですから」

「……クロツ？」

　どこかで聞いたことがあるよーな……？

「あのひとたちのボス……教祖様、って言うんですかね」

　あ。そーか。

　確か三人で敵の集会所へ行った時、あのバルグモンとかいう男が言っていた名である。

「それで──あんたの方は、いったい連中とどーゆーふーに関かかわってたわけ？」

「いやぁ……実はライゼールの方で、彼らとあるものの取りあいやってたんですよ。ま、くわしく話せば長くなるので、かいつまんで話しますけど、結局クロツさんたちが、まんまとそれを手に入れて、本ほん拠きよ地ちのここへ帰って来た、ということです」

「……思いっきりかいつまんで話したわね……ま、いいけど……

　それで、一体何なの？　その『あるもの』ってぇのは？」

「……いやぁ、はっはっは。たいしたもんじゃあありませんよ」

　言いながら、視線をそらし、ホット・ミルクをまたひと口。

「あのねぇ……あんな連中やあんたみたいなのが争そう奪だつ戦せんやってるよーなモノが、つまんないもんのはずないでしょーが。

　……正直に答えちゃいなさいよ」

「………いや……まあ……その……」

　ゼロスくん、何やらもぐもぐ言いながら、やがてぽそりとつぶやくように、

「……ただの『写本』ですよ」

「……写本……？」

　写本、って言ったって……

　──まさか!?

「ちょっと待って！」

　思わずいすから立ち上がるあたし。

「リナさんっ！　声が大きいですよっ！」

　あわててなだめるゼロスのことばに、あたしはふたたびいすに腰こしかける。

　──店のおやじさんが、うさんくさそうな目でこちらを眺ながめているのを視界の片かた隅すみにとらえ、あたしは声を殺してゼロスに尋ねる。

「……写本って、あの『写ヽ本ヽ』なの？」

「……たぶん……その写本です……」

「──異ク界レア黙バ示イブ録ル──」

　あたしの小さなつぶやきに、彼はこっくりとうなずいた。

　異ク界レア黙バ示イブ録ル。

　それは、魔ま道どう士しの間に伝わる伝説だった。

　こことは別の世界の、魔ま族ぞくたちや、魔道の奥おう義ぎが記されているという魔道書。

　オリジナル一冊と、その部分的な、不完全な写本のいくつかのみが、どこかに存在するという。

　魔道士うちで、ただ『写本』と言う場合は、それ──異ク界レア黙バ示イブ録ルの部分写本を指すのだが──

　その異ク界レア黙バ示イブ録ル、実在説が根強いが、確たる証しよ拠うこがあるわけでもなく、ただの伝説にすぎない、という者もいる。

　しかし──

　実在するのだ。異ク界レア黙バ示イブ録ルは。

　かつてあたしは、郷く里にの姉ねえちゃんといっしょに、ディルス王国へと行ったことがある。

　その王宮には、こんな話が伝わっていた。

　かつてここには『写本』が存在したのだが、かなり昔、何者かによって焼かれてしまった、と。

　しかし『写本』に書かれた内容は、代々王宮づきの賢けん者じやによって言い伝えられてきており、あたしは幸いそれを耳にすることができたのだが──

　かなりうそくさい話ではあったが、あたしは面おも白しろ半はん分ぶんに、その言い伝えをもとにして、ふたつの術を組み立てた。

　そして、うちの一つは実際に発動したのだ。

　──重ギガ破・スレ斬イブ──

　魔ま王おうの中の魔王、『金ロー色ド・オのブ・魔ナイト王メア』の力を借りて、この世界に虚きよ無むを引き入れる術。

　その破はか壊いり力よくは、人が使えるうちでもっとも強力と言われている、竜ドラグ破・ス斬レイブの力をかるく上回る。

　もしもディルスの言い伝えが──いや、それよりもまず異ク界レア黙バ示イブ録ルとその写本の存在がでたらめならば、決して発動するはずのない術である。

　それができてしまった、ということは、とりもなおさず、伝説の魔道書が実在することを意味していた。

　しかし──

　あたしはそのことを、魔道士協会には報告しなかった。

　人が扱あつかうには、あまりにも大きすぎる力のような気がしたのだ。

　やりようによっては世界さえ、滅ほろぼしうるほどの力である。

　……とは言っても。

『写本』が実在するからと言っても、ゼロスくんとあの連中が取りあいをしたモノが、本物だったとは限らないが。

「……でも……その『写本』って、本物なんでしょうね？」

　あたしはわざと、疑いのまなざしをゼロスに向ける。

「どっかの村が、村おこしか何かのために、『写本がある』なんてふれまわった、なんてことかもしんないわよ」

「──ああ。よくあるそーですねぇ。そーいう事件」

　カルい口くち調ようで答えるゼロス。

「『伝説の魔ま道どう書しよ』と称して、自分で書いた愚ぐにもつかない本を、マニアに高く売りつけるとか……

　けど今回のこれは、そーいうのとは違うはずです。

　僕のカン、というのもむろんありますけど、何よりクロツさんが、教団の主力の大半をあの『写本』の奪だつ取しゆにふりわけ、自分自身も足を運んだ──

　そこまでやる以上、かなりの確信があったはずです。

　その点から考えてみても、あれが本物だという可能性は高いと思いますよ」

　……なんか苦しいリクツのよーな気はするが……

　しかし『写本』が本物かどうか、ということよりも、重要なのは──

「それで──」

　あたしは彼の瞳ひとみをじっと見すえて言った。

「その『写本』には一体何が書かれているの？　いや、それよりあなた、その『写本』を手に入れて、一体何をするつもり？」

「……うーん……」

　ゼロスはしばし、困ったような顔をして、

「……僕の方にもいろいろと事情がありまして……言えることと言えないこととがあるんです。

　ただ──これだけはお約束します。

　絶対に、『写本』を悪用したりはしませんから」

　むろん──

　そうと言われて、はいそーですか、と信じるほど、あたしはお人好しじゃない。

　しかしともあれ、彼がその、クロツたちと対立していることだけは、どうやら確かなようである。

　ガウリイの行ゆく方えもわからず、あたしの魔まじ術ゆつもたよりにならない今となっては、たとえ一時的なものにせよ、味方がほしいところである。

「──わかったわ。それじゃあそのことについては聞かない。

　……けど、連中の方は『写本』を使って一体何をするつもりなの？」

　あたしの問いに、ゼロスは苦笑を浮かべつつ、

「……そりゃあ……僕に聞かれたって困りますけど……まあ、あーいった人たちですから、すべての人が幸せになりますように、なんて目的でないことは確かでしょうね」

「なるほどね──ね、ひとつ提案があるんだけど──」

「一時手を組まないか──でしょ？」

「あたり。敵の本ほん拠きよはわかんないけど、近くにあった集会所までなら案内してあげられるし、あたしとしても、味方がいた方が心強い」

「──いいですよ。それに、敵にマゼンダさんがいる以上、ほうっとくわけにもいきませんからね」

「……わけありね」

「秘ひ密みつです」

　言ってゼロスは、人さし指を、自分の口に押しあてた。

　──かくて。

　あたしとゼロスとのにわかコンビは結成されたのだった。




　──何!?

　あたしはあわてて身を起こす。

　その日の夜。

　偽ぎ名めいで宿に部屋を取り、二階にある自分の部屋で眠っていたのだが……

　目がさめたのは、灼やけつくような殺気のせいだった。

　枕まくらもとに置いた剣を手に取り、ベッドのふちにひっかけていたマントに手を伸ばす。

　その瞬しゆん間かん。




　ドゴワゥッ！




　強烈な衝しよう撃げきが、部屋全体をゆさぶった。

「……なっ……!?」

　マントを背中にはおりつつ、部屋のドアを開く。

「くっ……！」

　コゲくさいにおいと熱気が顔を打つ。

　そして、ふたたび宿をゆるがす振しん動どうと爆ばく発はつ音おん。

　熱気がぐんっ、とはね上がる。

　階段のほうは、はやオレンジ色に染そまっていた。

　──誰だれかがここを攻撃している！

　となればおそらく──狙ねらいはあたしとゼロス。

　あたしは浮レビテ遊ーシヨンの術を唱となえつつ、ふたたび自分の部屋へ戻もどる。窓を開くと、そこから宙に身を躍おどらせ──




　がさしゃどっ！




「……あいたたたたた……」

　……そーだった。

　とっさのことですっかり忘れていたが、ふつーじゃ術は使えないんだっけ……

　今の浮レビテ遊ーシヨンも、窓から飛び出したその瞬しゆん間かんは、ふわり、とした手ごたえがあったのだが、結果は──ごらんの通りだったりする。

　ま下に背の低い木が植えてあったからいいようなものの、そうでなければ、足くらいくじいていたかもしれない。

　……しまった。あの呪タリ符スマン使ってみるんだった……

　などと思いつつ、なんとか植木の間からはい出す。

　その目の前に──

　彼女は静かに立っていた。




「──ひさしぶりね──」

　紅い唇くちびるが、笑みの形に小さく歪ゆがむ。

「聞いたわ。バルグモンから。

　──あなた──あヽのヽリナ＝インバースなんですって？」

　ねちりとした光を瞳ひとみに浮かべ、マゼンダは、一歩しずかにあたしの方に歩み寄る。

「──アメリアは……アメリアとガウリイは無ぶ事じなの!?」

　彼女の放つ、なんとも言えないプレッシャーに気け圧おされて、あたしはじわり、と後退する。

　額ににじむこの汗は、はや宿の半なかば近くをなめ回す、炎の生んだ熱気のせいだけではない。

「──ああ。あの女の子の方は無ぶ事じでしょ。たぶん、ね。

　もうひとりの方は知らないけれど……」

「あの獣じゆう人じんたちは、何て言ってたの？　たしかヴェドゥルとか言う……」

「知らないわ……」

　熱風に髪かみをなびかせて、また一歩、マゼンダは歩み寄る。

「あのひとたちには会ってない……私が会ったのはバルグモンにだけ……

　──けど、あなたの名を聞いた時にはおどろいたわ……

　もしもあなたが、リナ＝インバースだということを知ってれば……

　はじめに出会ったあの時……遊んだりせずに、その場で殺しておけばよかった……」

「それにしても……いきなり宿に火をつけるなんて、あんましスマートなやりくちじゃないわね……」

　言って、あたしはその場で足を止めた。

　マゼンダの顔に、ややけげんそうな色が浮かぶ。

「──そう言えば──バルグモンの話だと、あなたの他ほかにもうひとり、得え体たいの知れない神プリ官ーストがいた、ということだけど──

　もう火に巻かれたのかしらね？」

「いえ──」

　あたしはゆっくりとかぶりを振ふった。

「いるわ。あなたの後ろにね……」

　彼女は低い笑みを漏もらす。

「……ふふ……つまらない噓うそね……」

「──いいえ──本当ですよ。マゼンダさん」

　そのとたん──

　マゼンダの顔がまともにこわばる。

「──ま──まさか──」

　ゆっくりと、彼女は首をめぐらせる。

　視線の行きつくその先に──

　黒いローブの神プリ官ーストの姿。

「──ゼロス！」

　マゼンダは、悲ひ鳴めいに近い声を上げた。

「なんで──なんであなたがこんな所に!?」

「いやいや……それはこっちのセリフですよ……まさか、よりによって、魔ま王おう信仰の邪じや教きようの幹かん部ぶさんとは……」

　言ってゼロスは苦笑を浮かべる。

「けど──それならそれで、自分の教祖様が、一体何の目的で動いているか、くらいのことは把は握あくしといた方がいいと思いますけどねぇ……」

「──す……するとクロツが持ち帰ったのは──!?」

　よほど動揺しているらしく、自分の親分呼び捨てである。

　絶句するマゼンダに、ゼロスは深々とうなずくと、むしろ嬉き々きとした口くち調ようで、

「そう。異ク界レア黙バ示イブ録ルの写本です。

　──こういう立場になった以上、あなたと僕は敵どうし。そうでなくても──

　あなたを野の放ばなしにしておくわけにもいきませんからね」

「──どうするつもりよぉ……」

　今にも消え入りそうな口くち調ようで言いながら、後ろに退さがるマゼンダ。

　さっきまでの、あたしに対する余よ裕ゆうぶっちぎりの態度はどこへやら、もはやすっかり腰こしが引けていたりする。

　おびえまくっているマゼンダに、ゼロスはにっこりほほえむと、

「……どうする、って……決まってるでしょう」

　その瞬しゆん間かん。

「ひぃっ！」

　マゼンダは、小さな悲ひ鳴めいを上げるやいなや、迷うことなく身をひるがえし、炎を上げて燃え盛る、宿の中へと身を躍おどらせる！

「ちょっとぉっ！」

　思わず声を上げるあたしの肩かたに、そっとゼロスは手を置いた。

「ち……ちょっとゼロス！　これって一体どーいうことなのよっ！」

　しかしあたしの問いには答えず、

「──追います」

「……へ？」

　思わず間まの抜けた声を出すあたし。

「僕は今からマゼンダさんを追いかけます」

「追いかける……ってあんた、正気なの!?　相手はもう火の中よっ！」

「いえいえ、大だい丈じよう夫ぶ。彼女はこれくらいじゃあ死にませんよ」

　何が一体大丈夫なんだ。それは。

「ともかく──僕は今から彼女を追いかけて、必ず何とかしてみせます」

「……な……何とか……って？」

「つまり、あなたの術が使えるようにしてさしあげる、ということです」

　すずしい顔で彼は言う。

「一時協力の約束をしたすぐあとで申し訳わけありませんが──必ず追いついてみせますから。教えてください。連中の本ほん拠きよは？」

「──マ──マインの村あたりよ……」

　思わず正直に答えるあたし。

「──わかりました。それでは僕はこれで。いずれ近いうちにまたお会いしましょう」

　そう言うと、ゼロスはその言葉の通り、マゼンダの後を追い、迷うことなく炎の中に飛び込み、消えた。

　二人が消えたそのあとに、残るはあたしと、なおも激はげしく火の手を噴ふき上げる宿屋。

「──何なのよ……一体……」

　あたしはただただぼーぜんと、燃え上がる炎を眺ながめていたのだった……

　もしこれで、宿の火事が消えたあと、二人の焼しよ死うし体たいが発見されたりしようもんなら、指さして笑うぞ、などと心の中で思いつつ。




　翌よく日じつ──

　あたしは一路、マインの村へと向かっていた。

　昨夜ゼロスと別れたそのあと、あたしは思いついて『変へん装そう』し、昨夜は野のじ宿ゆくで夜明しをしたのだった。

　──この『変装』というやつ、前にも使ったテなのだが、単にいつもの服から、ごくふつーの村娘ふうの服に着替え、髪かみを後ろで三つ編あみにしただけ。

　むろん、獣じゆう人じんたちやバルグモンと出会ったら、一発でバレる程度のチャチな変装ではあるが……

　しかし追手の大半は、あたしの顔を知らない。つまり彼らの探しているのは、としのころなら十五、六、栗くり色いろの髪かみの女魔ま道どう士しなのである。なんとでもごまかしようはある。

　……しっかし……

　スカートなんぞとゆー、はきなれないモノをはくと、どーも足もとがすかすかしていけない。

　できれば、連中に全まつたく見つからず、ガウリイと合流し、ゼロスの陰かげの活躍であたしの術が復活し、マインでふたたびゼロスとも合流──とゆーふーなことになってくれればすこぶるつきでありがたいのだが、世の中そこまで甘くはないだろう。

　昨夜あのあと確かめておいたのだが、呪タリ符スマンと増ぞう幅ふくの呪じゆ文もんさえ使えば、今のあたしでも、火フアイ炎アー・球ボールくらいまでならなんとか出せるようである。

　……もっとも、三流新しん米まい魔道士の唱となえる程度の威いり力よくしかないようだが……

「──おい、そこの女！」

　後ろから、いきなり声がかかったのは、あたしがそんなことを考えながら、街かい道どうを歩いていた時のことだった。

　時刻は昼を、ほんのすこしだけ回った程度である。

「……ほら来た」

「……何が『ほら来た』なんだ？」

　振ふり向くと、そこにはあたしの予想した通り──

　覆ふく面めん姿すがたの男たち。数は五人と少なめである。この程度の相手なち、たとえ魔まじ術ゆつを使わなくてもあっさり倒すことはできようが、ンなことすれば、次はおそらく獣人たちがやって来る。ンなことになったらかなり苦しい。

　となればこの場は、舌先三寸でなんとか切り抜けるしかないか……

「お前、一体何もんだ？　どこへ、何をしに行く？」

　うちのひとりが、ロング・ソードをちらつかせつつ尋たずねてくるのに、あたしはおびえたような表情を浮かべつつ、

「……あ……あたし……リリィって言います……ひとに頼たのまれて、セイルーンまで、ちょっと荷物を……」

「ふぅん……」

　男はじろじろと、あたしの体を眺ながめ回す。

　と、その時。別のひとりが口を開く。

「ちょい待て。……そいつ、どっかで見たような気がするぜ……」




　ぎくぅっ。




　思わず心臓が跳はね上がる。

　……まさか、ひょっとして……いちばんはじめにしばき倒した連中のひとりとか……？

「……なぁ……身体検査とか、詳くわしくやった方がいいんじゃねーか？」

　言っていやらしげに笑う。

　──なるほど。

　男はどうやら、ほんとうにあたしに見覚えがあるわけではなく、『くわしい身体検査』とやらが目的のスケベ心から、ああ言っただけのことらしい。

　……とは言えまずい。背中のザッグには、いつものマントや服、いろいろな魔ま法ほうの品が入っているし、ショート・ソードは鞘さやごと服の背中にさしている。ザックを下ろせば、背中に何かを隠かくしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　──えぇいっ！　こーなったらっ！

　あたしは小さく鼻で笑った。

「なんだァ？　この女！　その態度は!?」

　食ってかかる男に、あたしは悠ゆう然ぜんたる態度で、

「いえね……この程度の部下しかいないんじゃあ、マゼンダがあたしを呼んだわけもわかるな、ってね……」

「なっ……何っ!?」

「ど、どういうことだ？」

　いきなりマゼンダの名を出され、うろたえまくる覆ふく面めんたち。

「どういうこともこういうことも──彼女とは昔、ちょっとつきあいがあってね……やっかいな事が起こったから手つだってくれ、って連れん絡らくをマゼンダから受けて、わざわざここまでやって来たのよ」

　あたしのことばに、顔を見合わせる男たち。

「……ほ……ほんとうなのか……？」

「疑うのなら、それでもいいわ」

　言ってあたしはきびすを返し、すたすたともと来た方へ戻もどって行く。

　覆面たちとすれ違いながら、

「ならあたしは帰る。それで文句はないでしょ？　マゼンダには、あんたたちから話通しときなさい」

「──まっ！　待ってくださいっ！」

　あわてて男はあたしを止める。いきなり敬語になってるところがいとおかし。

「それが本当なら、オレたちそれこそ殺されちまいますよ！……けど、あんたの言ってることが、もしもまるっきりのハッタリだったら、それはそれで……」

「──ならマゼンダ当人に話を聞けばいいじゃない。彼女はどこ？」

「……いや……それが……」

　覆ふく面めんたちは口ごもる。

　あたしはため息ひとつつき、

「……困ったもんね……じゃあこうしましょう。あたしはマインまで行って、とりあえず、宿にでも泊まることにするわ。もしマゼンダが帰って来たら、宿でメルティが待ってる、って伝えてくれればいいわ」

　あたしのことばに、男のひとりがいぶかしげな声で、

「……あれ……？　さっきは確か『リリィ』って……」

　ぎぎくっ。

「そう言えば……人に頼まれて荷物をどうとか……」

「馬ば鹿かねぇ。あんなもの噓うそに決まってるでしょ」

　内心の動揺を押し殺し、あたしは極きよく力りよく平然たる口くち調ようで言った。

「あんたたちが一体、どの程度のモノか確かめたかっただけよ」

「な……なるほど……」

　あっさり納なつ得とくする男たち。

　だからあたしは好きなのだ。三流悪あく役やくとゆー奴やつが。

「あ、なんでしたらマインまでおともしましょうか？」

　覆ふく面めん男おとこのひとりが言うのに、あたしは、しっしっ、と手を振ふって、

「どうせ旅の供にかこつけて、はめを外そうって魂こん胆たんでしょ。そんなくだらないこと考えてないで、真ま面じ目めに見はりやってりゃいいのよ。

　──いい、くれぐれもマゼンダに、伝でん言ごん忘れないようにね」

　かくて──

　あたしはふたたび、マインを目ざして歩きはじめたのだった。




　あたしは戻もどってきた。

　マインの村へと。

　しかし──

　いまだガウリイの姿はなく、ゼロスとの合流どころか、あたし自身の魔まり力よくも回復してはいない。

　つまりは、マゼンダはまだ健在、ということか……

　最悪の場合、何らかの理由でゼロスが返り討うちにあった、などという可能性もあるわけで……

　敵の本ほん拠きよに着いたはいいが、逆ぎやく襲しゆうに出るだけの条件は、全く揃そろってはいない。

　とは言うものの、やせても枯れても腐くさっても、このあたし、リナ＝インバース、ただこそこそと日々を過ごすつもりはない。

　そこで──




「わが同どう胞ほうよ！」

　男の声は、朗ろう々ろうと、夜の闇やみに響ひびき渡る。

　マインの近くの山にある、連中のあの集会所。

　あたしはまたもや、ここへ潜せん入にゆうしたのだった。

　マインに着いてから五日。毎晩ここに通いつめ、今日になってようやく集会が開かれた、というわけである。

　潜入の方法は前と変わらず。言うまでもないとは思うのだが、呪タリ符スマンで魔まり力よくを増ぞう幅ふくすれば浮レビテ遊ーシヨンくらいは扱あつかえる。

　目的は、むろん──

　連中の本ほん拠きよ地ちを探さぐること。

　そこでわざわざこうやって、集会所への潜入を敢かん行こうした、というわけである。

　以前ガウリイやアメリアとここに潜入した時、バルグモンが立っていたのと同じその場所に、今は別の男が立っている。

　まだ青年と言っていいだろう。黒い髪かみでやや細ほそ面おもての男である。

　容よう貌ぼうの方はまあ、ハンサムの部類に入れてやってもいいかなー、という程度だが、その瞳ひとみの持つ輝きが違う。

　そして──何と言うのか、そのカリスマ性。

　バルグモンなどとはケタが違う。

　朗々たるその口くち調よう、その身ぶり、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そく。

　すべてがまるで計算し尽くされたもののように、人のこころを引きつける。

　黒いローブを身に纏まとい、ゆるり、と両手を左右に広げつつ、

「──喜んでくれ。我等が望んだものは今、我が手の内にある！」

　おおぉぉぉぉぉっ！

　歓喜の声が、夜の空気を震ふるわせる。

「そう！　私はついに、真の力、真の恐きよ怖うふを手に入れた！

　この力をもってして、神などというものを崇あがめ、我等を邪じや教きようとそしった愚おろか者たちに知らしめてやるのだっ！　我等こそが力であることをっ！」

　どぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！

　以前にも増すどよめきが、ふたたび闘技場をゆるがした。

「まずは──セイルーンだ！」

　──はぁ？

　いきなり出てきたセイルーンの名に、あたしは思わず眉まゆをひそめる。

「自みずからの町をおこがましくも『聖王都』などと名乗り、赤スイのーフ竜イ神ードを信仰する白しろ魔まじ術ゆつ都市！　──まずはここを壊かい滅めつさせ、我等の力を世に知らしめる！」

　おいおいおいおいっ！

　正気か!?　こいつは？

　いくら怪しい宗教にはハッタリが不可欠と言っても、ここまで大きいことを言って、あとで『やっぱりできませんでした』では、いくらスカピーな信者たちでも腹を立てる。

　──あ!!

　そのための『写本』か!!

　しかし──言うにこと欠いてセイルーンの壊滅とはおだやかではない。

　……まあ……これまでがおだやかだったとは言わないけど……

　などとあたしが思っているうちに、クロツの演説は、別の話題に移っている。

「──何日か前、ここでの我々の会合を妨さまたげた不ふ逞ていの輩やからたちがいたが──

　心配には及ばん！　うちの一人は、わが友、司しき教ようバルグモンが捕とらえた。

　残る二人も、まもなく我らが手に落ちるだろう！」

　聞いてあたしは、思わず胸をなで下ろす。と、いうことはとりもなおさず、ガウリイは健在だということである。

　──このあともクロツの演説は、正義と悪がどーのこーのとか、人間の本質がどーしたこーしたとか、えんえんと続くのだが、そのあたりのことはどーでもいい。

　ともあれ──やがてクロツの演説も終わり、集まった者全員による呪じゆ文もんの大合唱──内容は、赤ル眼ビのー魔ア王イに加護を求めるものだった──そして、集会は終わりを迎えた。

　中央の闘技場からクロツとそのとりまきたちが退場し、やがてあたりのたいまつが、一本、また一本と消えていく。

　同時に信者たちもまた、出口の方に向かっている。

　今だ。

　あたしはいそぎ、浮レビテ遊ーシヨンを使い、闇やみにまぎれて、信者たちの中にまぎれ込こむ。

　むろんこのための変へん装そうはして来た。村人ふうの、男ものの服を着込み、頭からは、両目の位置に穴を開けただけのずだ袋ぶくろをかぶっている。

　声までごまかすのは無理だが、万一誰だれかに見とがめられた場合には、『親に連つれて来られたが、はぐれてしまった男の子』の役を演じるつもりである。

　ををっ！　胸のないのと背が低いのが、こんな場合に役に立つとはっ！

　…………あんまし嬉うれしくないや………

　ともあれあたしは、信者のみなさんに混まじって出口へと向かう。

　目ざすはクロツたちのいるところ。

　今のあたしはほとんど丸まる腰ごし。剣はどうやったところで目立つので、ほかの荷物といっしょに、村のある場所に隠かくしてある。

　あの呪タリ符スマンの方は、服の下に隠すようにして身につけている。両手首につけたブレスレツト・タイプは、上からホータイを巻きつけた。

　けっこう不自然なかっこうだが、こればかりはいたしかたない。

　むろんこの状じよう況きようで、無茶をするつもりは毛頭ない。単に彼らのあとをつけ、本ほん拠きよ地ちを確かめるだけである。

　集会所の中に一いつ旦たん入ってしまえば、中の警けい備びはそれほどでもない、と踏ふんだのだが……

　どうやら甘かったようである。

　信者たちのお帰りルートはどうやら決められているらしく、そこをぞろぞろみんなで進むだけ。

　むろん途とち中ゆうに枝道もあるのだが、そういった所には、必ず赤いマントとマスクの連中が、見はりに立っていたりする。

　──しかたない──

　とりあえず、あたしは他の連中といっしょに、おとなしく、集会所から外に出る。

　信者たちのうち何人かがたいまつを手にして、村の方へと向かっていく。あたしも彼らに混まじって歩きながら、すきを見つけて、近くのしげみに身をかくす。

　そして。

　ゆっくりと、ふたたび集会所に向かう。

　しげみの中からしばし様子を窺うかがううちに、やがて集会所に動きがあった。

　信者たちの出口とは別の、小さな出入口から、いつくかの影が現われる。

　数は十人ほどだろうか。

　うちの何人かは、杖つえの先に『明ライテりイング』の光量をおさえたものを灯ともし、かかげ持っている。

　淡い光に照らされた、うちの一人は間ま違ちがいなく、あのクロツだった。

　やがて一行はゆっくりと、村とは逆──山の奥の方へと向かって歩いて行く。

　──おしっ！

　あたしは心の中で気合いを入れると、十分な距離を取ってから、光のあとをついてゆく。

　こちらは明りを使えない。頼たよるは月の光のみ。足元がかなり心もとないが、どうやら一応、細い道がついているようである。

　あたしは道なりに進んでいた。こそこそあとを尾つけてたら、尾び行こうがバレた時にそれこそ言いわけが立たない。

　──どれくらい歩いただろうか──

　あたしの行く手に誰だれかがいた。

　どうやら尾行に気づかれたらしいが、ここで方向転てん換かんすれば『わたしゃあんたたちの敵ですよ』と宣言するも同じである。気づかぬふりをしたままで、かまわずどんどん進んでいく。

　むろん言うまでもないが、あたしはまだ、例のずだ袋ぶくろマスクをかぶったままである。

　やがて──

「おいっ！　そこのっ！」

　横手からかかった声に、あたしは驚おどろいたように身をすくませる。

「は……はいっ」

　答えてあたしは声の方に向きなおる。

　そこにいたのは、例の赤ずくめのひとり。

　かなりの大男である。ガウリイと比べても頭ひとつ分くらいは大きいだろう。

　声に聞きおぼえがないところからすると、あたしの知らない奴やつのようだが……

「何をやってる？　こんな所で」

「と……父ちゃんとはぐれちゃって……光が見えたんで、つい……」

　しどろもどろを装よそおったあたしの口くち調ように、男はため息をつき、

「……なんだ…迷まい子ごかよ……」

　どうやら信用してくれたようである。

「こっちじゃない。村は逆だよ。……とは言え、明りもない山道を、子供ひとりで帰すわけにもいかんしな……

　おいお前、どこの子だ？」

「……へっ!?」

　思いもかけない質問に、思わず間まの抜けた声を出すあたし。

「女みてぇな声を出すんじゃねえよ。家はどこか、って聞いてるんだよ。俺おれが送ってやるからさ」

　待て。おい。

　悪の宗教団体の会員が、こんな時だけ他人に親切にするんぢゃないっ！　こちとらひたすらめーわくだっ！

　などと心の中では絶ぜつ叫きようしつつ、

「……いいよ……たいまつか何かもらったら、一人でちゃんと帰れるから。おれももう子供じゃないんだし……」

「あのなぁ、ぼうず、『自分は子供じゃない』なんてセリフがおくめんもなく出てくるうちは、まだまだ十分子供だぜ。それにまだ、声変りもしてねえじゃねえか。

　普ふ通つうの時ならそれでもいいんだけどよ……今日の集会でも言ってたろ。最近、このあたりを、怪しい連中がうろついてるんだ。やっぱり一人で帰すわけにはいかんさ」

　怪しいのはそっちだろーが。

　などとやってるそのうちに、クロツたちの明りはとうに見えなくなっている。

　……マヅい……ここはなんとかしなくちゃ……

　一いつ瞬しゆん、あたしの頭の中を、『いきなり短気を起こして目のまえの男をはり倒し、着ているものをはぎ取って、クロツたちのあとを追う』などという計画がよぎったが、この男の実力もわからないし、よしんばそれで敵の本ほん拠きよをつき止めたとしても、長い目で見れば、あとあとずいぶんやりにくくなる。

　ここはとりあえずおとなしく……

「──わかったよ、おっちゃん。じゃあさ、村の入り口まででいいよ。おっちゃんもいろいろやることもあるだろうしさ」

「はは。一人前の口をきくもんだ」

　言って男は、口の中で小さく呪じゆ文もんを唱となえる。

　やがて手にした杖の先端に生まれた小さな魔まり力よくの明りが、夜の山道をうすぼんやりと照らしだす。

「へぇぇ。魔ま法ほうが使えるんだ」

「まあな」

　しらじらしく言うあたしに、男は得意げに胸を張はる。

「さ、それじゃ行くぞ。……おぉっと、そうだ。そんな覆ふく面めんなんざ脱ぬいじまえ」

「……へ……？」

　思わずあたしは硬こう直ちよくする。

「覆面を脱げ、って言ったんだよ。いくら明りがあるって言ったって、そんなもんかぶってちゃあ、視界が悪くてしかたないだろ。木の根にでもつまずいてひっくり返ったらつまらんぞ」

「お……おっちゃんはマスク取らないの？」

　なんとか話をそらせようと、あたしは言う。

「……ああ……俺おれか……」

　男は、やや寂さびしげな声で、

「おっちゃんはな……ちょっとおっかない顔してるからな……」

　──獣じゆう人じんか……

　そう言えば、マスクを下から押し上げる顔の形が少々いびつではある。

「さ。お前さんはとっととマスクを脱いだ脱いだ」

　言いながら、あたしの方に手を伸ばす。

　──どーしろとゆーのだ。この状じよう況きよう……

　しかしこの時。

　ゴゥォォォォン……

　遠い爆ばく発はつ音おんが、夜の空気を震ふるわせる。

「何だっ！」

　男は叫んでふり返る。

　その先──クロツたちが姿を消したと思われる方に、それほど大きな規模ではないが、確かに一いつ瞬しゆん、炎が閃ひらめいた。

　──何があったかは知らないが──あそこが本ほん拠きよか！

「すまんな！　ぼうず！」

　言いながら男は、明りのついた杖をあたしに押しつける。

「悪いが送ってやれなくなった！　村はそっちの道をまっすぐだ！　途とち中ゆうで枝道があるが、そっちに行くんじゃねえぞ！　いいな！」

「──おっちゃん！」

　言ってくるりと背を向ける男に、あたしは思わず声をかけていた。

「何だ？」

「……えっと……名前は!?」

「デュクリスだ。また会おうな！」

　言ってすぐさま、闇やみの奥へと姿を消す。

　……敵とは言え……あんまし戦いたくないタイプだな……

　──何はともあれ、こうとなっては行くっきゃない！

　もらった杖はとりあえず、手近なしげみの中に隠かくすと、あたしは一路、炎の見えた方を目ざして進みはじめた。




　やがてあたしはそこにたどりつく。

　斜しや面めんのあちこちから、ところどころに建物らしきものが見えている。

　山の中に建てられた何かの建物だったのが、土ど砂しや崩くずれか何かで埋うまって放ほう棄きされたのを、連中が見つけて使っている──といったところか。

　そういえばこのあたり、確か昔は、レティディウス公国の領りよ地うちだったはず。

　五百年ほど前に滅ほろんだ国だが、その当時の遺い跡せきがあちこちに残っているのだろう。

　入り口らしきところが一つ。あたりに見はりの姿はない。

　かなり離れたところにも、ぽっかりと大きな穴が開いており、奥からは、魔ま法ほうの明りが漏もれている。

　ここにいるのは、おそらく幹部クラス以上の人間だけだろう。となればたいした人数はいないと見た。

　それに比して、埋もれている建物の規模はかなり大きいようである。

　──今ならなんとか潜せん入にゆうできる──

　かと言って、むやみに飛び込こんで敵とばったり出くわしたりなどしようもんなら、それこそ困ったもんである。

　しかしさきほどの爆ばく発はつ、あの中に、連中にとっての敵がいる、ということだけは確かだが──

　あるいは──ゼロス!?

　逃げ回るマゼンダを追ってここまでやって来たとか──

　忍しのび込こんだガウリイが見つかって、敵から魔まじ術ゆつの攻撃を受けた、などという可能性だってある。

　──えぇいっ！　こんなところでひとりもしょもしょと、可能性の検討している場合じゃないっ！

　ともあれ今の爆発を起こしたのが、あたしにとって味方の立場にいる者ならば、ここで黙だまって眺ながめているわけにもいかない。

　身を隠かくしていたしげみから飛び出すと、あたしは建物の入り口を目ざして走る。

　明りの漏もれる穴の方に行かなかったのは、あんまりにもワナくさかったからである。

　外から窺うかがった限りでは、入り口付近に誰だれかのいるような気け配はいはない。

　あたしは足音を殺しつつ、そっと建物の入り口をくぐる。

　ちょうど建物のアプローチにあたるところなのだろう。左右には白輝石の柱が、半ば土ど砂しやに埋うもれて立ち並ぶ。

　その先、ぽっかりと開いた四角い黒い穴。これがまだ、ちゃんとした建物だった時には、ここに扉とびらがあったのだろうが。

　そこをくぐると、かなり大きな丸いホール。

　左右には、やはり扉の外れた入り口がひとつずつ。そのうち向かって右がわの方からかすかな明りが漏もれている。

　──あっちか──

　あたしが一歩踏ふみ出しかけたそのとたん──




　どぅんっ！




　奥の方からまたもや聞こえる爆ばく発はつ音おん。

　──やはり誰かが戦ってる！

　思った時には、あたしは光の漏れる入り口に向かってダッシュしていた。

　あたりには、やはり人の気配はない。

　ホールを囲むような形で通路がひろがっており、道は二つに分かれている。

　片方は、すこし行ったところで曲がっており、もう片方の先には階段が見える。明りはそのどちらからも漏もれているのだが……

　──えぇいっ！　こーなったらカンに頼たよるまでっ！

　あたしは曲がった方の道を選ぶ。

　角を曲がったその先にも、ひたすら通路が伸びるのみ。通路の左右には扉とびらが並んでおり、向かって右にも別の通路。

　とことん古びてはいるが、屋おく内ないは、いいつくりになっている。見た感じでは、金余り貴族の別べつ荘そう、といったところか。

　部屋の中の気配を探さぐりつつ、さらにあたしは奥の通路へと向かう。

　ここにもやはり人影はない。

　さきほどのところとほとんどつくりは同じ。廊ろう下かの左右とつき当たりには、扉がひたすら並んでいる。

　ただ違うのは──

「……ふむ……ここか……」

　いちばん奥の部屋の前。

　ここの扉とびらだけがぶち破られて、いまだうっすらとたなびく煙。

　あきらかに爆炎系の術を使ったあとである。

　部屋の中には誰もいないが、壁がど派は手でにぶち破られ、外の風景がひろがっている。

　やはり爆炎糸の術を使ったあとである。一発目に見えた爆発がたぶんこれだろう。

　外からは、ここの光が見えていた、というわけか。

　全部の部屋をひととおり確認したいところだが、ンなゆーちょーなことをやってる時間はない。

　とりあえず、もう片方の通路を探してみるべし。

　あたしはもときた通路を引き返し──

　角を曲がったところで、正面から、ばったりとそいつに出くわした！

「何をしている」

　あたしの知った顔だった。

　──獣じゆう人じん、ヴェドゥル。

「……な……何って……」

　思わずあたしは口ごもる。

　獣人が右手に下げた抜き身のままのグレート・ソードが、ぬらり、と光る。

　あたしはいまだ覆ふく面めんをつけたままだが、声を覚えられているかもしれない。

　男の子を装よそおうつくり声で、

「……し……集会が終わって、父ちゃんとはぐれちゃって……

　う……うろうろしてるうちに、どぉんっ、て音が聞こえてさ……何だろうと思って来てみたんだ……」

　ふたたび苦しい言いわけを試みる。が──

「覆面を取れ」

　ヴェドゥルは、静かな声で言い放つ。

　……マズい……本格的にマズい……

　こうなったら、いちかばちかでしかけてみるしかないか……

　けっこう広い通路ではあるが、グレート・ソードを自由にぶん回せるほどのものではない。となれば相手の目を一いつ瞬しゆんくらませて、あとは獣人の剣をかいくぐり、逃げの一手あるのみっ！

　建物の中でさわいでいるのが誰かは知らないが、そちらに向かっている敵を分散させることくらいはできるかもしれない。

「……でも……覆ふく面めんは……」

　あたしは両手を胸の前でもじもじもみ合わせながら、口の中でぶつぶつとつぶやく。

　──むろん、増ぞう幅ふくの呪じゆ文もんを、である。

「脱ぬげと言っている」

　詰つめ寄るヴェドゥル、退ひくあたし。

　増幅の呪文を完成させて、あたしは火フアイ炎アー・球ボールの詠えい唱しように入っている。

　あともう少し──

「自分で脱げんと言うのなら──」

　剣を握にぎるヴェドゥルの手に力がこもる。

　その時。

「気をつけろヴェドゥル！　そいつは──」

　どこからともなくいきなり降ってわくギルファの声。

「何!?」

　獣人の注意がそれたその瞬しゆん間かん、あたしは呪文を終えていた。

「火フアイ炎アー・球ボール！」

　本来ならば、室内で使うようなシロモノではないが、パワー・ダウンしたあたしの今の呪力なら、こういった場所で使ってもさしつかえはないはず。

　合わせた両のてのひらのうちに、ぐぐんっ、と、異い様ような手ごたえが生まれる。

　──何!?

　妙な感じはするものの、ためらっているひまはないっ！

「退ひけっ！　ヴェドゥル！」

　ギルファの声を聞きながら、手のなかに生まれた光球を、あたしは獣じゆう人じんめがけて投げ放つ！




　クォガッ！




　爆ばく発はつは、あたしの予想をはるかに超こえて大きかった。
















「──なっ──！」

　轟ごう音おんがあたりをゆるがし、あたしは思わず床ゆかに倒れこむ。

　やがて、あたしが目を開けたとき、そこにヴェドゥルの姿はなかった。

　今の爆発に巻かれたか、あるいは間かん一いつ髪ぱつ逃げのびたのかはわからない。

　壁かべや床には亀き裂れつが走り、通路は今ので崩くずれ落ち、もはや通行不能である。

　……しかし……今の爆発は一体……

　ひょっとして！

　あたしはいそぎ、呪じゆ文もんを唱となえる。

「明ライりテイよング！」

　呪文を解とき放つと同時に、あたしの頭上にしらじらと、まばゆく輝く魔ま法ほうの明りが生まれる。

　──今回は、増幅の呪文抜きである。

　そう。

　あたしの魔力は、いまや完全に回復していた。




「おしっ！」

　あたしは一発気合いをかけると、かぶっていた覆ふく面めんを脱ぬぎ捨てた。

　どうやらとうとう、ゼロスくんがやってくれたようだ。

　魔力の封ふう印いんが解とけたからにはこっちのもんである。

　とは言えこの術の増幅、力加か減げんがつかめるまで、あんましむやみに使うべきではないかもしんない……

　さきほどの火フアイ炎アー・球ボール大爆発も、通常のあたしの力が、さらに増幅されたがために起こったものなのだろうが……

　威いり力よくに伴って、呪力障しよう壁へきもパワー・アップしていたからよかったようなものの、そうでなければ術の炸さく裂れつした瞬しゆん間かん、あたしは蒸むし焼きになっていただろう。

　今もなお、あたりの気温はかなり高い。

　まあ、それはともかく、今はとりあえず進撃あるのみっ！

　通路は今ので塞ふさがってはいるが、あの部屋から外に出て、ふたたび入り口から入ればすむことである。……が……

　やはり魔力も回復し、増幅の呪タリ符スマンもある以上、使ってみたくなるのが人情というもんである。

　つまり。

　増幅バージョンの振ダム動・ブ弾ラスあたりで、そこいらの壁ぶち破って、増幅後の力の確認と、通路製作の一いつ石せき二にち鳥よう！

　……いちおー念のため言っておくが、これはあくまで純粋に、知的好奇心から出たことであって、決して『今までロクに攻撃魔まじ術ゆつを使えなかったうっぷんを、手近なところで晴らしてしまおう』などという気持ちはカケラもない。

　……信じてね……

　適当な部屋を選んで扉とびらを開ける。

「……たしかこっちが廊ろう下かね……」

　つぶやいてから、あたしは増ぞう幅ふく呪じゆ文もんを唱となえ、つづいて振ダム動・ブ弾ラスの呪文。

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　ごばぁっ！

　あたしの放った呪文はただの一発で、大人がそのまま立って入れるほどの大穴を、ぽっかりと壁に開けたのだった。

「さてと、それじゃあ行きますか……」

　あたしは壁の穴をくぐりかけ、ふと思い直して、部屋に転ころがっていた壊こわれたいすを、穴から外にほうり出す。

　そのとたん。

　がっ！

　銀の光が閃ひらめくと、いすは二つに両断されて、廊下の床ゆかへと転がり落ちる。

　──あ。やっぱし。

「気づかれたみたいだよ」

　壁の向こうから、からかうようなギルファの声が聞こえてくる。

「やっぱり生きてたみたいね。ヴェドゥル、ギルファ」

　あたしの声に応こたえるように、壁の穴の向こうがわに、獣じゆう人じんヴェドゥルが姿を現わす。

　やはり毎度のことながら、あたりにギルファの姿はない。

「──どこで戦う？」

　淡たん々たんとした口くち調ようで問いかけるヴェドゥル。

「そうね──広い方がいいわ。ホールでやりましょ」

　答えると、獣人は、こちらから見えるように後ろに退ひく。

　あたしは彼から目を放さぬまま、壁の穴をくぐった。

　……魔まり力よくがもとに戻もどったとは言え、相手は二人。しかも片方は、どこにいるかもわからない。

　増幅呪文を使うなら、ヴェドゥルたちを一気に吹き飛ばすこともできるだろうが、呪文を唱となえる時間がやや長くなる上に、どれほどの威いり力よくを発揮するのか、あたしにもまだ見当がつかない。へたな呪文なんぞ使おうもんなら、この建物自体が崩くずれ落ちる、なんてことにもなりかねないのだ。

　わざわざホールを戦いの場所に選んだのは、逃げ回りやすいのと、あそこなら、すこしくらい大きな呪文を使っても、崩れるようなこともないだろう、という計算である。

　やがてあたしとヴェドゥルは、あのホールへとたどり着く。

「明ライりテイよング！」

　姿なきギルファの放った呪文に応こたえ、天てん井じよう近くにしらじらと輝く魔法の明りが生まれる。

「ゆくぞ」

　言い捨てるなり、ヴェドゥルは大きく床を蹴ける。

　グレート・ソードをふり回さずに突いてくる。

　速い！

　左右にかわせば、返す刀でざっくりやられる。

　退さがりつつ、呪文を唱となえるあたしの耳に、ギルファの唱える呪文が聞こえる。

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　相手の精神に直接ダメージを与えるこの術ならば、いくらレッサー・デーモン並みの耐たい魔ま能力を持っているとは言っても無ぶ事じではすまないはず。

　むろん当たれば、の話だが。

　ヴェドゥルは、あたしの放った烈エルメ閃キア・槍ランスを、横にひょいっ、となんなくかわす。

　しかしそのせいで、わずかに追撃の速度が鈍る。

　あたしはかまわず、次の呪文を唱えながら、後ろに退りつづける。

　次の呪じゆ文もんで敵の目をくらまし、外に逃げ出す。ヴェドゥルが、のこのこあとを追ってくれば、デカい呪文のひとつもくらわせて、一撃で決着をつける。

　が──その時。ギルファの術が完成する！

「妖シヤ影ドウウ縛エブ！」

　ヴェドゥルの影がその形をゆがめ、槍やり状じようの触しよく手しゆとなって、あたしに向かってつき進む！

　なんとぉっ！

　あたしはさらに後ろに大きく飛び退のく。あやういところで影の槍は、あたしの足下に突き刺さる。

　さらに追撃をかけるヴェドゥル。あたしは──

　──体が動かない!?

　よく見れば、ギルファの放った影の槍は、床ゆかに落ちたあたしの影を貫つらぬいている。

　──操あやつった影を使った『影縛りシヤドウ・スナツプ』か！

　気づいたもののもう遅い。ヴェドゥルは、グレート・ソードをふり上げて──

　銀の光が空気を切り裂さく！

　ぎぅんっ！

　固く澄んだ音を立て、一本の剣がはじかれ、床に転ころがる。

　誰だれかがすんでのところで、獣じゆう人じんに剣を投げてくれたのを、ヴェドゥルの剣がはじいたのである。

「──ガウリイ！」

　あたしの呼びかけに、ななめ後ろから、聞き覚えのある声がした。

「予想を外してすまんが──俺おれだ」

「ゼルガディス！」








　　　三、どこ行った!?　混戦続く追跡行









「明ライりテイよング！」

　ゼルの放った光の球が、地面に縫ぬい止められたあたしの影をかき消した。

　ギルファの呪じゆ縛ばくから解とかれ、あたしはゼルガディスの方へとかけ寄る。

　彼とは以前何度か、いろいろな事件で関かかわったことがあった。

　ある魔ま道どう士しに、石ロツク人・ゴー形レム、邪ブロウ妖・デ精ーモンと融ゆう合ごうさせられ、人間に戻もどる法を探して旅をしていたはずだが……

「ありがと。おひさしぶり、ゼル。──でも、なんだってあなたがこんな所に？」

「それはこっちのセリフだ。それに何なんだ？　そのかっこうは……ガウリイの奴やつの姿も見えんしな……」

「……詳くわしいことはあとで話しましょ……」

「その方がよさそうだ」

「おやおや……ひさしぶりだね、ゼルガディス」

　言ったのはギルファの声である。

「──知りあいなの？」

「ちょっとな」

　尋たずねるあたしにゼルガディス、獣じゆう人じんからは目をそらさずにそう答える。

「……よくもまぁ、こんなところまで追いかけて来たもんだね……よく言う、『白黒決着つける』ってやつかい？

　──そうそう、一応忠告しておいてあげるよ。きみの肌はだがいくら岩でできていると言っても、ヴェドゥルの力でひと薙なぎされれば、それでおしまいだからね」

「言われるまでもないさ」

　ゼルはじわり、と、はじき飛ばされた剣の方に向かって歩み寄る。

　させじと動くヴェドゥルに、あたしは唱となえた呪じゆ文もんを放つ。

「明ライりテイよング！」

　むろん目つぶし用である。いくら耐たい魔ま能力があろうとも、目がある限り、まぶしいモノはやっぱりまぶしい。

　ヴェドゥルが、あたしの明りをよけたそのスキに、やおらゼルガディスは剣に向かってダッシュする！

　まずいっ！

　剣を拾っていたのでは、まちがいなく、ヴェドゥルの一撃の方が速い！

　むろん見逃す獣人ではない。無言のままで、不安定な姿勢のゼルに向かって大きく剣をふりかぶり──

　その瞬しゆん間かん。

「明ライりテイよング」

　ゼルは体をひねりざまに、がらあきになった獣人の顔面めがけて明りを放つ！

「ぐぁぅっ！」

　これはまともに決まった！

　光に目を灼やかれたヴェドゥルは、それでも剣を振ふり降ろすが、そんなものが当たるはずもない。ゼルガディスはなんなくかわすと、床ゆかに転ころがる剣を拾い上げ、身を起こしざま、ヴェドゥルに向かって突きかかる！

「まずいっ！　ヴェドゥル──」

　しかし、ギルファのことばの終わらぬそのうちに──

　どがっ！

　獣人のふりまわす剣をくぐり抜け、ゼルガディスの剣が、ヴェドゥルの喉のどをまともに貫つらぬいた！
















「────」

　獣じゆう人じんの体がぐらり、と傾き──

　ふたたびゼルに向かって剣をふるう。

「なんだっ!?」

　剣を引き抜いているひまはない。ゼルガディスは剣を手放し、後ろに退さがる。

　とたん、ヴェドゥルは、自分の首から剣を引き抜き、投げ捨てるなり、ふわり、と大きく後ろに退る。

　……なっ……!?

　思わず目を見はるあたしとゼル。

　剣はまちがいなく、ヴェドゥルの首を水平に貫いていた。

　はっきし言って致ちめ命いし傷よう。ふつーじゃなくてもこれは死ぬ。

　ゼルに剣をふるった、というのはまあ、『最後の力をふり絞しぼって』とゆーことで、決して不可能なことではないかもしれないが、今の動きはどう見ても──

　二人が、呆ぼう然ぜんと佇たたずむうちに、獣人は、奥の通路へと姿を消した。

「……何なんだ……一体……」

「……根こん性じようあるわねー……」

「根性はともかく、俺おれは奴やつを追うぞ。敵は倒せる時に倒しておく。

　あんたはどうする？」

　ヴェドゥルが姿を消したのは、建物の奥のほう。あるいはそちらにこそ──

「行くわ。いっしょに。仲なか間まのアメリア、って娘こがここに捕つかまってるのよ」

「あの爆ばく発はつを起こした張ちよう本ほん人にんか」

「たぶんね」

　ゼルのことばにあたしはこっくりとうなずいた。

　マゼンダにかけられていた術の封ふう印いんが解とけたことを知り、壁かべを術で爆ばく破はして逃げだそうとしたところに、ちょうど帰ってきたクロツたちとはち合わせをして、やむなく奥に引っ込んで交戦──とまあ、こんなところではないだろうか。

　ゼルガディスもどうやら、どこかであの爆発を目にして、あたしにしばし遅れてここまでやって来たらしい。

「なら決まりだ。行くぞ」

　彼のことばにうなずくと、二人は同時にかけ出した。

　獣人、ヴェドゥルのあとを追って。




　追跡はたやすかった。

　床ゆかにちらばったかなりの量の血が、確実に、あたしたちを獣人のもとへと導みちびく。

　血けつ痕こんは、奥にある階段の横を通り過ぎ──

　さらに奥へと続く細い通路。

　その通路の入り口に、ヴェドゥルはいた。

　あたしたちの気け配はいに気づいたのか、ゆっくりとこちらをふりかえる。

　一体どこから調達したのか知らないが、ぼろぎれを首に巻きつけ、血を止めようとしているらしいが、その目はもはやどんよりと曇くもり、口もだらしなく半開きになったまま。誰だれがどう見ても死人の顔。

　それでも──獣人は動いていた。

　かなり異い様ような光景である。

　たよりない足取りでこちらに向きなおり、それでもなんとか剣を構かまえる。

　……アメリアのことを聞こうと思ってたんだけど……ムダだな、こりゃ……

「苦労してるみたいだな。ヴェドゥルさんよ」

　ゼルガディスは、剣をぶら下げたままで言いながら、ずいっ、と獣人ににじり寄る。

「安心しろ。すぐに楽にしてやるさ」

　彼のことばに応こたえるかのように、どこからともなく聞こえてくる、呪じゆ文もんを唱となえる低い声。

　──ギルファ！

「邪じや魔まはさせんっ！」

　ヴェドゥルに向かってダッシュをかけるゼルガディス。が──

「ゼル！　気をつけてっ！」

　獣じゆう人じんの影がうごめき、十数本の黒い刃やいばと化してゼルガディスを襲おそう！

「ちいっ！」

　ことごとく剣ではじいたものの、後退を余よ儀ぎなくされる。

　影の刃が、ゼルの体を斬きるだけの力を持っているかどうかはわからないが、実際に試してみるわけにもいかない。

　……ギルファの方をなんとかしないと、うっとうしくてしかたないのだが、しかし一体どこに……

「……なるほどな──」

　何がなるほどなのかは知らないが、小声でぽそりとつぶやくと、ゼルは口の端に笑みを浮かべる。

　彼はこちらを振ふりむくと、

「……あの影、あんたの術でなんとかならんか？」

　問われてあたしは、しかし軽く肩かたをすくめる。

「影シヤド使ウマいスターの術を破る方法はあいにく……単なる影縛りシヤドウ・スナツプあたりだったら、明ライテりイング一発で解とけるでしょうけど、見たところ、それほど甘い術じゃなさそうだし……」

「──それなら仕方ないか……ま、なんとかよけてみるさ」

　言うなりふたたび獣人めがけてつっ走る。またもや獣人の影が盛り上がり──

　こんどは網あみの目のように変化し、ゼルの行く手に立ちはだかる。

　彼を飲み込むつもりか!?

「えぇいっ！」

　かまわず突っ込むゼルガディス。

　だがしかし。

　影はいきなり、ただの網から、鋭するどく尖とがった針はりの山へとその形を変えた！

　立ち止まるには近すぎる！

　その時。

「崩魔陣フロウブレイク！」

　あたりが一いつ瞬しゆんまばゆい光に包まれ、次の瞬間、ギルファの操あやつる影は、あとかたもなく消滅した！

　ゼルガディスが走る！

　ヴェドゥルの剣が閃ひらめく！

　どっ！

　二人はまともにぶつかり合い、そのままどぅっ、と倒れ込む。

　そして──

　ゆっくりと立ち上がったのはゼルガディス。

「助かった。礼を言う」

　奥へと続く通路に佇たたずむ、白い姿に向かって彼は言う。

　あたしも片手をかるく上げ、ぱたぱた振りながら、

「──どぉも。元気だった？　アメリア」

「やっほー！　やっぱりあなただったのね！　リナ。……そちらのかたは？」

「ゼルガディスって言って……だぁぁっ！　ともあれくわしい話はあとよっ！　どこか近くに、ギルファがまだいるはずよっ！」

「あいつなら倒したぞ」

「ほらね、彼もそー言って……はぁっ!?

　……ち……ちょっと、それ、どーいうことよ!?　ゼル！」

「つまりは──だ」

　言いながら彼は、足元に転ころがるヴェドゥルの死体をごろんっ、と蹴けり転がす。

　獣じゆう人じんの背中のコブを貫つらぬくブロード・ソードを引き抜きながら、

「こいつがギルファさ」

　……こいつ、ってまさか……

「──そのコブが!?」

「ああ。たぶんな」

　なるほど……つまり──

　ヴェドゥルをつくり上げた人間──たぶんクロツだろうが、彼はその際、獣人の背中にもうひとつの脳を移いし植よくしたのではないか。

　ふだんはヴェドゥルの脳が体を動かしてはいるが、そちらに何かがあった場合、こんどはギルファの脳が、コントロールすることができる。

　だからこそ、剣に首を貫かれ、ヴェドゥルが死んでも、動きまわることができたのだろう。

　よく見れば、コブのしわに隠かくれるようにして、小さな深い亀き裂れつが横に走っている。

　これがギルファの『口』だったのだろう。むろん呪文を唱えるための。

　おそらくは、どこか別の場所にも、ギルファ用の『目』がついているのだろうが、ンな気色の悪いシロモノを、いちいち探し出すつもりはない。

「……しっかし……悪あく趣しゆ味みなモノ造ったもんねぇ……」

「なごんでる場合じゃないわよ！　リナー！　たぶんもーすぐ敵が来るからっ！」

「──敵って……何人くらいいるの？」

「さあ……逃げ回ってたからよく分からないけど……

　特に注意しなくちゃいけないのはひとりね」

「誰だれのこと？」

「知らない。物もの陰かげでじっとしてると、連中の声が聞こえてきて、『ほかにも侵しん入にゆう者しやが来たっ！』『しかたないっ！　あいつを使おうっ！』て……

　なんとなく、ゲキレツにいやな予感したんでなんとか逃げて来たの。たぶんその『あいつ』とかいう奴やつ……」

「……ちょっと待て……」

　めずらしく、かすれた声を上げるゼルガディス。

「あヽいヽつヽを使う、そう言ったのか？」

「そう」

　こくんとアメリアがうなずくなり、ゼルはつぶやくように言った。

「……逃げるぞ……」

「……へっ？」

　思わずあたしは問い返す。

「逃げるぞっ！　急げっ！」

　言うなり、こちらの答えも待たず、出口に向かって走り出す。

「ち……ちょっと！」

「──わたしたちも逃げましょうっ！　その方がいいような気がします」

　アメリアも、言うとゼルガディスの後を追う。

「……了りよう解かい……」

　あたしはぽつりとつぶやくと、二人に続いて走り出す。

　彼女の直感は、かなり信しん頼らい度どは高い。そしてゼルは、あたしの実力を知ってなおかつ『逃げる』と言ったのである。

　それに何より、二人はあたしの意志に関係なく、すでに駆かけ出している。

　この状じよう況きようで、意地を張って留とどまっていても意味はない。

　三人は、やがて本ほん拠きよの出口をくぐり、夜の森へと飛び出した。

「……ここから竜ドラグ破・ス斬レイブか何かで、本部ごと吹き飛ばす、ってテもあるけど……」

「いいから走れっ！　主役がいないことにはどうにもならんっ！」

　わけのわからんことを言うゼルガディス。

　三人は、さらに加速をつけながら、夜の山道をかけ下りてゆく。

　むろん明りはなしである。あぶなっかしいことこの上ない。

　……しかたないなぁ……

　あたしは増ぞう幅ふく版ばんの翔レイ封・ウ界イングを唱える。

　高速飛行を行なう術で、速度、重量、飛行速度の総和が術者の技量に比例する。増幅なしだと、ひとを二人も抱かかえれば、ランニング程度の速度も出ないだろう。

　アメリアとゼルに、いきなりがしぃっ！　と抱だきつくと、

「翔レイ封・ウ界イング！」

　そのままぐんっ、と宙に舞う。

　その瞬しゆん間かん──

　じゃっ！

　銀色の光が一条、たった今まであたしたちの場所をざっくり薙なぎはらう。

「──なっ!?」

　まるで黄ドラ金ゴン・竜ロードの吐はく閃レー光ザのー・吐ブ息レス。

　一体何がどうなったのか、暗くてよくは見えないが、あたりの木立が音を立てて倒れてゆくところからすると、どうやら今の、単なるハッタリではないだけの威いり力よくはあったようだが……

　光を生んだのはあたしたちの後ろ──連中の本部のほうである。ちらりとあたしが振ふり向くと、ちょうどその入り口のあたりに、月の光に照らされて、何かが確かに佇たたずんでいる。

「……なるほど……確かにヤバそーな気はするわね……」

　あたしは小さくつぶやくと、さらに飛行の速度を上げて、急ぎその場をあとにしたのだった。




「──さて──誰から話す？」

　三人がなんとか落ち着いたのは、マインの村にたどり着いてからのことだった。

　村はずれにある、あたしが荷物を隠かくしておいた干し草倉そう庫こにもぐり込み、まずは現状の確認。

「わたしは──話すことと言ってもほとんどないわ」

　あたしの問いかけに、そう答えたのはアメリアである。

「あの時、連中に捕つかまってから、あのマゼンダとかいう奴やつに、魔まじ術ゆつを封ふうじられて、あとは部屋に閉じ込められてたから。

　なにかで魔力が復活しないとも限らない、と思って時々呪じゆ文もん唱えてチェックしてたんだけど、今晩いきなり復活したんです。それで壁を壊こわしたんですけど、連中といきなりはち合わせして……」

「それで、奥の方で戦ったり隠かくれたりしてた、ってわけね」

「そう」

　あたしのことばに、こくんっとうなずく彼女。

「──ちょっと待て。呪文を封じる、と言ったな。

　……連中には、そんな真ま似ねのできる奴がいるのか!?」

「……さあ……それがよくわかんないのよね……」

　尋ねるゼルに答えるあたし。

「……わからない……？」

「うん……アメリアが倒されたすぐそのあと、ゼロス、とかって言う神プリ官ーストが……」

「ゼロス!?」

　いきなり声を上げるゼルガディス。

「奴も来てるのか!?　ここに！」

「し……知りあいなの!?」

「ああ……実は……」

「──と、ストップ！」

　混こん乱らんしまくった会話に、横から待ったをかけたのはアメリアだった。

「話の順序がめちゃくちゃよ。どうやらまずは、あなたから話を聞いた方がいいみたいですね。……えっと……ゼディルガスさん」

『ゼルガディス』

　あたしとゼルの声がハモった。




　彼は疲れ果てていた。

　ひとりの魔ま道どう士しの手により、石ロツク人・ゴー形レム、邪ブロウ妖・デ精ーモンと融ゆう合ごうさせられた自分自身の肉体をもとに戻もどすための旅。

　それは、全まつたくあてのない道行きだった。

　──この体、人に戻もどすことはできないか？

　一体何人の人間に、いくど同じ質問をしただろうか。

『──お前さんは酒を、そしてわしは今、ジュースを飲んでおるな』

　以前に会った、とある合キ成メ獣ラの研究者は、言いながら、ゼルガディスの手にしたジョッキの中に、自分の飲みかけのジュースをなみなみとそそぎ込んだのだった。

『今わしは、ただコップをかたむけるだけで、酒とジュースを混まぜ合わせた。──しかしそれをもう一度、酒とジュースとに分けることは──あるいはできることなのかもしれんが、決してたやすいことではない。

　たとえば、生き物にはそれぞれさまざまな特徴がある。鳥ならば、羽が生えている、くちばしがある、体温がある……などなど。ひとつひとつの生き物それぞれに、細かく分ければ、それこそきりがないほど数多くの特徴が、な。

　合キ成メ獣ラの製法というのはな、二つ以上の別の存在に、それぞれに共通の特徴を見いだし、それを媒ばい介かいに合成を行なうのじゃよ。

　そう──たとえて言うのなら、水と油とを混ぜあわせるのに、石けん水を使う、というようなものかな。

　もしもそれをふたたびもとにもどすなら、一いつ旦たん、それをすべての小さな特徴ごとに分解し、ふたたび組み直すほどの技術がいるじゃろう。

　むろん、そんなことが可能ならば、の話ではあるがな。

　可能だとしても、そこまでの高度な技術など、あと何百年を待つか、さもなくばそれこそ、人外か異い世せ界かいの技術に頼たよるしかないじゃろうて……』

　それでも──

　彼は旅を続けた。

　そしてある時。

　彼は噂うわさを耳にしたのだった。

　この世界のものとは全く異なる合キ成メ獣ラの製造法を記した『写本』がどこかに存在する、と。

　単なる噂にすぎないのかも知れなかった。

　しかし、他に頼たよるべきものもなく、彼はその噂を追い求めた。

　そして──

　ついに見つけたのだった。代々『写本』を管理していた一族を。

　そして同じく、『写本』を求めるゼロスとの出会い。

　しかし、やはり同じ目的で現われたクロツ一派の手によって、持ち主は殺され『写本』は彼らの手に落ちたのだった……




　ゼルガディスが語ったのは、おおよそこういった話だった。

「──クロツたちが現われたせいで、ゼロスとは、とりあえず一時手を組んだがな。……クロツたちを倒せば、次の相手はゼロスだ」

　静かな口くち調ようでゼルは言う。

　……目が完全にすわってるぞ……

「……け……けど、もしもそれが手に入ったとしても……言っちゃ悪いけど、問題が解決するかどーかはわかんないわよ」

　あたしのことばに、彼はべつに怒るふうでもなく。

「……ああ……『写本』に書かれていることが、俺おれが人間に戻もどるのに、はたして役に立つのかどうかもわからんしな……むろんある程度の覚かく悟ごはしている」

「いや、あたしの言いたいのは、それよりも、よ。

　ゼロスはなんかいーかげんなこと言ってたけど、そもそもその『写本』ってぇのが本物かどうかもわかんないじゃない」

「──あんたに話してなかったのか？　ゼロスの奴やつ」

　あたしのことばに、ゼルはしんそこ意外そうな目をあたしに向ける。

「そもそもその『写本』の管理者ってぇ奴の先祖は、もともとあのレティディウスの大神官か何かだった、って話だ」

　レティディウス──

　前にもちらっと述べたが、国王が、不死などを求めたばかりに、五百年の昔に滅ほろんだ国である。

　かつての首都があったのは、ここからすこし北だったと思うが……

　当時、レティディウスには膨ぼう大だいな量の魔ま道どう資しり料ようが集まっていた、と言われており、それらのほとんどが焼失、またはどこかへ散さん逸いつしているらしい。

「そのご先祖様が、国を捨てて逃げ出す時に持って来たのがその『写本』だった、ってことだ」

　……なるほど……それがもしも本当なら、確かにいわくつきではあるが……

「レティディウスから運び出されて、子し々し孫そん々そん守ってるからって、それが本物だとは限らないでしょ」

　さらにあたしは言いつのる。

　……別に『写本』がニセモノだと決めつけているわけではないが、これだけ大さわぎをかましたあげく、『やっぱりにせものでした』なんて結果だったりしようもんなら、それこそたまったもんではない。

　しかしあたしの質問に、ゼルガディスは、おもしろくもなさそうな表情で、

「──今から百二十年ほど前にも、今のあんたと同じ疑問を抱いた奴やつがいたらしい。

　当の、『写本』の管理者だ」

「なるほど。自分たちが代々守って来たモノが、はたして本物なのかどうか……そりゃあまあ気になるわね。ふつーは」

「確かめるのは簡単だ。実際に、写本通りにつくってみればいい。

　結果は──成功だった。しかしそれは、原因不明の暴ぼう走そうをはじめることになった。──あんたも知ってるはずだ」

　彼はゆううつなため息をつくと、低い声でぼそり、とつぶやいた。

「ザナッファー。サイラーグの魔まじ獣ゆうだ」




　……をい……

　思わず沈ちん黙もくするあたしとアメリア。

　ザナッファー──かつて、魔ま道どう士し協会の本部が存在した魔道都市、サイラーグ・シティを壊かい滅めつさせた、伝説の魔獣──

　一体それがどんなシロモノだったのか、記録は全まつたく残っておらず、『サイラーグを滅ほろぼしたのは伝説の魔獣などではなく、魔道実験の暴走である』などという説を唱となえる魔道士もいたりするのだが……

「……ほんとう？　それ……」

　かすれた声で問うアメリアに、ゼルは小さく肩かたをすくめ、

「──さあな。しかしハッタリにしちゃあ、かまし過ぎだとは思わんか？」

　確かに。

　かなりの根こん性じようがあるか、でなけりゃよほどどーにかしていない限り、『わたしの先祖は町をひとつ潰つぶした張ちよう本ほん人にんです』などとゆー噓うそは出てこんぞ。ふつー。

「もしも──それが、もとの持ち主のハッタリじゃなかったとしたら──どーも状じよう況きようから見て、クロツたち……」

「もう完成させてるだろうな。ザナッファー二号を」

　半ばなげやりな口くち調ようで、あたしのことばをつぐゼルガディス。

「──まさかこんなに早く完成させちまうとは思ってもいなかったが……」

「──だから『主役がいない』って言ったわけね」

「ああ。伝説の通りなら、あれを倒せるのは光の剣の戦士のみ。しかしその肝かん心じんの持ち主がいないときた」

「あきらめるのは早いわっ！」

　力いっぱいにぎりこぶしつくって立ち上がったのは──言うまでもあるまい。

「たとえガウリイさんがいなくても、三人がすべての力を合わせればっ！」

「──なんとかなると思う？　本気で」

　あたしのさめたツッコミに、アメリアはしばし沈ちん黙もくし、

「……思わない……」

　小さな声でぼそりとつぶやく。

　そりゃあそーだろう。

「問題は、奴やつが一体どんな能力を持っているか──だな」

「考えられる可能性はいくつかあるわ。

　なにしろ相手は、魔ま道どう都市を壊かい滅めつさせた奴よ。そんなまねができるということは──」

　言ってあたしは、指を折りながら、

「ひとつ、ザナッファーに、強大な攻撃力がある場合。

　それも、反撃を許すことなく、町を一いつ瞬しゆんにして消しよう滅めつさせることができるほどの。

　けどそれなら、光の剣の戦士が対抗できるはずはない。

　いくら伝説の武器だからって、あれはあくまで接近戦用。『うぉぉりゃぁぁぁっ！』なんてゆーちょーに突っ込こんで来るところを、攻撃力にモノ言わせて吹っ飛ばしちゃえばいいんだから。

　ふたつ、実は当時のザナッファーは一体だけではなかった。

　でもこれも、ゼルガディスが言ったように、試作品の暴ぼう走そうだとすれば、ありえない話よ。いくらなんでも、『写本』がほんものかどうかを確認するためだけに、十も二十もザナッファーつくってみて、全部が全部暴走してサイラーグを襲おそった、なんてことは、いくらなんでもないでしょうしね。

　そしてみっつ、ザナッファーには攻撃魔法が全まつたく通用しない場合」

　あたしのことばを、二人はただ黙だまって聞いている。

「魔道士協会の本部などとゆーものがあり、魔道都市の名までついていた以上、竜ドラグ破・ス斬レイブクラスの術が使える魔道士も、何人かはいたはずよ。にもかかわらず、魔まじ獣ゆうを倒すことはできなかった──

　となれば考えられるのは、ザナッファーには完かん璧ぺきに近い耐たい魔ま能力がある……

　この説を否定する要素は何もないわ」

「でも、魔法が効きかないっていうのは一体どういうこと？」

「それにはまず、魔法というものが一体何なのかを考えなくちゃあいけませんね」

　アメリアの問いに、声は全く別のところから聞こえた。

　ゼルはおもしろくなさそうな表情を浮かべ、アメリアは思わず身がまえる。

「──いつからそんな所にいたの？　ゼロス」

　あたしはふり向きもせずに言った。




「『三人がすべての力を合わせれば』のあたりです」

　言いながら、あたしのとなりにちょこん、と座る。

「なるほど……

　──あ、心配しないで、アメリア。このひと、敵じゃないから。今のところは」

「……なかなか正確な表現ですね」

　言って苦笑を浮かべるゼロス。

「あ、とりあえずはお礼言っとくね。ありがと。おかげで術も使えるようになったわ。

　──で、マゼンダはどうしたの？」

「倒しちゃいました」

　無む意い味みににこやかな表現を崩くずさぬままに、あっさりとした口くち調ようで言う。

「どうやって!?」

　問うアメリアに、右手の人さし指を口の前に立て、

「秘ひ密みつです」

「けど──なんでこの場所がわかったの？」

「それはもちろん──」

　彼はあたしに視線を向けると、

「あなたにお買い上げいただいた呪タリ符スマンの魔まり力よく波動を手がかりにして、ですよ」

　……あ……そっか……

　特殊な魔力の波動を発生するもののありかを、魔まじ術ゆつを使って探たん査さする、というのは、そうむずかしいことではない。

　もっとも──術者が、その探知すべきものの魔力波動パターンを知っていなければ無理だけど。

「さてさて──話をもどして、魔法が効かない、という話ですけど──

　そもそも『魔法』とは──いえ、『魔』とは一体何なんでしょう？」

「──本来、この世界には存在しない法則や力──」

　迷うことなく答えたのはアメリアだった。

　ゼロスくん、満足そうにうなずくと、

「その通りです。すなわち魔法とは、もともと何もないところから、呪じゆ文もんによって、この世界の因果を一部狂わせ、力や、別の法則を産み出すものです。

　この世界での魔法の発動は、世界と裏表──どころか紙かみ一ひと重えの位置にある、精アス神トラ世ル界・サ面イドに呪文によって干かん渉しようし、なにがしかの力をひき出しています。

　地水火風の精せい霊れい術じゆつは、それを物理的な力として具ぐ現げんさせてから、目標となるものにたたきつけるわけですが、物理的な力として具現してしまった以上、物理的な防ぼう御ぎよ力りよくで防ぐこともまた可能です。

　しかし精神系の魔術や黒魔術は、攻撃力の大半を具現させず、精アス神トラ世ル界・サ面イドから直接、相手の精ア神ス世トラ界ルにたたきつけるわけです」

「せんせぇ、しつもぉん」

　あたしははたはたと手を上げる。

「はい。リナさん」

「魔ガ竜ーヴ烈・火フレ咆アなんかはモロに火線が見えるし、竜ドラグ破・ス斬レイブを城や山なんかに直接かけることもできるわ。……まさか山や城に精ア神ス世トラ界ルがあるとは思えないし……」

「うーん。いいところに気づきましたね。

　竜ドラグ破・ス斬レイブにしても、術をかけると、うっすらとした赤い光が、目標物に向かって収しゆう束そくしていくのが見えますよね。

　魔ガ竜ーヴ烈・火フレ咆アの火炎、冥ラグ王ナ崩・ブ魔ラ陣ストの雷、竜ドラグ破・ス斬レイブの赤光、これらはすべて、いわば導どう火か線せんの役割を果たしているんです」

「導火線？」

　オウム返しに問うあたし。

「そうです。それらが収束、もしくは何かに反はん応のうしたその地点で、精アス神トラ世ル界・サ面イドにたまりまくっていた攻撃力がはじめて、この世界に具ぐ現げんします。目標物が生物でないならそのまま、生物なら、その精神部分をずたずたに引き裂さいてから、残ったエネルギーがこの世界に具現します。

　──むろん、烈エルメ閃キア・槍ランスのような、精ア神ス世トラ界ルだけに効果がとどまる術もありますけど」

「もうひとつ質問」

　と、これはアメリア。

「はい、お嬢じようさん」

「なんでそんなに詳くわしいんです？　魔ま道どう士し協会でも、魔道についての本質は、すべて究明されているわけでもないのに」

「それは──」

「ひみつ？」

「魔道士協会の通説だけが、魔道理論の最先端というわけではありません──とだけお答えしておきましょう」

「おれからも聞いてかまわんか」

　うんざりとした表情で尋たずねるゼルガディス。

「どうぞなんなりと」

「それで──いつ本題に入るんだ？」




「……ええっと……ザナッファーに攻撃魔法が効きかない理由ですが、これは、ザナッファーの精神が、精アス神トラ世ル界・サ面イドから隔かく離りされているからです。

　……ま、精アス神トラ世ル界・サ面イドに、ザナッファーのまわりにだけ、壁かべか何かができている、と思ってもらっていいでしょう。

　だからこそ、黒魔法などでは、攻撃力の本体が、ザナッファーまでとどかないんです。

　一方ふつうの精せい霊れい魔術では、攻撃力はすべて、物理的な力として作用するわけですけど、こちらの方は、ザナッファー自身の皮ひ膚ふに、魔デイモ王ス・ド竜ラゴンか黄ドラ金ゴンロ竜ード、でなければ電アー銀クドラ竜ゴンの皮膚組織を材質として使えば、人間の使う精霊魔法など、あっさりはじき返してしまいます」

「……うーん……」

　事実か、誰だれかの立てた仮か説せつなのかは知らないが、いちおースジは通ってるよーな……

「ということはやっぱし、光の剣みたいな武器でないと倒せない、っつーわけね……」

「結局は、ガウリイの奴やつを見つけ出さんかぎり、うかつな反撃には移れない、ってっことか……」

　つまらなそうな口くち調ようでつぶやくゼルガディス。

「──そのガウリイさんとかが見つかったら、どうなるんです？」

　尋たずねるゼロスを、あたしはふりかえりさえせず、

「光の剣持ってんのよ」

「……は……？」

　さすがにこれにはゼロスくん、かなり間まの抜けた声を出す。

「……うそでしょう？」

「ンなうそ言ってどーなんのよ。別にあなたをひっかけるためにこんなところでうじうじしてるわけじゃないのよ」

　言ってあたしはため息ひとつ。

　光の剣の持つ魔まり力よく波は動どうのパターンがわかれば、精アス神トラ世ル界・サ面イドからの探たん索さくをかけることもできるのだが、いかんせん、その波動パターンがわからない。

　別にあたしが研究をおこたっていたわけではない。

　あたしが、『研究するから光の剣、貸して[image: ]』などとガウリイにねだるたび、言うにことかいて、『持ち逃げするから断ことわる』と、こうである。

　……みょーなところでスルドい。

「……あんなものが……うーん……まさか……いやしかし……そうすると……」

　ゼロスくん、しばらく何やらぶつぶつつぶやいていたが、やがていきなり立ち上がり、

「──けどとにかく、僕の方としては、あまりゆーちょーなことも言ってられませんからね。とりあえず、連中の様よう子すだけでも探さぐって来ます」

　くるりときびすを返すのに、やおらアメリアが後ろから、ローブのすそをひっ摑つかむ。

「……あの……放してもらえません？」

「だめ」

　あっさり首を横に振ふり、

「あなたが一体何者なのかは知らないけれど、相手は悪の大だい魔まじ獣ゆう！　うかつに動くと人生終わりよ。現にわたしのスルドいカンも、あなたをひとりで動かしちゃあいけないって、ひしひしと告げているわっ！」

　ゼロスくん、しんそこ困った表情で、あたしの方をながめつつ、

「……なんとかなりません？　このひと……」

「なんない」

　あたしはあっさりと答える。

「思い込こんだら命がけ、正義と愛と真実のひとだから……」

「……かわったひとですね……」

「まーね」

　彼はあたしの方見てひとつうなずくと、

「なるほど……類は友を呼ぶ、というやつですね……」

　彼のことばに、しかしあたしは慌あわてず騒さわがず、ゼロスをびしぃっ、と指さして、

「友」

「ちっ……ちがいますぅぅっ！　僕はふつーですよぉぉっ！」

　説得力の全然ないことをほざき立てるゼロス。

　視線をちらりと動かすと、ひとり何やら考え込むふりをしているゼルガディス。

　だがしかし、あさっての方向くその視線が、『おれは他のと違って普ふ通つうなんだっ！』と力いっぱい主張している。

「──と──とにかくっ！　僕は行きますっ！」

　めずらしく、強い口くち調ようでそう言うと、そのままゼロスはすたすたと、出口に向かって歩き出す。

「……え……？」

　小さく声を上げるアメリアに、

「ちょっとアメリア！　なんで離しちゃったのよ！」

「……は……離してないわよ！」

　言って握にぎった形のままの、自分の右手をまじまじと見つめる。

「えぇいっ！　何はともあれ、ほうっとくわけにもいかないわね……ちょっと！　ゼロス！　待ちなさいってば！」

　あたしは彼のあとを追う。

　外に出ると、はや空は、白みはじめていた。

　東の山が茜あかねの色に染そまっている。

「……なんでついてくるんです？　みなさん……」

　歩みの速さをゆるめようとすらせず、ロコツに不満そーな顔で言うゼロス。

「どーしてもこーしてもないでしょ。一人より二人、二人より四人。いつの時代も最後に勝つのは数の暴ぼう力りよくよ」

「……ミもフタもない説得ですね……

　わかりました。しかたありません。じゃあ僕は勝手に行きますから、勝手について来てください。そういうことでいかがです」

「オーケイ」

　あたしはかるくうなずいた。

　……勝手に決めてしまったが、ゼルもアメリアも、文句も言わずについて来る以上、異い議ぎなし、と考えていいだろう。

「……けど、ひとりで行くつもりだったのなら、なんでわざわざあたしたちのところに来たの？」

「約束でしたからね。あなたとの。この村で落ち合う、って」

　ゼロスが答えたまさにその時──




　どぐぅんっ！




　爆ばく発はつ音おんは、山の上の方で聞こえた。




「……やられましたね……」

　ゼロスは、いつもと変わらぬ口調でつぶやいた。

　あたしたち四人の前にひろがるのは、ただの荒れ地にすぎなかった。

　連中の本ほん拠きよあたりで起きた爆発に、あたしたちがあわてて向かってみれば──このありさま。

　おそらくは、竜ドラグ破・ス斬レイブか何かを使ったのだろう。連中の本部は、すでにこっぱみじんにふっ飛んでいる。

「──けど──一体誰がこんなことを」

「悪は必ず滅ほろびるものなのよっ！」

　あたしのつぶやきに、わけのわからんことを言いながら、ひとり納なつ得とくするアメリア。

「たぶん、クロツさんたちがやったんでしょうね」

　と、こんどはゼロス。

「連中が!?　どうして!?」

「争った形けい跡せきがありませんから。全まつたく警けい戒かいをしていない時に、外から竜ドラグ破・ス斬レイブあたりをかけられた、というのなら、こういうこともあるかもしれませんが、あなたたちの襲しゆう撃げきがあった直後に、そうそう警戒をゆるめるわけがありません。

　となればこの本部をひき払い、別のところに移るのに、いろいろと残っているここを破は壊かいして行った──」

「──ちょっと待て」

　不きげんな声を上げたのはゼルガディス。

「オレたちがきのうの夜、連中の本部を襲撃したこと、なぜ知っている？」

「簡単な推理ですよ」

　答えて右手の指を立て、

「ひとつ。リナさんに以前聞いた話によれば、連中に捕つかまっていたはずのアメリアさんがいっしょにいる。

　ふたつ。あなたたちがザナッファーがどうの、という話をしていた。もっと前に再会しているなら、今ごろそんな話をしているはずはありません。

　みっつ。僕がこの村に入った時、山の方で何か、光のようなものが見えました」

「……ふん……だがなぜ連中が、こんなことをする必要がある？　敵にザナッファーがいるなら、もしおれたちがまたやって来ても、奴やつを使って迎え撃うてばいいだけのことだ」

「……あ……ひょっとして……」

　あたしは思わず声を出していた。

「アメリアの話によれば、連中は、『しヽかヽたヽなヽいヽ、あれを使おう』と言ってた。ザナッファーらしきものは、あたしたちに一度攻撃をしかけただけで、追つい撃げきしてこようとはしなかった。そして、クロツが『写本』を手に入れてから今日まで、ほとんど日はなかったはず。となれば──」

「あ。ひょっとして──」

　声を上げるアメリアに、あたしはひとつ、うなずくと、

「たぶん──ザナッファーはまだ未完成よ」




「追いましょうっ！」

　力いっぱい言い出したのはアメリアである。

「闇やみの申し子、地じ獄ごくの魔まじ獣ゆうザナッファーがまだ不完全なそのうちに、わたしたちの力で、邪じや悪あくな野望を打ち砕くだくのよっ！」

「打ち砕くのはかまわんがな。正義かぶれのお嬢じようちゃんよ。聞くが、連中は一体どこに逃げたんだ？」

「……え……」

　うんざりとした口くち調ようのゼルのツッコミに絶句する彼女。

　ゼロスの方に、すがるような視線を送り、

「……知りません？」

「知りませんよぉ。……もしもリナさんのおっしゃるように、ザナッファーが未完成だとしたら、別のどこかにあるアジトにでも向かってるんでしょうけど……

　こんなことなら、マゼンダさんにとどめ刺さす前に聞いておけばよかったですねぇ……別のアジトの場所……」

「アジトの場所まではわかんないけど……」

　あたしはややためらいながらも口を開き、東南の方を指さすと、

「連中が向かったのはあっちだと思う」

「心あたりでもあるのか？」

　ゼルガディスの問いに、あたしはちらり、とアメリアの顔色をうかがい──

　……いいんだろーか……言っちゃって……？

　けどまあ、黙だまってるわけにもいかないし……

「きのうの夜、あたし、連中の集会にもう一度もぐり込こんでね……

　そこでその……クロツだと思うんだけど、あいつが言ってたのよ。

　──セイルーンをつぶす、って……」

「なんですってぇぇぇぇぇぇぇっ!?」

　アメリアは、悲ひ鳴めいに近い声を上げる。

「……い……言うにことかいてセイルーンをつぶす!?　いくらなんでもそんなことっ！

　……けどでも、もしもザナッファーが完成したとしたら……

　こうしてはいられないわっ！　一刻も早く、連中のあとを追いましょうっ！」

　言ってあたしたちの返事も待たず、くるり、と村へと下りる道の方に向きなおり──

　そのままその場に凍こおりつく。

「どうしたの？　アメリ──」

　彼女の視線の向く先に、あたしは目をやり、同じくその場に硬こう直ちよくする。

　そこには──

　全身に殺さつ意いをまとわりつかせた、百人近い村人たちの姿があった。

「どうやら『信者』のみなさんのようですね──」

　いつもと変わらぬ口くち調ようで言うゼロス。

「──おまえらかっ!?」

　村人のひとり──としのころなら四十前後の中年男が、たたきつけるような口調で言う。

「おまえらだなっ！　これをやったのはっ！　──クロツ様はっ!?　クロツ様たちを一体どうしたっ!?」

「──こいつら！　いつか集会を台なしにしたあの連中だぞっ！」

　どこからか聞こえた、別の一人の叫びに、殺気がいっそうふくれ上がる。

「──なるほど、扇せん動どうとは、クロツさんらしいやり方ですね」

　苦笑まじりにつぶやくゼロス。

　……なるほど……そういうことか。

　本部をあれほどド派は手でに爆ばく破はしたのは、むろん、ザナッファー製作の資しり料ようや証しよ拠うこの抹まつ消しよう、という意味もあったのだろうが、同時にここに、あたしたちと信者たちとをおびき寄せる、という意味もあったのだ。

　さらに、信者たちの中に扇動者をまぎれ込ませておき、あたしたちといざこざを起こすようにしむける。

　つまりは信者たちを、あたしたちへの時間稼かせぎに利用するつもりらしい。

「……しかたありません。一気にかたづけちゃいますか」

　コワいセリフを、顔色ひとつ変えることなくつぶやくゼロス。

「ちょっ！　ちょっと待った！」

　あわてて待ったをかけるあたし。

　ゼロスくん、いたって不ふ思し議ぎそうな顔で、

「……なぜです？　まさか、『彼らも本当にいい人なんだ』なんておっしゃるわけじゃあないでしょうね？」

「世の中に『善人』なんて生き物がいたら見てみたいもんだわ。そうじゃなくって、あんた、ここにいる村人連中みんな始し末まつするみたいな口ぶりだったから……」

「──そのつもりですけど？」

　いともへーぜんと答えられ、あたしは一いつ瞬しゆんことばに詰つまる。

「──そーなると、あたしたち立派な大量虐ぎやく殺さつ犯はん人にんよっ！　相手がふだんは、罪つみもない村人のふりしてる以上はね。そんなのあたしはまっぴらだかんね」

　話すうちにも、村人たちは、何やら口々に勝手にわめき立てながら、だんだんと殺さつ気きをふくれ上がらせている。

　今はまだ、あたしたちに襲おそいかかってくる根性はないようだが、それも時間の問題だろう。

「──ここは単に、中央突とつ破ぱで十分なはずよ」

　ゼロスはしばし瞑めい目もくし、

「──なるほど、わかりました。なら、なるべく穏おん便びんに行きましょう」

　言うと呪じゆ文もんを唱となえつつ、信者たちの方にずいっ、と歩み出る。

「──なっ……なんだ!?　てめぇはっ!?」

　ゼロスの右手がゆっくりと宙を薙なぐ。

　その口から、力あることばがつむぎ出される。

　何と言ったかは聞こえなかった。

　だがしかし──




　ぐごぉうっ！




　強風と、無数の悲ひ鳴めいがわき起こる。

　ちょうど、『魔デイム風ウイン』をパワー・アップさせたような術である。それも数倍以上に。

　ゼロスの呪文が産んだ烈れつ風ぷうは、いならぶ信者たちをやすやすとふき散らし、あるいは木立に、あるいは大地に叩たたきつける。

　一いち陣じんの風が吹きすぎたそのあとには、人々の苦く鳴めいだけがあたりに満ちた。

「──さて。みなさん」

　倒れてもがく信者たちに、ゼロスは静かな声で言った。

　その表情は、あたしたちからは見えないが──

　おそらくは、にこやかな笑みを浮かべているのだろう。──そう。いつもと変わらぬあの笑みを。

「できれば道を開けていただけませんか。おいやでしたら、こちらで勝手に道を開けさせていただきますが──」

　ことばが終わらぬうちに信者たちは、悲ひ鳴めいに近いうめき声を上げながら、山道の左右のしげみに身を隠かくす。

　……なるほど……穏おん便びんな手段、ねぇ……

「──こんなところでいかがです？」

　言ってゼロスはあたしの方をふり向いた。

　いつもと変わらぬ笑みを浮かべて。




　一行は、セイルーン方面へと向かっていた。

　とは言え、歩みは遅ち々ちとして進まない。

　マインを出てから今日で四日目。

　しかしいまだに、クロツたちの足取りは摑つかめていない。

　彼らの新しいアジトがどこにあるのかわからない以上、むやみにつき進むわけにもいかない。ふと気がつくと、とっくの昔に通り過ぎてました、などというのでは、それこそ笑い話にもならないし。

　ゆく先々の村で噂うわさ話ばなしを聞いてまわり、あたりをじみちに探たん索さくし……

　一日に、ひとつの村がせいぜいなのだが、それでも、『完かん璧ぺきな調査』というにはほど遠い。

　とは言え、じっくり調べているほどの時間もないし……

　ザナッファーの完成度が一体どれくらいのものなのかはわからないが、無む理りをすれば動かせる程度にはできあがっているとすると──

　もうすでに完成している可能性は十分にある。

　しかし今さら、一いつ旦たんはじめた追つい跡せきを打ち切るわけにもいかない。

　魔まじ獣ゆうの精せい神しん面めんが特別あつらえだというのなら、精アス神トラ世ル界・サ面イドからの探たん査さも可能なのではないかと思って試してもみたのだが、これも結局は徒と労ろうに終わったし……

　あたしには、他にもやるべきこともあった。

　すなわち術の研究。

　あの呪タリ符スマンで増ぞう幅ふくしたあとの術の力も把は握あくしておかなければならないのはもちろんなのだが、それよりも──

　世の中には、単に呪文を唱えただけでは発動しない術、というのが存在する。呪文としては完成しているはずなのに、である。

　その原因は、何らかの動作が必要なものであったり、道具や儀ぎ式しき、ものによっては時を選ぶことが必要だったりするため。

　そしてあるいは──単に魔キヤ力パ容シテ量イがたりないがゆえ。

　たとえばゼロスが使った暴ブラ爆スト・呪ボム。

　あたしも実は、『呪文としては完成しているはずなのに発動しないもの』のストックをいくつか持っている。となればうちのいくつかは、増幅してやれば発動するんじゃないだろーか？

　そこであたしは、クロツたちを追う道すがら、術の研究にいそしんでいるわけなのだが……

「……きのうのあヽれヽも、やっぱりあなたなの？」

　ここ数日、朝に村を発たつたびくりかえされた質問を、アメリアは、きょうもやっぱり投げかけてくる。

「……てへっ[image: ]」

　あたしはぺろりと舌を出す。

　昨夜も遅くに、あたしはひとりで宿を抜け出し、村はずれの森で攻撃魔ま法ほうの実験やら確認やらをやっていたのだが……

「『てへっ』ですむレベルのもんじゃなかっただろうが……」

　さすがにうんざりとした口くち調ようで言うゼルガディス。

　つづいてゼロスも、またもや意味なくほがらかな顔で、

「いやぁ。確かに昨晩のは、少々派は手ででしたねぇ。村の人たちもおおさわぎでしたよ。

　……で、きのうは何をやってごらんになったんです？」

「いやぁ、まーいろいろやってみたけど……さすがに増ぞう幅ふくバージョン竜ドラグ破・ス斬レイブは、ちょっぴしめーわくだったかなー[image: ]　なんて思ってみたりもして[image: ]」

　自分のやったこととはいえ、まさかいきなし、森が丸ごと消えるとは思わなかったし……思わずあわててその場を逃げてしまいましたよ。あたしは。

「けどまあ、こーいった日々の努力の積み重ねが、いざという時の役にも立ったりするんだし、ここはまあひとつ、大目に見るとゆーことで」

　にこにこしながら言うあたし。

「まあ、僕たちとしてはそれでもさしつかえないんですけど……」

　いきなりその場に立ち止まり、ゼロスは言う。

「クロツさんたちは、大目に見てはくれなかったようですよ」

「それももちろん狙ねらいのひとつよ」

　あたしも足を止めて言う。

　むろんゼルガディスとアメリアも息を止め、前方のしげみをにらみつけている。

「──そーゆーわけで、もうバレちゃってるから出てきなさい」

「……ほう……気け配はいくらいは読めるようだな」

　あたしの声に応こたえて現われたのは二人の獣じゆう人じん。うち片方は、一見ふつうの狼ワー人ウ間ルフ。そしてもう一方は──どう見ても、ブラス・デーモンとの合キ成メ物ラか……

　しかしあのクロツ、よくもまあ、こんなもんばっかし造ったもんである。

　二匹とも初対面の奴やつではあるが、クロツの獣人である以上、生はんかな攻撃魔法は通用しないと思った方がいいだろう。

　が──

「ま──まさかっ!?」

　あたしは大げさにおどろいて見せる。

「へ……驚おどろいてやがるぜ、この女」

　つぶやいたのは半ハーフ魔・デ族ーモン。

「まさかあんたたちごときが二人ぽっちで、あたしたちをどーにかできるなんて思ってるんじゃあないでしょうねぇっ!?」

「なっ……なんだとぅっ!?」

　言いながら、半ハーフ魔・デ族ーモンは背中から、ずらりっ、と剣を引き抜いた。

　右手にロング・ソード。そして左手にショート・ソード。

　狼ワー人ウ間ルフの方は、まだ剣に手をかけてすらいない、ただ黙だまってあたしと半ハーフ魔・デ族ーモンとのやりとりを眺ながめているだけ。

「あんたたち二人ぽっちじゃあ力不足だ、って言ったのよ。……ま、あたしたちの実力を知らない以上、しかたないと言えばしかたないかもしれないけど……無む能のうな上じよ司うしの命令か、自分の勝手な判はん断だんなのかは知んないけれど、ここはまあひとつ、出てきた以上は不運と思って、おとなしくヤラレ役に徹てつしてちょーだい」

「はっ。勝手にほざいてやがれっ！」

　半ハーフ魔・デ族ーモンは、ちらり、とゼロスの方に視線を走らせ、

「バルグモン様はなぁ、注意するのはそこのくそ坊主だ、とおっしゃってたよ！　なあ」

　相あい棒ぼうに同意を求められ、しかし狼ワー人ウ間ルフはぶっきら棒ぼうな口くち調ようで、

「確かに。しかし、他のがたいした相手ではない、などとも聞いてはいないが」

「……ま……まあ、確かにな……」

　いきなり弱気になる半ハーフ魔・デ族ーモン。

「……確かにこの坊主……こいつとは、どういうわけだか、どぅにも戦いたくねぇ。となれば他の連中も、油ゆ断だんのできねえ奴やつら、ってことか……」

　……ここまできていきなり弱気になるのなら、はじめっから、あんまし大きな口をきかないでもらいたいもんである。

「しかしとにかく、だ」

　半ハーフ魔・デ族ーモンは、にっ、と笑うと、

「今さら、なかったことにしてどこかに引っ込こむ、ってなわけにもいかねぇだろ？」

「そうね──あなたたちには、新しいアジトの場所も聞きたいし」

「ふっ……聞けるもんなら……」

　半ハーフ魔・デ族ーモンのことばが終わらぬそのうちに──

　狼ワー人ウ間ルフが、やおらあたしに向かってダッシュをかけた！

　背中の剣には手も触ふれず、右のカギ爪づめをひるがえす！

「なっ──!?　しまっ……」

　今から後ろに飛び退のいても、とうていよけきれるものではない！

「ちっ！」

　あたしは迷わず、獣じゆう人じんに向かって体あたりをかける。

　どんっ！

　どんな武器でも、間ま合あいとタイミングとを外しさえすれば、その破はか壊いり力よくは激げき減げんする。獣人の爪も、あたしの背中を、マントの上から叩たたいただけである。

　だが問題は左のカギ爪！

　──まずったか!?──

　思った瞬しゆん間かん、獣人の蹴けりがあたしのみぞおちに入る。

「ぐっ!!」

　──これは──ちょっと効きいた──

　たたらを踏ふみながらも、なんとか倒れるのだけはこらえたが……

　見るとすでに、狼ワー人ウ間ルフと、ブロード・ソードを抜き放ったゼルガディスとがにらみあっている。

　……なるほど……あそこであたしに、左の爪つめで攻撃をしかけていたなら、たとえあたしを倒せたとしても、次の瞬間、ゼルに斬きり倒されている。それをおそれて、単にあたしを蹴り飛ばすだけにとどめたのだろう。

「くふぅっ！」

　大きく後ろに退さがりつつ、狼ワー人ウ間ルフははじめて背中の剣を抜き放つ。

「ちぃっ！」

　いきがかり上しかたなく、半ハーフ魔・デ族ーモンもつっこんで来る。狙ねらいは──アメリア！

「火フアイ炎アー・球ボール！」

　彼女の放った光の球は、まともに半ハーフ魔・デ族ーモンに直ちよく撃げきする！




　ごぐわぁぅっ！




　爆ばく風ふうが、半ハーフ魔・デ族ーモンの体を吹っ飛ばし、近くの立木にたたきつける。が──

「……く……くふふふ……」

　ゆらり、と身を起こす半ハーフ魔・デ族ーモン。

「……効きかねぇなぁ……おれの体に火フアイ炎アー・球ボールなんて……」

「火フアイ炎アー・球ボール！」

　ごたくをのべる半ハーフ魔・デ族ーモンに、かまわず彼女の火フアイ炎アー・球ボール第二弾！

　どがごぉぉんっ！

　さらに吹っ飛びはしたものの、やはりゆっくりと身を起こす。

「……だ……だから……」

「もうひとつ火フアイ炎アー・球ボールっ！」

　ばごどぉぉぉん！

「……い……いやあの……」

　よろよろと身を起こす半ハーフ魔・デ族ーモン。

　……なるほど。

　火フアイ炎アー・球ボールの炎自体が相手に通用しなくても、吹っ飛ばされて叩たたきつけられれば、衝しよう撃げきがダメージになる。

「さらに火フアイ炎アー・球ボール！」

　がごわぁぁぁぁぁん！

　さらに、こうして呪じゆ文もんをぶちかまし続ければ、半ハーフ魔・デ族ーモンの方は戦闘に参加できない。

　となれば、狼ワー人ウ間ルフひとりにこちらは三人。勝負はモロに見えている。
















　獣じゆう人じんは今、ゼルガディスと、剣を交えているまっ最中。

　むろんあたしも、解説係に徹てつするつもりはない。呪じゆ文もんは唱となえ終わっている。

　ゼルと獣人が、大きく離れたその瞬しゆん間かん──

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

「ちぃっ！」

　しかし狼ワー人ウ間ルフは、これもまた、大きく後ろに跳とびかわす。

「……やはりまだ甘あまく見ていたか！」

　言うやいなや、そのままくるり、と背を向けて、

「退たい却きやくだ！　犬死にしても誰だれも喜ばん！」

　言うなり木立の中に走り込こむ。

「──わ……わかった！」

　答えると、ややおぼつかない足取りで、半ハーフ魔・デ族ーモンもそのあとを追う。

「追うぞっ！」

　ひとこと声を上げ、獣人たちに続いて木立に突っ込むゼルガディス。

　あたしとアメリア、そしてゼロスの三人も続く。

　むろん獣けもの道みちすらついてはいない。下した生ばえや、生い茂る木々の枝などで、動きにくいことこの上ないが、獣人たちの方もまた、半ハーフ魔・デ族ーモンの方にダメージがやはりあるのだろうか、スピードはあまり速くない。ここが森の中でなければ、てっとり早く、空からの追つい撃げきもできるのだろうが……

　追跡はえんえんと続いた。

　いつもにこやかなゼロスくんをのぞく三人の表情に、いーかげん、疲れの色が見えてきたころ、獣人二人はようやく森を抜ける。

「……やっとかよ……」

　さすがにぼやきつつ、木々の間からとび出すゼル。

　そこはどこかの村の入り口。

　獣人たちは、まっしぐらに村の中に飛び込む。

　牛を引っ張ってるにーちゃんだの、追いかけっこをしていた子供たちだのが、驚おどろきと恐きよ怖うふの声を上げながら逃げていく。

　──えぇいっ！　またやっかいなところに逃げ込むっ！

　あの風ふう体ていでは、かくまってくれる者などいないだろうが、身をかくすところはあちらこちらにあるだろうし、追うこちらとしても強ごう引いんなまねはできない。

　それにむこうにしてみれば、村人を人ひと質じちに取るというテも使える。

　連中がおかしなまねをはじめる前にとっ捕つかまえてしまいたいのだが……

　獣じゆう人じんふたりは、村のまん中の大通りをひたすらつっ走ってゆく。

　それを追つい撃げきする四人。

　──あんまし好ましい事態とは言えない。このままでは、イタチごっこどころか、へたすりゃまんまと逃げられてしまう。

　と──

　獣人ふたりが、やおらぴたり、と足を止めた。

　あたしたち一行も、すこしの間まを置いて立ち止まる。

　場所はちょうど村の中心あたり。

　──ひらきなおって決着でもつけるつもりか──

「とうとう観念したようねっ！」

　びしぃっ！　と、獣人たちを指さして、アメリアは高らかに声を上げる。

「いつの世も、悪の栄えたためしはないのよっ！」

「……けっ……四人がかりで二人を追いまわして正義づらかよ……単なる弱いものいじめじゃねーのかよ？」

　半ハーフ魔・デ族ーモンのなかなかのスルドいツッコミに、しかしアメリアは毛ほども動じず、

「いいえっ！　これが友情の力！　団結の力なのよっ！」

　おくめんもなく言い返す。

　思わずあさっての方に、視線をそらすほか三名。

「……まあ、なんとでも言いな。とにかくおれたちも、いいかげん逃げ回るのにもあきちまった。ここいらで決着をつけちまおうじゃねえか……」

　あたしの背中を、一いつ瞬しゆん、いやな予感が走る。

「のぞむところよっ！」

　力いっぱい答えるアメリア。

　半ハーフ魔・デ族ーモンは、にぃっ、といやな笑みを浮かべると、

「──だとさ！　聞いたかよ！　みんな！」

　大声を上げたそのとたん──

　──なっ!?

　ゼロスをのぞくあたしたち三人は、小さくうめき声を漏もらす。

　建物や、屋台や荷車の陰かげから、まあ出てくるわ出てくるわ。

　ざっと見渡して、二十人近い獣人たちが、あたしたちのまわりをとり囲む。

「……罠わなか……」

　苦い口くち調ようでつぶやくゼルガディス。

「そういうこった」

　答えたのはまたもや半ハーフ魔・デ族ーモン。

「クロツ様はな、てめぇらの力くらいはきちんと摑つかんでらっしゃるんだよ。……なにしろ、うちでも強さなら五本の指に入る、ヴェドゥルとギルファのコンビを倒しちまうんだからな。そんな連中相手に、たったふたりで勝てるわけがねえわな」

　……やっぱり……あたしたちをここまでおびき寄せるためのおとりだったか……

　まあ、『やっぱり』などとえらそーに言ったところで、あたしがそれに気づいたのは、獣じゆう人じん二人が村のまん中で立ち止まった時だったのだから、どーしようもなかったことは事実だが。

　もはや道は獣人たちであふれかえっている。ヴェドゥル・ギルファのコンビより弱い連中だとしても、これだけの数を相手にするのはかなりキツい。

　これが村の中などではなく、敵との距離もある程度離れていたなら、竜ドラグ破・ス斬レイブの一発もぶちかましてやるところなのだが……

　どうやら敵は、こちらの主力が呪じゆ文もん戦力と知って、こんなところまでおびき寄せたようである。

　こと白兵戦となれば、ゼルガディスはかなり剣も使える。あたしも、敵の攻撃をなんとかしのぐ程度のことはできるだろう。しかし──

　ゼロスの得え物ものは杖つえ一本、アメリアに至っては丸まる腰ごしである。

「ま、おれたちとやり合うはめになったのが、不運と思ってあきらめてくれや。悪いけど、な」

　聞きおぼえのある声に、あたしは思わず後ろをふりかえる。

　これももちろん獣人なのだが、ほかの獣人たちよりさらに、頭ひとつ分背が高い。

　人と、どうやら虎とらとの合成らしいが、その顔を覆おおう獣じゆう毛もうは、銀しろがね色に輝いている。

　──白びや虎つこ──!?

　同じく銀の色をした、おかしなデザインのプレート・メールをびっちり着込み、手には大ぶりのバトル・アックス。

「──デュクリス──だったっけ？」

　あたしのことばに彼は一いつ瞬しゆん、きょとん、とした表情を浮かべ、

「──あ……その声……あの時のぼうずか!?」

　とまどったような表情で、左手で、かるく頭を搔かきながら、

「……そーかそーか……そーいうことだったか……いやいや……しかし、女だったとはねぇ……参ったな、こりゃ……」

「……デュクリスさん、なごまねえでくださいよ」

　抗議の声を上げる半ハーフ魔・デ族ーモンに、気楽な口くち調ようで、

「いいじゃねえか。どうなるもんでもなし。……しかしこりゃ戦いにくいなぁ……一回なごんじまったもんなぁ……」

　さらに頭をぽりぽりと搔かく。

「……知りあいなの？　リナ」

「説明はあとでするわ」

　尋たずねるアメリアにつぶやくあたし。

「──ひとつ聞かせて」

　あたしはデュクリスに問いかける。

「あなたたち、どうしてそうまでクロツにしたがうの？　人の体を捨ててさえ。魔ま王おうを信じ、魔まじ獣ゆうを復活させ、世界をめちゃくちゃにしちゃうかもしれない男なのよ！」

「──お嬢じようちゃんにはわからねえだろうよ──」

　デュクリスは、哀かなしい声でつぶやいた。

「おれたちは──ここにいる連中のほとんどはな、一度は死にかけた奴らばかりなんだよ。

　たとえばおれなら、仲間に捨すて駒ごまがわりに使われた流れの傭よう兵へいさ。キズを負って死にかけていたのを、拾って助けてくれたのがクロツさんさ。──合キ成メ獣ラ化ってテを使って、のことだがな」

「なるほど。そうやって自分の手駒を増やしていったわけですね」

　しゃあしゃあと、ミもフタもないことを言うゼロス。

　しかしデュクリスは腹さえ立てず、

「──わかってるさ。しょせんおれはここでも『駒』でしかないことはな。

　けどなぁ。もうおれには、ここの他に行くところなんかどこにもねえのさ。

　たぶん──他の連中も似たようなもんだろ。──誰だれもそんなこと言わねえけどな」

「いずれにしても、早い話が戦うしかない、というわけか」

　ゼルガディスは、すでにブロード・ソードを抜き放っている。

「──ゼロス」

　あたしはとなりに立つ彼に、そっと耳うちをする。

「あんまし派は手でなことはしないでね」

「地味なことならいいんですね？」

　問い返されて、あたしはしばし考える。

「……なるべくなら死んだふりでもしていてもらった方がいいんだけど……」

「──はじめようや。話していてもただただ時間が過ぎるだけだ……」

　デュクリスは、疲れた調子でそう言った。




「いくぜぇぃっ！」

　まず動いたのは半ハーフ魔・デ族ーモン。さっきのお返しとばかりに、アメリアめがけてつっ走る。

　その正面に、カバーに入るゼルガディス。

　アメリアは、呪じゆ文もんの詠えい唱しように入っている。

　この呪文は──崩ラ・霊テイ裂ルト！

　敵単体にしか効果はないが、威いり力よくは必ひつ殺さつ。ブラス・デーモンあたりの相手でさえ、ただの一撃でうち倒す。

　たしかに今のこの状じよう況きよう、確実に、一匹ずつ片づけていくよりほかに手はない。

　別の数匹が、やはりアメリアに向かって進んでゆく。

　あたしは呪文を唱となえつつ、腰のショート・ソードを抜き放ち、同じくアメリアのフォローに入る。

　そして──デュクリスが動く。

　じゃっ。

　小さな音とともに、銀色の兜かぶとが彼の頭をすっぽりと覆おおう。おそらくは、背中にでもはね上げていたのだろう。

　片手にバトル・アックスを、いとも軽々とにぎりしめ、滑すべるような速さで突っ込んでくる。

　がぎっ！　

　半ハーフ魔・デ族ーモンのロング・ソードとゼルガディスのブロード・ソードとがまっ向から火花を散らす。

「とった！」

　声を上げつつ半ハーフ魔・デ族ーモンが、左でふるうショート・ソードの一撃を、ゼルは左の手のひらで受けとめる！

「──なんだとっ！」

　驚おどろきの声を上げる半ハーフ魔・デ族ーモン。

　一方デュクリスと、ほかの獣人数人も、それぞれ別の方から、こちらに向かって突っ込んでくる。

　どちらかを術、どちらかを剣で牽けん制せいするしかないのだが──

　いくらなんでもデュクリスの巨体とバトル・アックスを、剣でどーにかできる自信はない。

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　あたしはまず、デュクリスにむかって術をぶちかます。

　たとえクロツの獣じゆう人じんとはいえ、これをまともに受けるわけにはいかない。デュクリスが身をかわしたそのすきに、アメリアの方へと向かう他の獣人たちを、こちらは剣でなんとか牽制する──つもりだった。

　が──

　デュクリスはよけようとすらしない！

　ばぅっ！

　烈エルメ閃キア・槍ランスの直ちよく撃げきをまともに食いながら、倒れもせずに突っ込んで来る！

　話がちがうっ！

「アメリア！　ゼル！　よけてっ！」

　叫んで身をひるがえすのがせいいっぱい。

「──なんだっ!?」

　あわてて剣を引き、身をひるがえすゼルガディス。そしてアメリアは──

　まだ動かない。

「アメリア！」

「死ねぇっ！」

　別の方から突っ込んで来た獣人たちが、アメリアに向かって剣をふり降ろす！

　その瞬しゆん間かん──

　アメリアが動いた。

　ふわり、と身をひるがえすと、あっという間に獣人のま後ろに立っている。

　──速い！

　続く動作で、後ろ蹴げりを獣人にたたき込んでいる。

「うぅおっ？」

　蹴けりの威いり力よくはそれほどのものでもなさそうだが、獣人たちには、それまでのいきおいというものがある。バランスを崩くずしたままで、デュクリスにまともに突っ込む。

　………なんだ……けっこぉ体術使えるんじゃないか……アメリア……

「──っと！　『油ゆ断だんするな』って言っといたろ！」

　デュクリスは、空いている方の手で、突っ込んで来た獣じゆう人じんを軽々と受け止めた。

　その時、アメリアの呪文が完成する！

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　力あることばとともに、デュクリスの体を青い火柱が包む！

　彼がこの攻撃部隊のリーダーと知って、まっ先に叩たたいたのだろう。

　やがて、青い火柱はふつりと消える。

　すでに今の一撃で、デュクリスはこと切れている──はずだった。

　──が──

「……なるほど……なかなか大したもんだ」

　いとも平然たるデュクリスの声。

「……なっ……!?」

　絶句するあたしとアメリア。

「なぁに──クロツさんからもらったこの甲かつ冑ちゆうのおかげさ」

　デュクリスは言った。

「封ふう魔ま装そう甲こうザナッファーの、な……」








　　　四、白しろ銀がねの　魔獣ふたたびよみがえる









「──ザ──」

　ふたたび絶句するあたしたち。

　……い……言うにことかいて封ふう魔ま装そう甲こうザナッファー!?

「ちょっとゼル！　これって話が違うじゃないっ！」

「おれに言われても知らんっ！」

　……そりゃそーか……

　しかし、デュクリスの言うように、『ザナッファー』が、単に呪じゆ文もんをはじき返す防ぼう御ぎよ装甲だとすれば、むしろこちらにとっては好こう都つ合ごう。やりようなどはいくらでもある。

　なんにしろ、今はとにかく、戦えるだけ戦うっきゃないっ！

　デュクリスを倒すことができないとしても、ほかの連中ぶち倒し、この場を突とつ破ぱするくらいのことはできるはず。

　……ゼロスがもう少し役に立ってくれれば、なんとかなるんだろうけれど……

　むろん今でも、彼はじゅーぶん役に立っている。

　戦いがはじまった時点から、『わー』だの『死ぬー。殺されるー』だのと、相手を馬ば鹿かにしまくった声を上げながら、獣じゆう人じんたちのくり出す剣のことごとくを、いとも軽々とかわしている。

　それをいつものにこにこ笑いのままでやっているものだから、獣人たちの方としては、これが面おも白しろいはずはない。

「黙だまれっ！　馬鹿にしやがって！」

「動くなっ！　じっとしてろっ！　殺されろっ！」

　などと口々に罵ば声せいをあげながら、ムキになってゼロスに切りかかってゆく。

　この数が、およそ十人強。

　敵戦力の半数以上をたったひとりで引きつけているのだから、決して役に立ってないわけではないのだが……

　かと言って、『かまわないからやっておしまいっ！』などと言ったが最後、なにしろこの男のことである。獣人たちを、この村ごとふっとばしかねない。

　……まあここはひとつ、地道によけていてもらおう……

　しかし、これだけの獣人たちの攻撃を、やすやすとかいくぐり続けるゼロスの体術──これこそまさに驚きよ異ういと言っていいのだろうが、あたしには、それをゆっくりと観察しているひまなどない。

　ゼロスにくらべればマシだと言っても、こちらとて、戦力比はざっと一対三。しかも相手の中には封ふう魔ま装そう甲こうを着き込こんだデュクリスもいる。

「しゃあうっ！」

　虫の顔をした獣じゆう人じんが、あたしに向かって剣を振ふりおろす。

「なんとぉっ！」

　ショート・ソードでこれを受ける。

　この連中、腕の方はやはり、ヴェドゥルなどと比べるとかなり劣おとる。剣を使って一対一で戦えば、あたしとほぼ互ご角かく、といったところか。

　獣人は、そのまま剣を押しつけてくる。

　こちらとしては、剣を離して間ま合あいを取りたいところなのだが、あたしが退さがればむこうはその分前に進む。

　そして──

　ひゅっ！

　獣人のわき腹あたりから、やおらもう一対の手がとび出す。その先に握にぎられた小さな刃！

「えぇいっ！」

　あたしは獣人のみぞおちに蹴けりを入れ、その反動で大きく後ろに跳とび、着地する。

　──今の瞬しゆん間かん、獣人の手にしたナイフがあたしの右足を浅く切っている。動くぶんにはそれほどさしつかえはないが、やっぱし少々痛い。

　さらに切りかかって来た別の獣人の一撃から身をかわしつつ、あたしは呪じゆ文もんを唱となえる。

「させるかよっ！」

　またまた別のがなおもしつこく切りかかってくる。

　だぁぁぁぁぁっ！　うっとーしぃっ！

　ごべっ──

　かなり景気のいい音を立て、そいつは地面に突つっ伏ぷした。

　──アメリア！

　彼女の蹴りが、まともに獣人の頭をとらえたのだ。

　あたしは親指一本立てて、彼女にあいさつを送ると、なんとか唱え終わった呪文を解とき放つ。

「霊ヴ＝呪ヴラ法イマ！」

　ごぐんっ！

　大地が鳴動し、もごりっ、と大きく盛り上がる。

　集まった土ど砂しやはやがてその形を変え──

　一体の土ゴ人ーレ形ムがそこに生まれた。

　地の精せい霊れいに働きかけ、土を人の形と化し、あたりを浮遊する低級霊を憑ひよ依ういさせて操あやつる術である。

　身長は、獣人たちの倍近く。

『うぉをっ!?』

　あわてふためく獣じゆう人じんたち。

「行けっ！　土ゴ人ーレ形ム！」

『[image: ]っ。』

　岩のきしむような音を立て、手近にいる獣人の一匹に拳こぶしをふり下ろす。

　ごげっ。

　さすがの獣人も、ひとたまりもなくぶち倒れる。むろんそのまま動かない。

　まずはひとり。

「はっ！　たいした力だねぇ！」

　全力で土ゴ人ーレ形ムに向かってつっこんで行くデュクリス。

「がんばれっ！　土ゴ人ーレ形ム！」

『[image: ]っ。』

　あたしの指令（？）にこたえて、土ゴ人ーレ形ムは、デュクリスにむけて拳をふり上げる。

「だが──遅いっ！」

　どごぅっ！

　バトル・アックスの一撃が、にわかづくりの土ゴ人ーレ形ムを、いともやすやすとうち砕くだく。

　……なんつーパワーだ……こいつは……

　そのデュクリスめざして、まっしぐらに突っ込こむゼルガディス。

　ムチャだってばっ！

　だがしかし、デュクリスと刃を交えるその直前、彼は大きく横に跳ぶ。

　前へと向かういきおいは殺さぬままで、デュクリスの横をすりぬけ、その後ろにいる半ハーフ魔・デ族ーモンへと向かう。

　デュクリスに向かったのはフェイントか。

「見えすいたテをっ！」

　せせら笑いつつ、ゼルをむかえうつべく剣をふり上げる半ハーフ魔・デ族ーモン。

　が──

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　ゼルの上げた声とともに、半ハーフ魔・デ族ーモンの体を青い火柱が包んだ。

　くずおれる半ハーフ魔・デ族ーモンの横をさらにすり抜け、その後ろにいた獣人に切りつける。

「うおっ!?」

　今の今まで他人ひとごとのようなつもりでいたのだからたまらない。それでもなんとか受けにいった剣を一撃めではじき飛ばされ、二撃めであっさりと切り倒される。

　これで三人！

　あたしはすでに、次の呪じゆ文もんの詠えい唱しように入っている。

　そこにふたたびつっかかってくる昆こん虫ちゆう人間。

　──しつこいっ！

　またもや剣で受けながら、こんどは受け流しざまに足をひっかけ、いそいで後ろに回避する。

　こぅっ！

　一いつ瞬しゆんのよろめきを見せた昆虫人間に、アメリアの崩ラ・霊テイ裂ルトがきまる。

　なんとか四人。

　だがしかし、それまでゼロスにじゃれついていた連中のうち何人かが、あたしたちの戦いぶりを見て、こちらに向かう。

　……いくらなんでもキツいぞ。これは。

　そして──

「ふぅっ！」

　デュクリスの放ったまわし蹴げりを、アメリアは、後ろにかるく跳んでよける。が──

　ばぢっ！

　まともに吹っ飛んで地面に転ころがる。

　──しっぽか!?

　まわし蹴げりをよけたその刹せつ那な、獣人のものか『ザナッファー』のものかは知らないが、しっぽが彼女の胴どうをまともに打ちすえていた。

　すぐに身を起こしはしたものの、今のはかなりこたえたようである。

　デュクリスが、バトル・アックスをふりかぶる。

　その後ろから、無言で迫せまるゼルガディス。

「ふっ！」

　一いつ挙きよ動どうでふりかえりざま、デュクリスのバトル・アックスが一いつ閃せんする！

　ぎぃぃん！

　硬く乾かわいた音とともに、ゼルのブロード・ソードが折れ飛んだ。

　いかん。とことん不利だ。

　あるいは──なんとかデュクリスの不意をついてあヽれヽを使うか!?

　呪タリ符スマンの助けで使えるようになった術なのだが、まだいろいろと問題がある。

　それになにより、デュクリスに当たらなければ意味はない。

「ちぃっ！」

　あたしが一いつ瞬しゆんの迷いを見せているうちに、ゼルガディスは小さく声を上げ、さきほど彼が崩ラ・霊テイ裂ルトで倒した半ハーフ魔・デ族ーモンに向かって走る。

　半ハーフ魔・デ族ーモンの持っていた剣を拾うつもりだろうが──

「させるかよっ！」

　狼ワー人ウ間ルフタイプの獣じゆう人じんがゆく手を阻はばんだ。

　ふりおろされた剣を、自分のへし折れた剣の根元ちかくで、それでもかろうじて受けとめる。

　なんとかフォローに入りたいところだが、あたしもアメリアも、ほかの獣人たちの相手で手いっぱい。

　ゼルの背後から迫せまるデュクリス！

「ゼル！」

　後ろから迫る獣人に気づいてはいるようだが、身うごきがとれないでいるらしい。

　やばいっ！

　バトル・アックスが風を切る！

　ぢぃっ！

「ぅおぅっ？」

　はじめて──

　デュクリスの巨体が大きく後ろに跳び退さがる。

　その手に持ったバトル・アックスは、柄えのすぐ先でずっぱりと斬きられ、ただの棒ぼうきれとなりさがっていた。

「──なんだっ!?」

　驚おどろきの声を上げたその瞬しゆん間かん、ゼルと切りむすんでいた狼ワー人ウ間ルフも、一条の光に胴どうを薙なぎ斬られ、どさりと台地に倒れ伏ふす。

「……今回はまた、えらくのんびりしてたもんだな」

「オレもたまには、いい場面持っていきたいからな」

　苦笑を浮かべて言うゼルガディスに、ガウリイは、答えて不敵な笑みを浮かべた。



















「ゆくぞっ！」

　ガウリイが跳ぶ。デュクリス目ざして。

　手にした剣は、すでに『光の剣』モードである。

「ちちぃっ！」

　あせりの声を上げ、さらに後ろに退さがるデュクリス。

　ガウリイは追わない。

　やおら進路を変更すると、手近にいた、ほかの獣じゆう人じんたちに向かって切りつける。

　──戦せん況きようは一変した。

　ガウリイの腕もさることながら、なんといっても得え物ものが光の剣。へたに剣で受けようもんなら、構えた剣ごとまっ二つ。

　今まで出番がなかったぶんの、うっぷんが一気に噴ふき出しでもしたかのように、まあ、斬きるわ斬るわ。

「──好きほうだいをやってくれるなっ！」

　もとバトル・アックスだった棒ぼうきれを投げ捨てて、デュクリスが吠ほえる。

　右手を高々とさし上げて──

　ヴゥンッ！

　握にぎりしめたこぶしの中から生まれる一条の光。

　まさか──光の剣!?

　しかしデュクリスの生んだそれは、まぎれもない光の束。

「だがそいつもここまでだっ！」

　ガウリイに向かってつっ走る。

　獣人の『光の剣』が風を薙なぐ！

　二本の光の剣が真っ向からぶつかり合った！

　バシュゥッ！

「──なっ!?」

　その瞬しゆん間かん。

　いともたやすく吹き散らされたのは、デュクリスの光の剣だった。

　そのままガウリイの光の剣は、デュクリスの右手と胴どうを薙いでいた。

　──決着は、この時ついた。




　デュクリスを失ったあとの獣じゆう人じん軍団はもろかった。

　ひとり、またひとりと次々に倒され、結局は数匹が逃げ去ったのみ──

　あとに残ったのは、おびただしい数の獣人たちの死体──

　そのうち数人にはまだ息がある。

　たとえば──デュクリス。

　右手を失い、腹を半なかばまで切り裂さかれながらも、まだかろうじて息はあった。

　さすがに膝ひざをついたまま、

「──何なんだ──あの武器は……？」

　視線はあたしの方を向いている。

「あれが──伝説の光の剣よ」

　答えると、獣人はかすかに笑みを浮かべ、

「──なるほど……ザナッファーがいるなら……光の剣があってもおかしくねぇわな……

　しかし……一体なんて武器だ……『光』まで斬きりやがった……ほとんど反則だぜ……あれじゃあ……」

　言ってごふりっ、と血を吐はいた。

「──行くんだろ──クロツさんのところへ──」

「──ええ──」

　あたしはうなずく。

「──ひっかけられたな──新しいアジトはマインの南──湖のむこう側だ……近道があってな……先回り……させてもらった……」

「……なんで……教えてくれるの？」

「──わからん──だがたぶん──おまえさんが気に入っちまったからじゃねぇか──」

　ふたたびデュクリスは血を吐く。その瞳ひとみからは、光が消えつつあった。

「……だが……気をつけな……グヽロヽウヽヅヽの……ザヽナヽッヽフヽァヽーヽは……おれよりも──」

　──ずぅん……

　重い音を立て、彼はその場に倒れ伏ふす。

　それが、獣人デュクリスの最さい期ごだった。

「知りあい……だったの？」

「──ん──」

　アメリアに問われてあたしは、あいまいな返事をする。

　しかし──彼の最期のことば。

　グロウヅのザナッファー。

　ザナッファー・タイプがもうひとつ存在する!?

　デュクリスよりも──どうだと言うのだろう？

　などとあたしが考えていると──

「──なんとか無ぶ事じだったようだな」

　ガウリイが、あたしの頭にぽんっ、と手を置いたそのとたん──




　どげしぃぃぃっ！




　あたしの放ったアッパーが、まともに彼のあごに入る。

「──なっ──何をいきなりっ!?」

「何をいきなり、じゃないでしょーがっ！……ったく……一体今まで、どこをほっつき歩いてたのよっ！　あんたはっ!?」

「ど……どこを……ってだから、お前さんやアメリアを探して……」

「ほほぉぉぉぉぅ。それじゃあ聞きますけどねぇ」

　あたしはずずずずずぃっ、とガウリイに詰つめ寄ると、

「あたしたちとはぐれた場所とか、連中の本ほん拠きよがあったマインの村ってぇのならともかく、なんでこんなハズれた所にいきなり現われたのよ？」

「おぉっ！　それだっ！」

　あたしのことばに、やおらぽんっ、と手を打つガウリイ。

「……何が『それだ』なのよ？」

「マインの村だ！……いやー、あのあと、なんとか獣人連中ふりはらって逃げのびたんだけどな。あたりを探してもお前さんたちの姿はない。

　しかたないからとりあえず、連中の本部があった村まで戻もどろうと思ったんだけど……

　いゃあ。それが、村の名前も場所も忘れちまってて、ついついこんな所まで……」




　すぱぁぁぁぁぁん！




　あたしは手にしたスリッパで、ガウリイの頭をひっぱたく。

「そんなくそしょーもないことで道に迷うなぁぁぁっ！　おかげであたしたちがどんなに苦労したことかっ！」

「──ちょっ！　ちょっと待てっ！」

「言い逃れをしようったってムダよっ！」

「そうじゃなくってっ！　そのスリッパ、どこから生えたっ!?」

「ふところから取り出したのよっ！」

「……な……なんでそんなもんがそんな所に……？」

「こんなこともあろうかと思って、しばらく前に宿屋でパクっといたのよっ！」

「……こ……こんなこと、って……一体……」

　一いつ瞬しゆん落ちた沈ちん黙もくに、横からアメリアが声をかける。

「リナっ！　ゆーちょーに夫め婦おと漫まん才ざいやってる場合じゃないわっ！」

「だっ──誰だれが夫め婦おと漫才よっ!?」

「さっきの獣じゆう人じん、たしかに最さい期ご、『アジトはマインにある』って言ってたわよねっ！」

「……え……ええ。確か南の湖のむこうとか何とか……」

「──なるほど。そんな所でしたか」

　声はゼロスのものだった。

　あたしたちに向かってぺこり、と一礼すると、

「ではそろそろ──みなさんとはお別れした方がよさそうですね」

「どういうことよ!?」

　問うアメリアに、いつもと変わらぬ笑みを返し、

「勘かん違ちがいをなさらぬように。

　あなたたちとゼルガディスさんは『仲なか間ま』ですけれど、僕は『敵ではなかった』というだけのことです。

　今まではたしかに、クロツさんたちの戦力もかなりありましたし、新しいアジトの場所もわかりませんでした。

　けれどこうなれば、もともと僕の狙ねらいも、ゼルガディスさんの狙いも同じ『写本』。

　僕は『写本』をゼルガディスさんにお譲ゆずりするつもりはありませんし、あなたとしても僕に譲ってくださるつもりはないでしょう？」

「──書かれている内容にもよるがな」

　不きげんな口くち調ようで答えるゼルガディス。

　聞いてゼロスは、なぜか満足そうにうなずくと、

「つまり、あなたたちと僕とは『競争相手』になってしまったわけです。となれば意味なくいっしょにいて馴なれ合うのは、やめにした方がいいでしょう」

　あたしたちのしばしの沈ちん黙もくを、消極的な肯こう定ていと受け取ったか、

「──では、僕はこれで」

　言うなりくるり、ときびすを返し、ぼーぜんとしているあたしたちには一いつ切さいかまわず、通りの角を曲がって消える。

「──ちょっ……ちょっとぉっ！」

　思わずあたしはあとを追い──

　通りの角で立ちつくす。

　もはやそこに、黒い神プリ官ーストの姿はなかった。

「──ひょっとしたら──あいつが一番やっかいな相手かもしれんな……」

　後ろでゼルがぽつりとつぶやいた。




　一行がマインへと戻もどってきたのは、それからさらに二日後のことだった。

　クロツたちに対して、合計六日の遅れである。

　しかし今はこちらにも、『光の剣』を持つガウリイがいる。

「──問題は、どう攻めるか、よね」

　クロツたちのアジトを前に、しげみの前で作戦会議。

　たしかにデュクリスが最期に言い残した通り、マインの南にひろがる湖のそばに、またまた埋うまった遺い跡せきらしきものが見える。

　これもまた、レティディウス時代の遺い物ぶつなのだろう。

　あたりに見はりらしき者の姿もない。

　罠わなか、それとも単に油ゆ断だんしているだけか。

「確かに今、クロツたちの戦力は激げき減げんしているはずだがな」

　ゼルガディスは低い声で言う。

「しかしだからこそ、何かの罠があるかもしれん。見はりのひとりもいないというのも気になるしな」

「……けどなんにしろ、行くしかないんだろ」

　ミもフタもない発言はむろんガウリイ。

「……そりゃそーなんだけど……

　──あっ！　こーゆーのどうかしら!?

　まずガウリイに、死ぬ気でひとりで突っ込こんでもらう。しばらくしてもガウリイが出てこなかったら、みんなであそこに向かって竜ドラグ破・ス斬レイブか何か連打する」

「いいわね。それ」

「おれも異義はない」

「……泣かすぞ……お前ら……」

　むろん半分は冗じよう談だんだが。

「けど実際、屋おく内ないじゃああんまし大きな攻撃魔まじ術ゆつも使えないし──」

　はた、とあたしはことばを切る。

　次の瞬しゆん間かん。




　ぐぐぉわっ！




　やおら炸さく裂れつする火フアイ炎アー・球ボール。

　むろんその時すでにあたしたち四人は、思い思いに散っている。

　火フアイ炎アー・球ボールの飛んできた方に目をやると、赤いローブの男が五人。そのうち四人は獣人、残るひとりは──

「お前たちの好きなようにさせるわけにはいかん。あいにく、な」

「ついに出たわねっ！　悪の副教団長っ！」

　朗ろう々ろうと響ひびくアメリアの声。

「人間に、正義も悪もあるものか。あるのは強いか弱いかだけ。──きさまら俗ぞく物ぶつにはわからんだろうがなっ！」

　言うなり走り出すバルグモン。

　目標は──ガウリイ!?

　正気か？　このおっさん。

　ひゅしゅつ！

　銀の光がほとばしる。

　それも三本ほとんど同時に。

「うぉっ!?」

　声を上げて退さがったのは──なんとガウリイの方である。

　信じられない話だった。

　しかし事実として、バルグモンが繰くり出す左右二本の剣に、ガウリイがいきなり押されている。

　──こいつ──魔ま道どう士しじゃなかったのか!?

　そういえば確かに、思い当るふしもあるが……

「デュクリスが失敗したという報告は、ついさっき届とどいたよ！」

　バルグモンは声を上げた。

　むろんガウリイと切りむすびながら、である。

「あやつがこの場所を教えたことも、お前がやっかいな剣を持っていることもなっ！

　しかしそれも、抜く隙すきを与えず斬きり倒してしまえばそれだけのことよっ！」

　──確かに、バルグモンの技量はすさまじい。

　正直言って、あたしには、全然太た刀ち筋すじが見えなかったりする。

　ガウリイの剣技もじゅーぶん人間離れしているのだが、その彼に、間ま合あいを取ることすら許さない。

　なんとか手助けしたいところだが、あたしたち三人も、獣じゆう人じんたち四人と、すでに交戦している。

　たとえそうでなくても、ガウリイが苦戦するレベルの戦いに、おいそれとちょっかいが出せるわけは──

　──いや！　手はある！

「ゼル！　アメリア！」

　かかって来た獣人の剣を、ショート・ソードではじきつつ、あたしは声をはり上げる。

「しばらく時間かせいでっ！　こーなったらあたし、竜ドラグ破・ス斬レイブで連中のアジト吹っ飛ばしてやるわっ！」

「なっ！　なにぃっ!?」

　さすがに動揺するバルグモン。その一いつ瞬しゆんのすきをついて、ガウリイは、大きく後ろに跳び退さがる。

　しかしこの時。

　ずぐぅんっ！

　聞きまちがえようのない爆ばく発はつ音おんが、連中のアジトの奥から響ひびいて来た。




「……ど……どういうことだっ!?」

　あわててガウリイから離れるバルグモン。あたしたち一同の顔をぐるり、と見渡して、

「──あいつは!?　あの坊主はどうしたっ？……くそっ……そういうことだったか！」

　勝手にひとりで納なつ得とくすると、急ぎアジトの方へと駆かけもどる。

「……バ……バルグモン様っ!?」

　あわててそのあとを追う獣じゆう人じんたち。

　……根こん性じようなし。

　むろんその方が、こちらにとっては好こう都つ合ごうだが。

「行くぞっ！」

　ゼルの声を合図に、四人はバルグモンたちのあとを追った。




「──ゼロスか──」

　入り口をくぐったとたん、ゼルガディスは、吐はき捨てるようにつぶやいた。

　足下に転ころがっているのは、ひとりの獣人の死体。

　たぶん見はり役だったのだろうが、その首から上だけがきれいに吹き飛んでいる。

　しかし、クロツの獣人に、なまはんかな術は効きかないはず。それをこんなふうに倒すというのは……もしもほんとうにこれがゼロスのやったことなら──

「あのひと、どんな技を使うの？」

「……知らん。おれも直接目にしたことはない」

　アメリアの問いに、ゼルはあっさりとかぶりを振ふる。

　あたしが目にしたのも、増ぞう幅ふく術じゆつを使った暴ブラ爆スト・呪ボムと、押し寄せてきた信者たちを強風で吹き飛ばしたくらいのもの。

「とりあえず──奥に進みましょ」

　あたしはみんなを促うながした。

　ここは、小さな部屋のようになっており、奥へと続く扉とびらはひとつ。

　開けるとそこには通路が続く。あちこちに魔法の明りが灯ともっており、本が読める程度の明るさはある。

　ざっと見たところ、かなり大きな地下施し設せつのようだが……

　あたしたちは、あたりを警けい戒かいしながらも進む。

　ゼロスくん──だと思うが、侵しん入にゆう者しやはかなり派は手でにやっているらしい。どこかで始しじ終ゆうばたばたと、遠い足音が行き交かい、時おり思い出したかのように爆ばく音おんが響く。

　のぞいたいくつかの部屋には熱気が立ちこめ、壁かべや天てん井じようは黒く汚よごれている。

　──明らかに、誰だれかが部屋に火フアイ炎アー・球ボールか何かをぶちこんだのだ。

「……あいつ……一体何考えてやがる!?」

　ゼルはロコツに舌打ちをする。

　おそらく、クロツたちを混こん乱らんさせるのが目的なのだろうが、もしもここいらの部屋のどれかに『写本』が隠かくされてでもいようもんなら、まず間ま違ちがいなく黒コゲである。

　ごぅん！

　そしてまたもや聞こえる爆発音。

　しかし、今度のは近い！

「あっちかっ！」

　一いつ斉せいに走り出す四人。

　その前を横切る人影ひとつ。

　あれは──バルグモン!?

　思わず足を止める四人。

　バルグモンも、一瞬ちらり、と視線をあたしたちの方に走らせるが、

「……ちぃっ」

　ひとつ舌打ちしただけでかまわずどこかへ走ってゆく。

　……あたしたちにかまっているひまはない、か。

「追うわよっ！」

　言ってあたしはためらうことなく、バルグモンのあとを追う。

　彼の背が、やがて一枚の扉とびらの向こうに消えた。

　あわててかけ寄るが──開かない。

「だめだ。鍵かぎをかけられてる」

　わかりきったことをガウリイが言うその時には、すでにアメリアが呪じゆ文もんを唱となえはじめている。

「そこ、どいて！」

　あたしがガウリイとゼルの二人を、扉の前からおしのけると同時に──

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　ごばぁっ！

　アメリアの術が、扉の鍵の部分を打ち砕くだく。

　そこは──小さな礼れい拝はい堂どうだった。

　おそらくは部屋を改装したのだろう。奥には小さな祭さい壇だんと、あまり実物には似てないが、赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥの像。

　そして向かいにもう一枚の扉。

　バルグモンは、その扉に手をかけたところだった。

　──さては──！

「写本はこの部屋に隠かくしてたのねっ！」

　ふりむくと、小さな笑みを浮かべるバルグモン。

　迷わず扉のノブを廻まわし──

　開いたその前に、黒い姿が佇たたずんでいた。

「──きさまっ!?」

　しかし、彼が動くよりも早く──

　ぽんっ！

　コミカルとさえ言える音を立て、バルグモンの頭がま横に吹き飛んだ。

　血しぶきが、魔ま王おうの像を朱あかく染そめる。

　残った体は、その場にずるり、と崩くずれ落ちる。

　そのむこうから姿を現わしたのは──言うまでもない。神プリ官ーストゼロス。

　一体いつの間に、バルグモンから奪うばったのか、彼の手には、一枚の紙きれが握にぎられている。

「──ふむ──」

　しげしげとそれを眺ながめてから、彼は満足そうにうなずいた。

「間ま違ちがいなく『写本』ですね。まんまと僕の陽よう動どうにかかってくれて助かりましたよ」

　……なるほど……あちこちに火フアイ炎アー・球ボールをばら撒まいたのは、あわてた連中が、『写本』の回収に向かうと踏ふんでか。

　しかし、えらく危険な賭かけに出たもんだ。まかりまちがえば『写本』も灰になるところである。

「──渡してもらおうか。それを」

　静かな声で言うゼルに、ゼロスはゆっくりとかぶりを振ふる。

「──いえいえ。こんな不完全なしろもの、ひとさまにお渡しするわけにはいきませんねぇ……

　それはそうとリナさん。あなた、ずいぶんとご懸け念ねんのようでしたね。

　僕がこれを一体どう扱あつかうつもりなのか」

　問われてあたしは、こくり、とうなずく。

　誰も、ゼロスとの間まを詰つめようとはしない。

　目のあたりにしてもなお、彼が一体どんな技でバルグモンを倒したのか、あたしたちにはわからない。

「──教えてさしあげましょう。──こうするんです」

　言うなり手の中で『写本』をくしゃっ、と丸めてつぶし──

　ぼっ！

　瞬しゆん間かん、それは燃え上がり、一いつ瞬しゆんにして灰と化す。

　──ふと──

　あたしは思い出していた。

　ディルス王国の『写本』も、誰だれかに焼かれたのだ、ということを……

「きさまっ！」

　思わず声を荒げるゼルガディス。

　しかしゼロスはしゃあしゃあと、

「分に過ぎた技術を持つと不幸ですよ」

　言い捨てるなり、ふわり、と身をひるがえし、扉とびらの外に姿を消す。

「……あの野郎っ！」

　あとを追うべく踏ふみ出した、ゼルの歩みは一歩で止まる。

　たった今、ゼロスの消えた扉の向こうに、ふたたび影が現われたのだ。

　ただし今度は、赤い影が三つ。

　クロツとそのとりまきの獣じゆう人じん二人。

　彼らの視線は、足下に横たわるものに注そそがれている。

「──バ──」

　よろり、とクロツは膝ひざを折る。

「バルグモン──！」

　たとえ頭が吹き飛んでいても、着ているものと体格で、誰か、くらいのことはわかる。

　ぎっ、とクロツは顔を上げる。

　その目に灯ともる増ぞう悪おの光。

「……きさまたちだな……きさまたちがバルグモンを……」

「違うわよ」

　言ってあたしはかぶりを振る。

「さっきあんたたちも見たでしょ。この部屋から出てった男。あいつよ」

「……くだらん噓うそをつきおって……」

　彼はゆらり、と立ち上がり、

「誰もここから出てなどこなかったぞ──『写本』はどうした!?」

　問われてあたしは肩かたをすくめる。

　今出ていった奴やつが燃やした、などと言っても、むろん信用しないだろう。

「……いいだろう……」

　みょーな笑みを浮かべてぽつりとつぶやく。

　キレてるぞー。たぶん、これは。

「──ヴァイレウス！　ルーディア！」

　かたわらに佇たたずむ獣じゆう人じんたちに声をかける。

『はっ！』

　声をハモらせ、ずいっ、と一歩前に出る。

　──来るか!?

「グロウヅを目覚めさせろ！」

　一いつ瞬しゆん──

　獣人たちが硬こう直ちよくする。

「──い！　いけませんっ！　クロツ様！」

「あれはもう、グロウヅなどではありません！　へたをすれば……」

　いきなり抗議の声を上げる。

　……なんだ……？

　クロツは二人を一いち瞥べつすると、軽けい蔑べつしきった表情で、

「──ならばこの場でこいつらを引きとめろっ！　グロウヅは私の手で目覚めさせる！」

　そのままくるりと背を向けて、もときた方に姿を消す。

「クロツ様！」

　ロコツにとまどう獣人ふたり。

「ちょっとあんたたち！　一体どーいうことなのよっ！」

「黙だまれっ！　きさまらなどに……」

　何やらわめきかける片方を、もう片方が手で制し、

「確か──デュクリスを倒した連中だったな」

「ああ」

　小さくうなずくガウリイ。

「──ならついて来い」

「……おっ……おいっ！」

　うろたえまくるもう片方を全まつたく無視し、

「どうする？　ついて来るのか？　来んのか？」

「──いいわ。行きましょう。話は途とち中ゆうで聞くわ」

　あたしはむぞうさに、獣人たちの方に向かう。

「ちょっと！　リナ！」

　アメリアが後ろで声を上げるがこれは無視。

「要点だけをまず言う」

　獣人は、あたしたちに背を向けながら、

「あんたたちには、グロウヅ──いや、ザナッファーを始末してもらいたい」




「一体何がどうなってるの？」

　獣人二人と、通路を奥に進みながらあたしは尋たずねた。

　むろんほかの三人も、なりゆきであたしについて来ている。

「ザナッファーってぇのは、魔まり力よくを封ふうじる鎧よろいじゃなかったの？」

「くわしいことは俺おれは知らん」

　足早に歩みを進めながら、獣人は言う。

「しかしグロウヅがあれを身に着けてから、おかしくなりはじめたことだけは確かだ」

　──あたしが本部に潜せん入にゆうした、あの夜のことか。

「クロツ様は、あの鎧は身に着けた者と同化し、成長する。その過程で、やや精神が不安定になっているだけだ、とそうおっしゃった」

「成ヽ長ヽすヽるヽ!?」

　あたしは思わず問い返す。

「それじゃ──ザナッファーっていうのは生きた鎧なわけ!?」

「だろうな」

　あっさりとうなずく獣じゆう人じん。

「安定するまで念のため、グロウヅは眠らせておく、とおっしゃっていたが……たぶん今はもう、グロウヅではなくなっているだろう。

　その前にも時々、奴やつは、自分が何者なのかわからなくなる時があるようだったし、一度など、それでいきなり暴あばれ出して、死人まで出た」

「……しかし、クロツ様のおっしゃる通り、単に安定していなかっただけかも……」

　反論するもうひとりの獣人に、彼はじろり、と一いち瞥べつを投げかけ、

「なら聞く。ザナッファーは完成した──きのう確かにクロツ様はそうおっしゃった。ならばなぜ、すぐに奴の眠りを解とかん？」

「──そ──それは……」

「もう一つ。ザナッファーが、生きて成長している以上、当然頭に浮かぶ疑問だが──奴は一体、何ヽをヽ食ヽっヽてヽ成長している？」

「──あ……!?」

　あたしは思わず一瞬足を止める。

「それじゃあまさか──ザナッファーの食料は……装そう着ちやく者しや自身!?」

『なっ！』

　ガウリイをのぞく全員の声がハモる。

「……盛り上がってるところを悪いんだが……よくわからん」

　のんびりとした声で問うガウリイ。

　ほんっきで悪いぞ。それは。

「つまり、『ザナッファー』って言うのは、いわば一種の寄きせ生いち虫ゆうよ。最初は宿やど主ぬしの体を鎧よろいの形で守りながら、当人にもわからないようにすこしずつ、宿主の体を食い、成長していく。そして宿主の体と意識を食いつくした時、ザナッファーは完成するのよ」

「……まだよくわからん……」

　だぁぁぁぁっ！　こいつはっ！

「『僕がきみを守ってやる』なんて甘あまいこと言いながら女に近づいて、ぼろぼろになるまでさんざん利用したあげくポイ捨てする、悪あく逆ぎやくスケコマシヒモ男みたいなもんよっ！」

「……なんとなくわかったよーな気がする……」

　結けつ構こう。

「けど、ンなりくつはともかく、早い話が倒せば終わり、なんだろ」

　そー思ってるなら聞くな。

　こんな場合でなかったら、スリッパでどつき倒すところなのだが……（むろんまだ持ってる）

「──ひとつ聞きたいんだけど──」

　ふと思いついて、あたしは獣じゆう人じんに尋たずねる。

「デュクリスは──そのことを知ってたの？」

「──ああ」

　獣人は重くうなずいた。

「知ってたはずだ。ザナッファーの二号を『着る』のを自分から志願したって話だ。

　……本当かどうかは誰だれも知らんがな」

「──そう──」

　あたしは小さくつぶやいた。

「それより、ザナッファーは始末してもらいたいが、クロツ様には傷ひとつつけるなよ」

「ずいぶん勝手な言い分ねっ！」

　もう一人の獣人のことばに、アメリアは不きげんに答える。

「なんだとっ！」

「……むずかしい希望だってことは確かね。あたしたちがザナッファーを処分するのを、クロツが黙だまって見てるとは思えないし……」

　あたしは横から口をはさむ。

　その時。

　……ォォン……

　かすかに大地が揺れた。

　獣人たちが足を止める。

「──遅かったな──」

　獣人は、絶望的な口くち調ようでつぶやいた。




　はじめは静かなものだった。

　獣じゆう人じんたちの言うがまま、地上に脱だつ出しゆつしたのだが……

「──何も起こらないね……」

　アメリアがたいくつそうにつぶやいたのは、しばらく経たってのことである。

　たしかにあの時、獣人たちの言う通り、ザナッファーが覚かく醒せいしたのなら、もうそろそろ何かの変化があってもいいはずだが……

「……実は眠らせてる間に腐くさってたとか……」

　くそしょーもない意見を飛ばしたのはガウリイ。

　もちろん誰もとりあわない。

「──おい！　まさか!?」

　言って獣人たちに剣のきっ先をつきつけたのはゼルガディス。

「きさまら──クロツを逃がす時間かせぎに、あんなデマを抜かしたんじゃあないだろうな!?」

　しかし獣人は、じっとアジトの入り口を見つめたまま、

「それならばまだましだがな……いいか。デュクリスを倒したからといって、動き出したあいつを甘あまく見るな」

「──強いのか？」

「と、いうより、何をやってもうけつけん」

　獣人が言ったそのとたん。

　じゃっ！

　一条の光が視界を裂さいた。

　閃レー光ザのー・吐ブ息レス！

　そう、それはたしかにあの夜、連中の本部から逃げるあたしとゼル、そしてアメリアに向かって放たれたものと同じ──いや、あれをさらに強力にしたものだった。

　大地の底から生まれた光は地面をえぐり、湖を裂く。

　大量の水が一いつ瞬しゆんにして蒸気と化し、即席の霧をあたりに漂ただよわせる。

　ごぐぅん。

　重い音が響ひびいた。

　アジトのあったあたりの地面が、ずっぱりと丸くえぐられて、黒々とした穴をのぞかせている。

　やがて獣けものの咆ほう哮こうが、湖の空気を震ふるわせた。

「──出てくる──」

　誰だれかがつぶやいた。

　あるいはそれは、あたしのつぶやきだったのかもしれない。

　はじめは──爪つめ。

　みがき抜かれた剣のような銀しろがねの色。

　そして──それはひと息に、穴の中から躍おどり出る。

　白しろ銀がね色いろの魔まじ獣ゆう──ザナッファー。




　魔獣はしばし静かにあたりをながめる。

　……しっかし……

　これまたずいぶんと『成長』したもんである。

　大きさは竜ほどもある。

　全体的なフォルムは、四足獣のそれだが、さまざまなものが混まじっているせいだろう。どの動物からもかけ離れた印象ではあるが、あえてたとえるなら──

　そう。

　たてがみを持つ、鋼はがねの狼おおかみ。

　ただし体のあちこちからは、銀色のムチが生えている。

　おそらくは触しよく手しゆなのだろう。

「──クロツ様は──」

　獣じゆう人じんのひとりが小さく声を上げる。

「クロツ様は!?　ご無ぶ事じなのか!?」

　むろん、誰だれにも答えられるはずはない。

　しかしその瞬しゆん間かん。

　魔獣はこちらに顔をめぐらせ──

　じゃっ！

　問答無用の閃レー光ザのー・吐ブ息レス！

『うわわわっ！』

　あわてて一同がとびのくあとを、大地を裂さいて光が走る！

　魔獣はまっすぐ、こちらに向かって突っ込こんでくる。

　続いてまたもや閃レー光ザのー・吐ブ息レス。が──

　じぅんっ！

　必ひつ殺さつの一撃をはじき散らされ、その場に立ち止まるザナッファー。

　魔獣は今、知ったのだ。

　目の前に、自分を滅ほろぼす力を持つものがいることを。

　光の剣を構えたままで、静かに立ちはだかるガウリイをにらみつけながら、ザナッファーは低い警けい戒かいのうなりを上げる。

　その時。

　魔まじ獣ゆうのむかって右がわの方で何かが動いた。

　いつのまにまわりこんだのか、獣人のひとりがゆっくりと、横手から魔獣に近づいてゆく。

　──やめとけってば！

　なんとか止めたいところだが、声をかければ、かえってザナッファーに気づかれてしまう。

　そして、獣人が剣を振ふり下ろす。

　ぎむっ！

　だがしかし、剣は鉄の塊かたまりでも叩たたいたかのような、硬い音とともにはじかれただけ。

　魔獣が薄く笑みを浮かべた──ような気がした。

「ちぃっ！」

　あわてて跳び退さがる獣人。

　が──

　ぞぶっ！

　いつの間にか、死角から迫せまったザナッファーの触しよく手しゆが、獣人の体を背中からまともに貫つらぬく！

　獣人は、数度かすかにけいれんすると、手にした剣をからんっ、と取り落とした。

　その間ザナッファーは、ガウリイからは全まつたく視線を外さない。

　触手のひと振ふりで、獣人の死体をうるさそうにふり捨てると、のそり、と一歩、ガウリイとの間ま合あいを詰つめる。

　それに応こたえるかのように、魔獣目ざして走り出すガウリイ！
















「うかつに近づくなっ！」

　生き残っている方の獣人が叫ぶが、彼の耳には届とどいていない。

　またもや魔獣の浴あびせる閃レー光ザのー・吐ブ息レスを光の剣ではじきつつ、ザナッファーとの間合いを一気に詰める。

「はぁっ！」

　前足を薙なぎ斬きるはずの一撃は、しかし空むなしく宙を切る。

　ザナッファーは──高々とま上に跳んでいた。

　ガウリイにのしかかるように降下しながら、彼に向かって間かん断だん的てきに閃レー光ザのー・吐ブ息レスを吐きかける。

　閃レー光ザのー・吐ブ息レスをはじくだけで手いっぱい。ガウリイはその場を動けない。

　このままじゃあ圧おしつぶされるっ！

「火フアイ炎アー・球ボール！」

　ごぐぁっ！

　アメリアの放った術の爆ばく発はつが、魔まじ獣ゆうの落ちる軌き道どうを変えた。

　ずむっ。

　重い音を立てながらも、魔獣はきれいに着地する。

　やはり火フアイ炎アー・球ボールでのダメージはなさそうだ。

　着地の瞬しゆん間かんガウリイに、牽けん制せいの閃レー光ザのー・吐ブ息レスを放つことも忘れない。

　しかしその瞬間。

「暴ブラ爆スト・呪ボム！」

　あたしは術を解とき放つ。




　ガグォォッ！




　かつての魔ま道どう都市サイラーグにも、これの使える魔道士はいなかったはず。これの生み出す熱量がザナッファーの肌はだの防ぼう御ぎよ力りよくを上回ればあるいは──

　だがしかし。

　やがておさまる爆ばく煙えんの中から姿を現わしたのは、前と全く変わらぬ魔獣の姿。

　鏡かがみのような銀の肌には、傷ひとつすらついてはいない。

　……なんつー装そう甲こうだ……

　炎も、そして試してはいないがおそらく冷気もうけつけない。

　この肌こそが難なん物ぶつである。

　奴やつに閃レー光ザのー・吐ブ息レスさえなければ、口の中に火フアイ炎アー・球ボールの一発もたたき込んでやるところなのだが……

　魔まじ獣ゆうはこちらをふりむきさえしない。

「ちいっ！」

　ガウリイは横にまわりこむ。

　しかしザナッファーも体をめぐらせ、常にガウリイに正面を向けている。

「……ちっ……」

　あたしのとなりで、ゼルが小さく舌うちをする。

「奴め……おれたちなんぞ眼中にもないとさ」

「知ってるんですよ」

　アメリアがつぶやく。

「自分を倒せるものはあの剣だけなんだ、って……」

「──いいえ──」

　あたしは小さくつぶやき、かぶりを振ふる。

「──どういうことだ!?　それは」

　尋ねるゼルに、しかしあたしは答えない。

　あたしが呪タリ符スマンの助けを借りて、使えるようになった術のひとつにそういうのがある。

　闇やみを召しよう喚かんし、刃やいばと成す術。

　何日か前に試してみたが、その破はか壊いり力よくはまさに絶大。もちろん勝負してみたわけではないが、光の剣と十分以上にタメを張はれるはず。

　しかし──である。

　長さはせいぜいショート・ソード並み。それにこの術、使っている間じゅう魔力を食いつづけるらしく、あたしの魔力をもってしても、持続時間はかなり短い。

　むろん、あたし自身の消しよう耗もうも少なくない。これを発動させたまま、素す振ぶりでもやった日には、ものの五十回といかないうちに力つきることうけあいである。

　ついでに言うと実はこいつは禁きん呪じゆ法ほう。

　そう──あたしの秘ひ奥おう義ぎ、重ギガ破・スレ斬イブと源を同じくする──

　金ロー色ド・オのブ・魔ナイト王メアの力を借りた、今ひとつの術。

　……まあ……重ギガ破・スレ斬イブと比べればかなりコントロールもしやすく、暴ぼう走そうすることも（たぶん）ないだろうが……

　だが何よりも問題なのは、これで魔まじ獣ゆうを倒せるかどうか。

　ガウリイでさえ、攻めあぐねている相手である。あたしがショート・ソードサイズのものをぶん回して、当てることなどできるかどうか。

　不意をつけば、傷つけることならできるだろう。

　しかし──

　一撃で倒せるか？

　一度めは不意うちで、当てることくらいはできるだろうが、そうなれば、魔獣が二度めを許すはずはない。

　なにしろ相手はあの巨体。一発で致ちめ命いし傷ようになるほどの傷を負わせるのはまず不可能だろう。

　おそらくはガウリイも、まずは足の一本も切り落とし、動きを封じてから──などと思っているのだろうが……

「えぇいっ！」

　珍しく短気を起こしたか、先にガウリイが突っ込こむ。

　ザナッフアーは、こんどは数本の触しよく手しゆをしならせて彼を迎えうつ。

「邪じや魔まだっ！」

　叫んでガウリイが、触手を薙なぎ切ろうとしたその瞬しゆん間かん──

　触手の先端に光が生まれる！

　閃レー光ザのー・吐ブ息レス!?

「なにっ!?」

　さすがにこれは、よけきれるものではない。いくつかは身をかわし、光の剣ではじいたものの、そのうちの一条が、彼の腿もものあたりを灼やき切った！

「うぁっ！」

　あわてて跳び退のきはしたものの、ダメージはかなり大きいらしく、その場にがくり、と膝ひざをつく。

　──そうか！

　忘れていた！　かつてあたしの目の前で、デュクリスのザナッファーが、手のひらから光を生んだことを！

　あれは、閃レー光ザのー・吐ブ息レスの応用だったのだ。

　ならばこいつが、触しよく手しゆの先から閃レー光ザのー・吐ブ息レスを吐はいても不ふ思し議ぎではない。

　──ぐっぐっぐっ……

　ザナッファーは──稔うなるような低い声で笑った。

『私を獣けものふぜいと甘あまく見たな──光の剣の戦士よ──』




「なっ──!?」

　あたしは思わず絶句する。

「きさま！　ひとのことばがわかるのか!?」

　生き残っているほうの獣じゆう人じんが声をはり上げる。

『私の母体となったグロウヅ──その知識も経験も、私が食った。それに──私がひとのことばを話せるようにつくられていても不思議ではあるまい？

　もっとも──獣ふぜいと甘く見てもらった方がやりやすいからな。今まで口数をひかえていたが』

　ひざを折ったままのガウリイからは目を離さずに魔まじ獣ゆうは言う。

『さあ──その剣を置いてゆくがいい。そうすれば、お前たちの命は助けてやる。

　お前たちを食ったところで、私にとっては全まつたくの無意味だ。魔力を防ぐ能力の代だい償しように、私は、魔力を行使する力も失ったのだからな』

　なるほど……精ア神ス世トラ界ルが封ふう印いんされていれば、術も効きかないそのかわり、そちらから干かん渉しようして術を使うこともまた不可能になるわけか。

　──しかしこいつが、なぜそんなことを知っているんだろーか。グロウヅとやらがよっぽど博はく識しきだったのか──

　──まさか!?

「きさま……一体何を考えている！　すべてを破は壊かいでもするつもりか!?」

　ゼルガディスの問いに魔獣は身じろぎすらせず、

『別に……ただ、生きて仲間を殖ふやすだけ……それにはこの肉体を傷つけるおそれのある、その剣が邪じや魔まなだけだ』

「仲間を殖やす──と言ったわね。あなたひとりでどうやって？」

　こんどはあたしが問いかける。

『私が力を見せつければ、私につき従う人間たちも出てくるさ。──なにしろ魔王を信仰するような人間もいるくらいだからな。

　そういった連中に命じて、［ザナッファー］をつくらせる。むずかしいことではあるまい。製法は私が知っている』

「……なん……だと……」

　獣じゆう人じんがうめき声を上げる。

「──ま──まさか貴様っ！　クロツ様をっ!?」

『そうとも──』

　魔獣は言って、にいっ、と笑う。

『私が食った』

　──やはり──

「おのれぇぇぇぇぇっ！」

　逆ぎやく上じようし、剣一本で魔獣につっかかっていく。

「無茶よっ！　戻もどって！」

　叫んだ時にはもう遅い。

　じゃうっ！

　触しよく手しゆの一本が光を吐はき出し──

　獣人の体は、二つに断たたれて大地に転ころがる。

『言っておくが……逆さからうものを殺すのに、ためらうつもりはない』

　──こいつっ……

『どうする？　剣を置き、生きて、この場を立ち去るか、それとも皆殺しになるか──』

　──よぉし。わかった。

　実はあんましやりたくなかったんだけど、こーとなったらやむをえない。

「アメリア。ゼル。ちょっと聞いて──」




『──ほう──逃げに走ったか──』

　ザナッファーは、あたしを抱えたまま浮レビテ遊ーシヨンで宙に浮くアメリアを、視界の隅すみに捕とらえて言った。

『……まあいい。──さて、剣の話だが──』

「ガウリイ！　パスだっ！」

　魔まじ獣ゆうのことばをさえぎってゼルが叫ぶ！

　瞬しゆ時んじに彼のことばを理解し、ガウリイは、ゼルに向かって、光の刃をおさめた光の剣をほうり投げる！

『なにっ!?』

　さすがにあわてるザナッファー。なにしろ彼がおそれているのはガウリイではなく、光の剣なのだ。

「逃げろ！」

　ゼルのことばにガウリイは、足を引きずりながらもその場を離れる。

『むだなあがきをっ！　人間ふぜいがっ！』

　ひとつ吠えるとゼルガディスに向けて、閃レー光ザのー・吐ブ息レスを放つ。

　なんとかそれらをよけ、はじくゼル。

　この間にあたしとアメリアは、ザナッファーのほぼ真上に来ていた。

　すでにあたしは、増ぞう幅ふくの呪じゆ文もんを唱え終わっている。

　──さーて、そろそろはじめるかっ！




　ゼルは魔獣の閃レー光ザのー・吐ブ息レスをのがれると、だんっ！　と大地に右手を着く。

「地ダグ撃・衝ハウ雷ト！」

　ぐらり、と大地が大きく揺れる。

『ばかめっ！　それで一体──』

　ザナッファーがたわ言を言い終えるよりも早く、足下の地面が崩くずれ落ちる！

『なにっ!?』




　ごががぁぅっ




　ど派は手でな音と土つち煙けむりとが巻き起こる。

　ゼルの術で、魔まじ獣ゆうの足元──かつてクロツのアジトだった場所が崩ほう壊かいしたのだ。

　むろん魔獣は無む傷きずである。ぽっかりと地面に開いた穴の底で、足をがれきに埋うもらせながらも、穴のふちに立つゼルに向かって閃レー光ザのー・吐ブ息レスを吹きつける。




　──天そ空らのいましめ解とき放たれし

　凍こおれる黒き虚う無つろの刃やいばよ

　我が力　我が身となりて

　共に滅ほろびの道を歩まん

　神々の魂たましいすらも打ち砕くだき──




「神ラグ滅ナ・ブ斬レード！」

　叫んでかざした手の中に、漆しつ黒こくの、闇やみの刃が生まれ出る。

　急激な脱だつ力りよく感かんが体を襲おそう。やはり長くはもちそうにない。

　ひとつうなずくと、アメリアは、あたしをつかんでいた手を離す。

　浮レビテ遊ーシヨンの干かん渉しようを離れ、あたしはまっ逆さかさまに落下する！

　魔獣、ザナッファーの背に向けて！



















　ドゥッ！




『グルァァァァァァァァァァァァァァァアッ!?』

　魔獣の絶ぜつ叫きようが空気をゆるがす。

　あたしのつくり出した闇の刃は、やすやすと魔獣の肌はだを切り裂さくと、ザナッファーの体内深くにもぐり込こむ。

　あたしの両手は、ほとんどひじのあたりまで、魔獣に開けた傷口から中にもぐり込んでいる。

　それでも魔獣はまだ死なない。一体何が起こったのか理解できぬまま、ひとしきり身をよじらせて、ようやく背中のあたしに気づく。

『──き──きさまっ……何をしたっ……!?』

　しかしこの時にはすでに、あたしは神ラグ滅ナ・ブ斬レードを解かい除じよし、次の呪じゆ文もんを唱となえはじめている。

　こんどばかりは時間が勝負！　増ぞう幅ふくしているヒマはないっ！

『……魔ま道どう士しふぜいがっ！　この私をっ！』

　触しよく手しゆがあたしの方を向く。

　しかし遅いっ！

　あたしを魔道士ふぜいと甘あまく見たな！　魔獣ザナッファー！

「火フアイ炎アー・球ボール！」




　ボグォゥッ！




　その瞬しゆん間かん。

　ザナッファーの体内で火炎がはじけた。




「……ふむ……」

　あたしは両手を目の前にかざし、わきわきと、握にぎったりひらいたりしてみせる。

　──さすがにアメリアの『復リザレ活クシヨン』はよく効くわ。

　彼女は今、ガウリイの足のキズに『治リカ癒バリイ』をかけているところである。

「……ところでリナよ……」

　両足を地面に投げ出したまま、ガウリイは聞く。

「一体どうやってあいつを倒したんだ？　どーもよくわからんのだが……」

「ああ、あれ、ね。

　単純よ。奴やつの肌はだをぶち抜ける術が手持ちにあったんで、それを使ってあれの体に穴を開ける。そこに両手を突っ込こんだまま、火フアイ炎アー・球ボールを発動させる。

　それで──あいつの体の中を灼やきつくしてやったのよ」

「ふぅん……」

　ガウリイは、無む感かん動どうにあいづちを打ってから、

「──ちょっと待てよ。それってひょっとして、かなり乱らん暴ぼうなテじゃないか？」

「乱暴ですよ」

　答えたのは、彼の治リカ癒バリイをひととおり終えたアメリア。

「現にリナの両手だって……」

「だぁぁぁぁっ！　言わないでっ！　思い出したくないのっ！」

　あたしはあわてて彼女を止める。

　ザナッファーの筋肉や内臓が多少のクッションになってくれたとはいえ、両手の間で火フアイ炎アー・球ボールが炸さく裂れつしたのだ。どーなったかは推おして知るべし。

　……だからあんまし気が進まなかったのだ……このテは……

　ちなみに、両手につけてたあの呪タリ符スマンは、傷ひとつついてはいない。

　魔まじ獣ゆうはむこうの穴の底で、背中に黒い大穴を開け、もはや完全にこと切れていた。

「……けど結局、『写本』は手に入らなかったわね……」

　ひとり離れて立つゼルに、あたしは声をかける。

　がっかりしてるだろーな……

「なぁに、構かまわんさ」

　しかしあたしの予想とはうらはらに、陽気な口くち調ようで答える彼。
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作：とゆーわけで第五巻っ！

Ｌ：これで長編も三分の一！

作：さて、この巻から、ある人気キャラが出てくるわけですが。

Ｌ：あー。ゼロスね。

作：そう！

　　長編継けい続ぞく中ちゆうにやった人気投票においては主人公のリナをおさえて一位を獲かく得とくし、あるコミック版女性担当さんに『ゼロス様』と口くち走ばしらさせた、あのゼロス！

Ｌ：ファンだったんだ。その担当さん。

　　まー女性人気高いみたいだし。

　　これって計けい算さん？

作：いや、それなりに人気は出るんじゃないかなぁ、くらいには思ってたけど、まさかこれほどとは思ってなかった。

　　そういう意味では完かん全ぜんに計けい算さん外がい。

Ｌ：まー作者の計算通りに行ってたら、人気投票の結果は一位から十位まではあたしが独占してたはずなんだし。

作：そんな計算はしとらんっ！

　　とゆーか一人で独どく占せんて！　どーやって!?

Ｌ：えっと『Ｌ様』『Ｌ』『あとがきの美女』『えるりん』とかっていろんな呼び方で！

　　これなら！

作：……『えるりん』って……今まで一切そんな呼び方されてませんよね……？

　　それにどうやったところで、他のキャラの票だって入って来るだろーし。

Ｌ：んー……

　　じゃあ、単純に人気投票、って形じゃなくて、条件付け投票、って形にすれば！

　　あたしのトップテン独占も夢じゃないっ！

作：条件付け投票って……？

Ｌ：だからほら。たとえば。

　　『あとがきで作者に暴力をふるいそうな人ベストテン』とか！

作：選せん択たくの余よ地ちねえっ！

　　作オ者レ自身は論ろん外がいだし、あとはせいぜい、最近は出で番ばん皆かい無むの部下Ｓくらいしかいねぇ！

Ｌ：あ。じゃあ、『応募要よう項こう・部下Ｓは投票対象に含ふくまれない』ってことにすれば！

　　確かく実じつにっ！

作：確実だけどっ！

　　読者参加の意味ないし、そもそもそれで『えるりん』とか『えるらん』とかいう名前でトップテン占めてうれしいのか!?

Ｌ：……あれ……？

　　そー言われてみれば……あんましうれしくないような気が……

　　けどここらへんでひとつ、何かの読者投票っぽいものはやってみたいわねー。お祭り　　気分で。

作：はっはっは。確かにやってみたくはあるんだけどな。

　　前に作者独断で人気投票をやった時には、作者が借りてるうちのひと部屋がハガキで埋うまって地じ獄ごくを見たからなぁ。

Ｌ：じゃあさ♪　もっかい見よ♪　地獄♪

作：陽よう気きに言うなぁぁぁぁっ！

　　お祭り気分で死ぬのはいやぢゃぁぁぁっ！

　　……どうせ何かの読者投票っぽいことをやるなら、いっそ編集部さんを巻まき込こんで、自分で集計しなくてすむよーにしたいと思いまス。

Ｌ：またそーゆーミもフタもない発言を……

作：自じ慢まんじゃないがこの私、ミもフタもない発言は大好きだっ！

　　以前何かのインタビューで、『どうやったらそんなアイデアが出てくるんですか』って聞かれて、『はっはっは。確実にアイデアを出す方法なんてものがあるなら、締切に苦労する小説家と、いまだデビューできない小説家志望は世の中からいなくなります』なんて答えて、記事ではずっぱりカットされたりしましたとも！

Ｌ：……そりゃあそんなミもフタも夢もない話、カットされるって……

作：いやしかし。時にはそのミもフタもない現実とゆーものを踏まえることで、はじめて次のステップに行けることもあるわけで。

　　いやな言葉としてよく使われる『大人になれ』ってフレーズは、『夢を捨すてろ』って意味じゃなく、本来は『道を変えるにしても変えないにしても、現実を踏ふまえてベスト、もしくはベターな選せん択たくを模も索さくするべきだ』って意味なんだろうし。

Ｌ：とまあ、いくらいいことっぽい話をしても、投票の集計をめんどくさがって他人に押しつけようとした事実は変わらないから。

作：うぐっ……！

　　ま、まあ、機き会かいがあってそーいったことをする際さいには、ふるってご参加いただければということで。

Ｌ：そーだ！　ベストあとがき人気投票とかにすればっ！

　　……あ、でも、新しん装そう版ばん六巻のあとがきを単独で部ぶ下かＳに任せてるから、そこにネタ票が集まってもヤだし……

作：ま、無理にやる必要もないし。

Ｌ：けどそこらへんは何か考えとくよーに。

　　それではみなさん、新装版七巻、もしくは、すまっしゅ。のあとがきでまたお会いしましょ～
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